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灘
難
響
鞍

午
後
一時
か
ら
四
時
ま
で
、
障
牛
輝
り
午
後
一時
三
十
分
か
ら

奨
術
邪
主
催
贋
覧会

マロ
ニ工
画
廊

に
て

日本
胃莫
会
誕
単
生
願
書
締
切

516
(日)
劇
団
「風
波
」
公
演

午
後

一時
三十
分
か
ら

全
関
西
総
決
起
の
形
で

東
京
は
外
務
省
前
集
会

五
・三
一闘
争
を
「ポ
ポ
ロ
判決
粉粋

・米
核
溝
艦
寄
港
阻
止
」
な
ど
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
て
、
三
千
余
人
の
学生
を

結
集
し
で
ほ
ぼ
成
功
裡
に
たた
か
った

京
都
府
学
連
は
、
再
び
六月
十
五
日
に

全
国
学
生
統
一行
動
日
に
むけ
て
闘
争

を
組
む
予
定
で
あ
る
。
こ
の日
は
「六

・
一五
周
年
記
念
日
」
にあ
た
る
が
、

闘
争
の
目
的
を
「米
核
潜艦
寄
港
阻
止

」
に
し
ぼ
り
、
東
京
の外
務
省
包
囲
デ

モ
に
呼
応
し
、
大阪
府
学
速
、
兵
躍
県

学
連
な
ど
と
共
闘
して
神
戸
米
領
寧
館

創
囲
デ
モ
を
行
なう
。こ
の
方
針
は
先

五
月
十
二
臼
の
全自
代
で
提
起
さ
れ
、

六
月
三
日
の
関
西学
協
、
同
六
日
の
関

閃
自
治
代
で
最
終的
に確
謂
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
.

貝
体
的
な
スケ
ジ
ェー
ル
は
、
京
大

周
学
会
に
お
いて
は
全
学
全
日
授
業

放
棄
を
行
な
い、
正
午
法
経
第
一番

教
呈
で
京大
全学
榮
会
を
も
ち
、
午

後
一時
貸
切リ
バ
ス
に
分
乗
し
神
戸

に
む
か
い
午
後
三
時
か
ら
の
全
関
西

総
決
起
集
会
に
参
加
す
る
.
教養
部

自
治
会
で
は
六
日
の
拡
大
自治
委
員

会
で
こ
の
方
針
・ス
ケ
ジ
ェル

を

す
で
に
決
足
し
、
クラ
ス討
論
で
全

日
授
桑
放
棄
お
よ
び
全員
禰
戸
集
会

参
加
決
議
を
と
っ
て
いく
こと
に
な

っ
た
。
ま
た
、
各学
部
自
治
会
で
も

ほ
と
ん
ど
こ
の闘
争
方
針
を
支
持
、

決
議
の段
階
に
あ
り
、
教
養
部
六
百

人
の
動員
に
あ
わ
せ
て
学
部
で
も
三

L
人内
外
の動
員
を
目
標
と
し
て
い

る
.
こ
のた
め
、
緊
急
に
自
治
委
員

会
を開
き
研
究
墜
、
ゼ
ミ
討
論
な
ど

を活
発
に
行
な
って
い
く
こ
と
に
な

った
。
な
お
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ

各派
間
の抗
争
は
"行
動
方
針
8
上

では
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
.

京
大以
外
の京
都
学
連
傘
下
の
各
大
学

自
治会
で
は
同
志
社
大
学
、
立
命
館大

学、
京
都
学
芸
大
学
と
も
大
衆
勤員
を

は
かり
、
京
都
府
学
連
と
し
て
は約
三

.、人
の
学
生
の
参
加
を
予
定
し
て
い

る
。
な
お
こ
の
全
関
西
総
決
起
集
会

に
蓼

る
の
は
、
府
蕎

蚤
-

で
は
、
大
阪
府學
速
か
ら
大阪
市
立
大

学
(教
養
部
ス
ト
)
、大
阪
大
学
教
養

部
、
大
阪
学
芸
大
学
.兵
隠
県
学
連
か

ら
神
戸
商
科大
学、
関
西
学
院
大
学
文

学
部
、
神
戸大
学
など
。こ
のほ
か
に

自
治
会
代
表
者
の
参加
と
い
う
形
で
、

京
都
府
立
医科
大
学
、京
都
工
繊
大
学
、・ 和

歌
山
大
学
、
岡
山
大
学
、
奈
良
女
子

】大
学
、
徳
島
大
学
か
ら
も
参
加
が
予
定

さ
れ
て
い
る
.

六
・
一
五
実
行
委
開
く

全
白
代
が
東京
で

全
国
自
治
会
代
衰
者
会
議
の小
委
員
会

で
あ
る
全
自
代
六
・
一五
実行
委
員
会

は
、
三
日
午
後
五
時
か
ら明
治
大
学
学

生
集
会
量
に
全
国
各地
方
の申
心
大
学

自
治
会
代
表
者百
人
を
集
め
て
行
な
わ

れ
た
.

会
議
は
五
・三
一第
二波
全
国
統
一

行
勤
の
報告
のあ
と
、
情
勢
分
析
、

全
学
連
再
建問
題
、
今
後
の
闘
争
ス

ケ
ジ
ュ
ール
など
に
つ
い
て
話
合
わ

れ
た
.
そ
の結
果
六
月
十
五
日
に
「

ポ
ラ
リ
ス米
潜
水
艦
器
港
反
対
」
、

「日
鱒会
談
反
対
」
を
中
心
ス
ロ
ー

ガ
ン
とし
て
第
三
波
全
国
統
一行
動

を
、東
京
に
お
け
る
外
務
省
包
囲デ

モ、
関
西
に
お
け
る
神
戸
米
領治
館

前
抗
議
集
会
に
そ
れ
ぞ
れ
五干
人
の

学
生
を
集
め
る
こと
を決
議
し
、
十

六
日
か
ら
の
全
国労
働者
へ
の実
力

行
動
の
呼
び
か
け
をす
るこ
と
、
平

民
学
連
へ
も
共
闘
の
呼
び
かけ
を
す

る
こ
と
も
合
せ
決
定し
た
.

平
民
学
連
解
散
を
要
求

同
学
会

今
年
度
初
の
代
議
員
会
で

今
年
度
初
の
同
学
会
代
議
員
会
は
七
日

午
後
四
時
三
十
分
か
ら
法
経
第
二
教
室

で
四
十
余
入
の
代
蓑
員
が
集
ま
っ
て開

か
れ
た
.
初
め
に
八
木
同
学
会
委員
長

か
ら
現
情
勢
の
分
析
と
闘
争
へ
の
展望

を
とし
た
基調
報
告
が
あ
り
、
そ
の
申

で
六月
+
五
日
の
神
戸
の
ア
メ
リ
カ
領

卑
館
包
囲
闘
争
お
よ
び
、
六
月
二
十
五

匝
の
全
国
統
一行
動で
のス
ト
ラ
イ
キ

が
提
起
さ
れ
、
計
論
の
の
ち
、
圧倒
附
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教
養
再
び
四
派
乱
立
の
激
戦

同
学
会
全
学
区
代議
員
、
教
餐
部
正
、
副
委
員長
選
挙
は
、
七
日
に
行
なわ
れ
た
今
年
度
初
の
同
学
会
代
議
員
会
で
の汐
響
によ
って
、
七
日
に
公
示
、
八

日
立
候
補
受
付開
始
、
十
二
日
同
締
切
り
、
十
三日
か
ら
【週
聞
を
投
票
期
間
とし
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
.
右
代
議員
会
で
は
同
時
に
選
挙
覧
爆

委
員
会
(委
鼠
長
・荒
井
正
治
君
)
の
発
足
、
構成
も
景
認
さ
れ
、
選
挙
戦
は
管
理委
員
会
の
管
理
の
下
で
、
舌
戦
、
ビラ
戦
など
に
よ
り
各
派
と
も
活
発

な
露
伝
活
動
を開
始
、
い
よ
い
よ
"熱
戦
4
に入
った
.

今
回
の選
挙
は
、
昨
年
十
二
月
の
選
李期
が
大
管
法
闘
争
の
ピ
ー
クを
な
し
て
同
学
会
の
三
カ
月
闇
潅
璽
鮭
止処
分
な
ど
、
一連
の
組
織
処
分
が
あ
っ
た
た

め
選
挙
が
行
なわ
れ
ず
、
昨
年
六
月
以
釆
一年
ぷ
り
の
"た
た
か
い
`
に
なる
.

動
き
に呼
応
し
て
京
大
王
流派
(社

学同
)
が
,原
則
的
な
たた
かう
全

学
連
を
再
建
8
し
よ
う
とし
て
いる

こと
な
ど
に
よ
る
。
特
に
、平
民
学

連
を
中
心
に
論
戦
が
行な
わ
れ
る
公

算
が
強
い
.

ま
た
、
第
二
の
争
点
に
は
、米
ソ
核
実

験
反
対
闘
争
以
来
、
機
能
マ七
状
態
に

あ
る
原
水
協
、
加
え
て
米
原子
力
沼
水

髄
寄
港
問
題
な
ど
あ
ッて
、
平
和
運
勤

再
鐙
問
題
が
ク
ロー
ズ
・ア
ッ
プ
さ
れ

る
も
よ
う
で
あ
る
.こ
の
ほ
か
、
憲
法

問
題
、
学
内
民
主化
問
題
(特
に
総
長

選
挙
糎
拡
大問
題
)
、
等
々
、
多
面
に

わ
た
っ
て
,た
た
か
わ
`
れ
る
も
よ
う

八
日
午
後五
時
現
在
、
教
獲
郎
正
、

副
委員
長
に
は
、
社
学
同
、
社
学
同

レ
フ
ト、
マル
学
同
、
統
一派
(民

青
)
の
四
派
が
そ
巾
そ
ζ
独
自候
補

を
出
し
、
同
学
会
全
学
区
代議
員
に

は
、
定
員
二
+
九
人
に
対
し
社
学
同

・十
七
人
、
社
学
同
レ
フ
下
・四
人

∂

■

輔
マ
ル
学
同
・八
人
、
統
一派
・九
人

ぜ立
候
補
さ
せ
て
い
る
。
》

な
お
、
立
候
補
締
切
り
は教
養
部
正
、

副
委
員
長
が
十
二
日午
後
五
時
、
同
学

会
全
学
爆
代
議
員
が十
一日
午
後
五
時

と
な
って
い
る
。

府

会

議

長

が
デ

モ

で
あ

っ
せ
ん

京
都
府
会
佐
川
一雄
議
畏
(社
会
党
)

は
去
る
四
日
午
前
、高
瀬
泰
司
府
学
連

委
員
長
を
招
い
て五
月
三
十
一日
の
デ

モ
で
百
人
に上
る
負
傷
者
を
出
し
た
事

惰
に
つ
い
て
事情
聴
取
を
行
な
っ
た
。

席
上
高瀬
君
は
終
始
学
生
デ
モ
の
正

当
性
を主
張
、
三
十
一日
の
混
乱
の

原
因は
府
警
側
の
行
き
過
ぎ
た
弾
圧

に
よ
る
も
の
で
、
こ
う
し
た
弾
圧
が

㎜

続
く
以
上
わ
れ
わ
れ
と
し
ても
今
後

㎜ロ

は
　
ま
だ
け
で
は
な
く　
　
など
の

　

羅
難

㎜㎜㎜

多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
つづ
い
て
茂
田

議
長
か
ら
十
五
日
の
貝体
的
な
闘
争
体

制
、
十
三
日
か
ら
始ま
る教
養
部
正
副

委
員
長
、
同
学
代議
員
選
挙
への
体
制

が
報
告
さ
れ
た
。最
後
に
、
西
村
祐
紘

君
(経
四
)
から
動
議
が
で
て
、
全
学

連
再
建
の
方
向と
は
全
く
分
裂
し
で
行

動
し
て
い
る平
民
学
連
(民
青
)
の
解

散
を
決
議し
、
京
大
統
一派
の
自
己
批

判
と
他大
学
民
醤
への
批
判
を
要
求す

る
こ
と
が提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
た
.
し
か
し
統
一派
は
決
議を

認
め
ず
退
場
し
ょ
う
と
し
た
こ
と
か
ら

自
己
批
判
を
要
求
す
る
主
流派
と
のあ

いだ
に
一時
混
乱
を
起
し
た
が、
統
一

派
は
そ
の
ま
ま
退
場
し
、
代議
員
会
と

し
て
は
決
議
し
た
だ
け
に
とど
め
て
午

後
六
時
㎜閉会
し
た
。

な
お
選
挙
体
制
に
っ
い
ては
、
各
派
か

ら
七
舛
妃
分
し
で
讐
出さ
れ
た
選
挙
菅

雛
鹸
難
罐
癖
一灘
難
課
毅
漏

挙
は
十
三
日
か
ら
十九
日
ま
で
行
な
わ
【を
受
け
つ
け
た
.

「神

戸

集

会
」を

決

議

教
養
部
拡
大
自
治
委
員
会

教
獲
部
自
治
委
員会
は
六日
午
後
三
時

か
ら
尚
賢
鋸
北
室
で開
かれ
る
予
定
だ

った
が
、
定
足数
に数
名
足
ら
ず
目
治

委
員
集
会
と
し
て午
後
四
時
か
ら
行
な

わ
れ
た
.

集
会
は
「六
二
五
第
三
波
全
国
統

一行
動
」
へ
の態
度
決
定
に
討
議
が

教
養
部
正
、
副委
員
長
選
挙
は
、
再
び

四
派
乱
立
と
いう
激
戦
に
な
った
.
各

派
と
も
す
で
に演
説
、
ビ
ラ
入
れ
な
ど

で
選
挙
に総
力
を
結
集
し
て
い
る
が
、

一方
、
六
・
一五
闘
景
を
目
前
に
ひ
か

え
て
「闘
争
の中
で
選
挙
」
と
い
うよ

うす
が
深
ま
り
つ
つ
あ
る
.

今
圓
の選
挙
は
、
ま
ず
第
一に全
学

連再
建
問
題
が
中
心
的
な
争
点
にな

る
よ
う
で
あ
る
.
こ
れ
は
、現
在
の

マル
学
同
塑全
学
連
4
が
四月
以
後

名
実
と
も
に
解
体
(マル
学
同
の分

派
抗
争
の
た
め
)
し
た
こと
、
統
一

派
(日
本
共
産
党
-民
青
)
が
三
月

に平
民
学
連
王
催
の
"三月
学
生
集

会
`
に
参
加
、
七月
全
学
連
再
翅
と

い
う
線
に
そ
っ
て箆
伝
活
動
を
行
な

盈τ
い
る
こ
と
、ま
た
、
こ
れ
ら
の
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●教養部正・副委員長
く委 員長〉

八 木 俊 樹
(経2・京大主流派)

8日午後5時現在

く副委員長〉

〆宮 地 洋
二

(法2・京大主流派)

目 黒 有 史 湯 川 順 夫
(文2・社学同レフト)(文2・社学岡レフト)

古 州 康 夫
(文1・マル学商)

森 州 弘 道
(農2・統一派)

池 田 俊 弥
Q農2・ マル学同)

角 田 惇
(経2・統一派)

集
中
さ
れ
た
が
、
マル
学
同
派
の

「六
二
五
全
国ゼ
ネ
ス
ト
決
議
」

を
反
対
多
数
で
否決
し
た
あ
と
、
執

行
部
案
の
「六
・
一五
授
業
放
棄
、

全
員
神
戸
米
領
亭館
デ
モ
」
を
決
定

し
、
同
時
に
六
・
一五
闇
争
委
員
会

を
設
け
連日
同
委
員
会
を
行
な
う
こ

と
の
ほ
か
、
各
ク
ラ
スで
「授
案
放

棄
決
議
」
で
き
れ
は
「全員
参
加
決

議
」
「全
員
百
円
カ
ン
パ決
議
」
を

目
指
す
こ
と
が
曜
認さ
れ
た
。

ま
た
岡
集
会
席
上
で
マル
学
同
派
委
員

か
ら
「平
民
学
連
中
央
事務
周
通
偶
第

三
号
」
が
公
表
さ
れ、
岡
文
中
の
「追

撃
の
手
を
ゆ
る
め
ず
ひ
き
つづ
き
分
裂

主
義
者
の
〃五
・三
一全
国
学
生
統
一

行
動
8
粉
粋
の
た
め
奮
闘
し
ま
し
よ

う
」
な
ど
数
カ所
に
つい
て
平
民
学
遮

派
の
釈
明
を求
め
て
会
場
は
一時
も
め

た
が
、
角
田淳
委員
が
〃選
憾
κ
の
意

を
衰
明し
て
一応
ケ
リ
が
つ
い
た
.

三
調
査
隊
を
派
遣
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学
部
自
治
会
新
執
行
部
決
ま
る

各
学
耶
自治
会
は
三
十
八
年
嘱前
期
の
▽
教
育
学
勧

自
治
委
員決
定
に
と
も
な
い
、
五月
中

委
員
長

に
そ
れ
ぞ
れ新
執
行
泓
を
選出
し
た
.

同
副

六
月
六日
現在
の
正
副
委
撮長
は
次
の

▽
法
学
溺

と
お
り
.

委
員
畏

▽
文
露

同

副

喉員辮

耀
(馨

鎧

▽騨

め 林

功
(教
社
・三
)

佃

十
信
(教
社
・三
)

佐
木々
一郎
(四
)

梶
本
穂
彦
(三
)

涌
村

光
雄
(三
)

「▽繍喉鼠服

▽蘇▽翻

池
浦

紀雄
(三)

吉
田
罵
志
(物
翔
・三
)

未
難金

ハ哲
男
(農
化
・四
)

山
浦
隆
一郎
(農
化
・三)

▽ ▽
同委 工 同 委薬 同 委

員 学 員学 員
副長 邸 副長 協 副 長

二
木
隆
(本
移
二)

今
泉
正
充
(本科
四
)

梶
山
方
患
(製
化
・三
)

山
本
章博
(薬
ぎ

後
莚
司
康
工
・三
)

田窪
公
(合
化
・三
)

東
南
ア
研

今
年
二月
に
発
足
し
た
東
閣
ア
ジ
ア
研

究
セ
ン
タ
ー
(所
長
1ー
奥
田
廉
農
学部

長
)
は
四
日
智
理
委
員
会
を
開
き
、今

年
度
の
畢
業
計
画
の
大
綱
を決
定し

た
.
そ
れ
に
よ
る
と
、
さ
し
あた
り
、

三
つ
の
調
査
隊
を
派
遡
し
て、
東
南ア

ジ
ア
総
合
研
究
の
概
観
を
つ
か
むこ
と

に
な
っ
た
.
四
月
十
二
日
から
一カ
月

聞
岩
村
忍
人
文
研教
授
が
現
地
の予
備

閑
査
を
行
っ
た
が
そ
の報
告
に基
き
、

事
業
計
画
具
体
化
す
る

中
核
調
査
と
し
て
、
ビ
ル
マ
に農
薬
網

査
隊
を
送
る
.
ビ
ル
マ
は外
国
経
済
援

助
を
好
ま
ず
、
ま
た
政
情
が安
定
し
て

いな
い
た
め
、
闘
査
隊立
入
り
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
た
が
、
岩
村教
授
が
ビ
ル
マ

政
府
と
話
し
合
っ
た結
果
、
国
民
の
九

割
が
農
民
で
あ
り、
国
民
生
活
の
安
定

の
た
め
、
農
渠
技
術陰の研
究
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
農林
省
で
「技
術
セ

　

ン
タ
ー
」
を
ビル
マに
設
置
す
る
計
画

ー
…

華

や

か

に

河

上

祭

前

夜

祭

第
十
七
回
河
上祭
前
夜
祭
は
八
日
午
後

六
時
半
よ
り祇
園
会
館
で
開
か
れ
た
.

こ
の
日
、
学
生を
中
心
と
し
て
五
百
人

近
く
が集
ま
う
たが
、
松
浪
笑
行
委
員

長
の
開会
のあ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
蛙

川
京都
府
知
事
、
宋
川
立
命
大
学
学
畏

ら
のあ
いさ
つの
の
ち
、
長
谷
部
文雄

氏
の記
愈
講
演
が
あ
り
、
河
上
先
生
の

人
闘
像
な
ど
を
話
し
た
.

出
席
者
全
員
が
京
大
反
戦自
由
の
歌
を

歌
って
京
大
の
,反
戦自
由
5
の
伝
統

を
再
確
認
し
た
.劃
は
人
聞
座
に
よ
る

「草
原
の
歌
」
でシ
ン
ポ
ジ
ュー
ム
の

テ
ー
マ
に
ふ
さわ
し
く
、
イ
ン
テ
リ
ゲ

ン
チ
ャ
ー
のあ
り
か
た
に
メ
ス
を
い
れ

た
も
の
であ
うた
.
十
時
閉
会
。

"書
籍
部
閉
鎖
"で
紛
糾

第
十
五
期
(三
十
八
年
度
)
京
大
生
協

総
代
会
は
、
八
日
午
後
、
法
経
第
五教

量
で
開
か
れ
た
.
こ
の
日
は
、さ
き
の

選
挙
で
新
た
に
選
ば
れ
た
総代
二百
三

人
(委
任
も
含
む
)
が
出
席し
た
が
、

は
じ
め
か
ら
「醤
籍
郎閉
鎖
」
に
関
す

る
生
協
労
組
の
ま
いた
ビ
ラ
を
め
ぐ
っ

て
混
乱
し
、
予
足し
て
い
た
議
案
の
討

論
が
で
き
な
い
まま
流
会
と
な
っ
之
。

昨
年度
の決
獅
報
告
な
ど
の
第
一議

案
の提
案
途
中
で
、
生
協
労
組
が
四

生
協
総
代
会
、
流
れ
る

月
に
配
布
し
た
「で
っ
ち
あ
げ
られ

た
轡
籍
部
閉
鎖
」
を
め
ぐ
っ
て労
組

と
瑚
事
会
が
対
立
し
て
いる
と
の印

象
が
強
い
、
と
い
う
発
言が
あ
った

こ
と
か
ら
瞬
亭
は
轡籍
問
題
に
集
中

し
、
激
し
い
論
争と
な
った
.

生
協
労
組
と
、
それ
を
支
持
す
る
民
啓

系
学
生
総
代
は現
理
事
会
ま
き
か
え
し

を
ね
ら
っ
て、
は
し
め
か
ら
現
理
事
会

批
判
を
行な
い、
慶閉
鎖
∬
は
理
事
会

の
で
,ち
あ
げ
だ
と
主
張
し
た
.
ζ
れ

に対
し
、
理
亭
会
は
具
体
的
な
数
字
を

あ
げ
て
厚閉
鎖
紹
も
や
む
を
え
な
か
っ

た
と
の
説
明
す
る
な
ど
嶺鰭
間
題
に論

議
が
第
中
し
た
.
こ
の
た
め議
購は
ま

り
た
く
混
乱
し
、収
拾
が
つか
な
い
ま

ま
六
時
す
き
流
会と
な
った
.
な
お
、

つ
ぎ
の
総
代会
は
二十
日
す
ぎ
に
な
る

も
よ
う
.

注
生
協
労
組
の
ビ
ラ
目
題
と
は
、

同労
組
が春
闘
の
一戦
術
と
し
て
四
月

十
日
「で
うち
あ
げ
ら
れ
た
瀞
籍
部
閉

で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
農
林
省ど
の

協
力
体
制
の
も
と
で
の
農
業
を中
心
と

し
た
調
査
研
究
を
了
承し
た.
本
岡
武

農
学
部
助
教
授
を
隊
長
とす
る三
名
が

十
月
一日
か
ら
六
カ
月
の予
定
で
出
発

す
る
が
、
調
査
隊
の
メン
バ
ー
は
未
定

で
あ
る
。

一方
、
個
別
研
究
で
は、
自
然
顔
境

班
が
躍
南
ア
ジ
ア
各
国
を
め
ぐ
り
、

社
会
生
活
に
関
係
あ
る自
然
環
境
-

土
壌
、
資
源
、公
衆
衛
生
な
ど
の
全

般
的
な
調
査
研
究を
行
な
う
.
四
手

井
綱
英
農
学
部教
授
、
木
村
康
一薬

学
部
教
授
の
どち
ら
か
を
隊
畏
と
す

る
五
、
六人
が十
一
月
一日
か
ら
三

カ
月
聞
の予
定
で
出
発
す
る
.
ま
た

華
僑
班
の
方は
ビ
ル
マを
除
く
東
繭

ア
ジ
ア
の経
済
的
実
権
が
華
僑
に
握

ら
れ
て
いて
、
経
済
開
発
の
生
活
近

代
化
の
ため
に
は
、
華
僑
の
歴
史
的

謂
査
が必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
日

比
野
丈
夫
人
文研
助
教
授
を
中
心
と

し
て
、
東
南
アジ
ア
各
国
を
め
ぐ
る

予
定
で
あ
る
が、
人
数
、
日
程
と
も

来
定
で
あ
る
。

同管
理委
員
会
で
は
東
南
ア
ジ
ア
に

か
ぎ
らず
、
ア
フ
リ
カ
、
中
用
米
、
オ

ー
スト
リ
ア
等
の
過
去
の
研
究
成
果
が

収
録
さ
れ
た
資
料
を
発
行
し
て
い
る
。

b冒
屋
"
舅
oぎ
鉱
oロ
〉冨
㌍
因
凶岡

oo晦
に
入
会
し
て
(ア
ジ
ア
で
は
始め

て
)
そ
ち
ら
の
方
と
の
連
絡
を取
る
慧

向
で
あ
る
.

な
お
、
研
究
を
永続
さ
せ
る
には
、

原
地
誌
の
修
得
が必
要
で
あ
る
と
し
て

研
究
者
海
外
餐
成
計
画
を
練
って
い
る

が
、
近
く
募集
し
て、
今
年
は
三
名
の

教
養
部

六

教
積
部
教
授
会
は
、
六月
五
日
臨
時
教

授
会
を
開
き
教
養部
畏
選
挙
を
行
な
っ

た
が
、
初
代部
長
と
し
て
柴
田
実
教
養

部
教
授
(国史
専
攻
)
を
選
出
し
た
.

発令
は
六月
十
六
日
で
あ
る
。

なお
、
こ
の選
挙
は
、
去
る
五
月
二

十
二日
教
養
部
教
授
会
で
決
症
さ
れ

た
部
長
選
出
規
程
に
し
た
が
っ
て行

な
わ
れ
た
も
の
で
、
第
一次選
考
は
}

初
代
部
長
に
柴
田
教
授

月
十
六
日
に
発
令

五
月
二
十
八日
～
五
月
三
十
一日

に
教
授
、
助教
授
に
よ
って
行
な
わ

れ
、
柴
田実
教
授
、
田
原
秀
一教
授

多
政々
忠
教
授
が
選
ば
れ
た
。
続
い

て
六月
五
日
の教
授
会
で
最
後
的
に

柴
田実
教
授
が
教
養
部
畏
に
選
出
さ

れ
た
も
ので
あ
る
。
(関
連
記
事
三
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魔
畷

研
究
学
生
を
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
に
留
学
さ

せ
る予
定
で
あ
る
.
こ
れ
は
、
原
地
研

究
計
回
と
密
接
な
関
連
を
保
ち
つ
つ
実

施
す
る
も
の
で
、
今
年
は
ビ
ル
マ
語

マレ
ー
語
の
修
得
を
目
標
に
し
て
い

る
.
応
募
対
象
は
京
大
の
学
生
、
院生

研
究
生
で
あ
る
が
、
選
考
委
員
会
で決

定
さ
れ
る
。

ま
た
、
各
部
局
長
か
ら
の
推薦
によ
っ

て
選
ば
れ
た
四
十
人
の教
官で
運
営
協

議
会
が
こ
の
ほ
ど
正式
に発
足
し
た
。

鎖
」
と
い
うど
ラ
を
ま
き
、
そ
の
な
か

で
、
「経理
体
制
と
ズ
サ
ン
な
経
理
事

務
」
が
そ
の主
要
因
で
あ
る
と
し
、
理

事
会
は
経
営貰
任
を
持
って
い
な
い
と

批
判し
て
いた
.
こ
れ
に
対
し
、
理
O

会
は
、全
面
的
に
否
定
し
謝
罪
文
を発

衷
し
な
い
限
り
団
交
に
応
じら
れ
な
い

と
い
う
態
度
を
と
り
、
そ
のた
め
寅
上

げ
交
渉
も
階
礁
に
の
り
あ
が
った
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
.

な
お
、
京
大
新
聞杜
で
も
、
同
ビ
ラ

の
文
中
に
、
京
大新
聞
を
中
傷
す
る
個

所
が
あ
る
とし
て、
同
労
組
に
正
式
に

抗
議
し
て
いる
.

後
藤

(光
)
教
授
退
官

京
大
病
院
長

体
育
会
々

長
等
を
歴
任

し
た
後
藤
光

治
医
学
部
教

授
は
、
六
月
五日
を
も
って
六
十
三
才

と
な
り
定年
退
官
じ
た
.
な
お
岡
教
授

は
退
官
後
名誉
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。

略
歴
兵
置
県
出
身

大
正
十
年
京

大
医
学部
卒
業

同
年
京
大
医
学
部

助
手
昭
和
六
年
助
教
授

昭
和
二

十
二年
同
教
授

昭
和
三
十
二
年
-

昭
和
三十
六
年
京
大
付
属
病
院
院
長

そ
の他
璽
職
を
歴
任
し
た

現
在
京

大
医
学
部
名
董
饗

茂

田

君

、
控

訴

手

続

き

と

る

五
月
二
十
八
日
の
最
終
公
判に
お
いて

京
都
地
裁
松
浦
裁
判
官
か
ら懲
役
三
ヵ

月
、
執
行
猶
予
一年
の
判決
を受
け
た

同
学
会
轡
記
長
茂
田
一義
醤
(教
二)

は
三
十
一日
午
前
、
山
口
弁
護士
に
控

ノ

訴
の
意
向
を
電
詣
で伝
え、
同
弁
護
士

は
直
ち
に
大
阪
高
裁
に控
訴
の手
続
き

を
と
っ
た
。

高
瀬
君
起
訴
さ
る

5
・31
の
デ
モ
指
揮
で

五
月
三
十
一日
の
「全
国
学
生
統
一行

動
日
」
に
京都
府
学
連
三
千
人
の
デ
モ

隊
を指
揮
し
て
京
都
府
警
前
で
検
挙
さ

れ
た高
瀬
泰
司
府
学
運
委
員
畏
(理

三)
と
八
木
俊
樹
教
養
自
治
会
委
員
長

(経
二)
の
両
君
は
去
る
二
日
身
柄
と

も
に送
検
さ
れ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
八
木

君
は
家
裁
送
り
、
高
瀬
君
は
起
訴
と
決

ま
った
.
な
お
高
瀬
君
が
起
訴
さ
れ
る

のは
今
度
で
ヨ
回
め
で
あ
る
.

顯
「ビ
ェッ
フ
ェ
展」

が
国
立
近
代美
術
館

の
策
京
分
館で
始
ま

っ
た
。
こ
の時
期
は

ず
れ
の
う
ら
なり
き

ゆう
り
の
如
き
代
物よ
、
と
思
いな
が

ら
も
、
私
た
ち
は
そ
ぞろ
打
ち
そ
ろ
っ

て
「ビ
ェッ
フ
ェ
展」
を
見
に
行
く
.

そ
し
て
今
さ
ら何
を醸
嘆
す
る
べく
も

あ
ら
ず
、
ひ
たす
ら
「見
な
い
よ
り
マ

シ
さ
」
と
い
う線
にお
ち
つ
き
、
実
体

の
な
い
ま
ま
の
マン
ゾ
ク
感
を
ひ
っさ

げ
て
帰
っ
てく
る
▼
考
て
み
る
と
、
こ

の
「ビ
ュ
ッフ
ェ展
」
ほ
ど
の
ピ
ン
ボ

ケ
ぷ
り
は
いく
分
例
外
的
だ
と
し
て
も

京
都
で
の私
た
ち
の
"文
化
`
の
受

客
に
は、
多
か
れ
少
な
か
れ
こ
の
よ
う

な
タイ
ミ
ン
グ
ず
れ
の
し
た
ぼ
け
様
や

鋭
さ
をた
め
ら
れ
た
鈍
角
的
感
し
が
た

え
ず
つき
ま
と
っで
い
る
.
こ
ち
ら
へ

回さ
れ
て
く
る
と
き
に
は
、
す
で
に
「

ろ
過
」
を
受
け
て
評
価
の
固
定し
た
も

の、
い
わ
ば
採
算
に
狂
い
の
な
い
や
つ

が
ほ
と
ん
ど
だ
し
、
そ
う
で
な
いと
き

にも
、
す
で
に
無
数
のレ
ッテ
ル
で
ぐ

る
ぐ
る
に
と
り
ま
かれ
て
や
って
き
て

私
た
ち
は
け
し
て
そ
の
も
の
自
体
と

直
か
に
は
接し
え
な
いよ
う
にな
って

い
る
の
で
あ
る
▼
そ
の
「ろ
過
装
殿
」

は
、
そ
れ
に
無
数
のレ
ッテ
ル
を
く
う

つ
け
て
よ
こ
すと
ころ
は
、
い
う
ま
で

も
な
く
、
か
の国
際
的
大
都
市
・ト
ー

キ
ョー
で
あ
る
。私
た
ち
は
そ
の
過
飽

和
的
混
沌
から
こ
ぼ
れ
出
る
残
飯
に
も

似
た
代
物
をあ
さ
って
い
る
に
す
き
な

い
。
た
だ
「な
いよ
り
は
マ
シ
」
だ
け

を
無
上
の
なぐ
さ
め
と
し
て
.
な
ぜ
な

ら
こ
の後
に
は
何
も
回
わ
さ
れ
て
こ
な

い
無
辺
の
へき
地
が
あ
る
の
だ
か
ら
。

か
くし
て
「都
会
文
化
」
と
「地
方
文

化」
と
が
互
い
に
姿
を
不
明
確
に
し
た

まま
、
何
と
も
奇
妙
な
「文
化
」
の
ヒ

エラ
ル
キ
ー
が
固
化
し
て
い
く
▼
そ
し

て
京
都
で
の
私
た
ち
は
、
一ケ
タ
を
こ

え
な
い数
の
同
人
誌
、
東
京
を
向
き
っ

ぱ
なし
の
芸
術
家
、
一月
お
く
れ
の
ア

L

シ
ア
タ
ー
、
ピ
カ
ソ
展
、
ビ
ェ
ッ

フ
ェ展
等
々
を
か
か
え
て
、
や
が
て東

京
が
ぶ
っ壊
れ
る
か
、
何
か
不思
議な

も
の
の
手
で
そ
こ
か
ら
し
め
出さ
れ
る

か
す
る
と
き
ま
で
、
さ
な
がら
予
備
役

の
こ
と
く
氷
遡
に
「中
の上
」あ
たり

を
さ
す
ら
っ
て
い
る
も
のら
し
い
▼
時

折
私
た
ち
を
お
そ
う
た
ま
ら
な
いぬ
る

ま
湯
的
感
覚
は
、
ど
うし
よう
も
な
い

無
意
味
な
け
い
れ
ん
な
のだ
ろ
う
か
.

教
養
部
に
ゼ
ミ
で
き
る

独
文
、西
洋
史
、数
学
な
ど

教
授
会
・助
講会
等
で
教
獲
制
度
が
問

題
とさ
れ
て
きた
昨
今
、
学
生
側
で
も

四
月下
旬
よ
り
、
W
U
S
等
の
サー
ク

ル
を
中心
に
「
一般
教
養
制
度
の再
検

罰
」
の問
題
を
取
り
上
げ
、
教
獲
部ゼ

ミ
の開
殴
を
目
標
に
湘
教
冨
側
(助
教

授
中
心
)
と
学
生
側
に
活発
な運
動
を

展
開
し
て
き
た
が
、
こ
の
ほ
ど
「ド
イ

ツ
文
学
ゼ
ミ
ナコ
ル
」講
師
野
村
修

教
食
部
助
教
授
、
「西洋
史
学
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
」
罰
師
窟
岡
次
郎教
喪部
助
教
授

「数
学
ゼ
ミ
」
講
師
森毅
助教
授
・小

針
講
助
の
三
つ
の
ゼミ
ナ
ー
ル
が
六
月

下
旬
開
講
さ
れ
る
こと
と
な
った
。

こ
の
ゼ
ミナ
ー
ル
開
設
へ
の
動
き
は

具
体
的に
は
学
生
側
か
ら
持
ち
上
が

っ
たも
ので
あ
る
が
、
す
で
に
助
教

授
六講
座
の開
設
が
.†
定
さ
れ
、
助

教
授
を
中
心
と
し
て
十
数
人
の
翼
同

者
も
お
り
、
全
掌
的
な
規
模
の
「教

獲
部
制
度
の
甫
検
討
」
の
一環
と
し

て
今
後
の
動
き
が
庄
目
さ
れ
て
いる

な
お
、
「ド
イ
ソ
文
学
ぎ
、」
は
、
テ

ー
マ
・
「ブ
レ
フ
ァ
シ
ズ
ム時
代
のド

イ
ツ
文
化
」
で
、
一九
一
八
年
-
三
十

聾
讐
擁
覇
瀦
廼

バ
現
代
史
」
でイ
ギ
リ
ス
に
焦
点
を
置

き
、
理
論
の
充実
のた
め
「帝
園
主
義
」

(レ
ー
ニ
ン
署)
を
講
読
す
る
予
定
。

「数
学
ゼミ
」
のテ
ー
マ
は
末
足
。
こ

れ
ら
ゼミ
の定
員
は
い
ず
れ
も
十
五
名

程
展
で
現在
受
講
者
を
募
集
し
て
い
る

こ
の他
に
「政
冶
学
ゼ
ミ
」
「物
理
学

謎
、蕊
讐
‡
難
讐

灘
轟叢轟講轟議

ロナ 桟¥珊
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現
代
が
も
た
ら
し
た
人
間
の
疎
外
状
況
に
科

学
の
光
り
を
あ
て
、
現
代
に
生
き
る
た
め
の

指
標
を
提
起
す
る
i

新
し
い
総
合
雑
誌
。

特

集

11

人

間

の

未

来

科
学
・技
術
お
よ
び
人聞

武
谷

三
男

交
化葦
命
に
つ
い
て
の省
察

佐
々
木
幾
夫

討
議
・人
聞
の
科
学と
は
な
に
か

永
井
遣
雄
他

産
会科
学
の
将
来

芝
田

進
午

ハ連
職
〉
研
究
・日
本
の
自
穀
①

大
原
健
士郎

ψ
たし
の
仕
亭
①
夢の
研
究
ほ
か

宮
妓
音
弥

臥望
に
お
け
る
人闇
の
圃
復

岡
本
瓠
治

ワ

整
の
道
・人
のみ
ち
/
生
き
方
の
研究
腿
語
一回

三遊
亭
円
生

振 替 策京10295昊駕欝長 誠 信書房

 

ミ
」
を
、
夏休
み
以
後
に
開
設
を
予
定

し
て
い
る.
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異 常 気 象 の 謎 を 探 る
一 ・今春の気象・海況・地球自転.幽の異変を多

角的に検酎する!
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㎜ ■゚曜開,娠 賃 詞u睡zo拶 τo

経
済
分
析
演
習

」
・ロビ
ン
ソ
ン

田中
/
柏
簡
共
訳

大
O
Q
円
・〒00コ

資
本主
義
経
済
、
社
会主
義
経
済
、
低
開発
経
済
に
関
ず
る
構造

分
析に
よ
って
、
それ
ぞ
れ
の
経
済
の
機能
分
析
を
展
開
し
、西

欧
型
経
済
の
み
を
対
象と
ず
る
経
済
学
を克
服
。
読
者
自
ら、
あ

る
いは
ク
ル
ー
プ
で
作図
し
、
肘
諭
して
い
く
演
習
の
書
.

需

経

済

分

析

要

論

R
・ド
ゥ
ハン
薯

保
険
入
門

W
・デ
ン
ス
デ
ー
ル
亀
弁
/
安
井共
訳

四
八
〇円
・〒
90

実
践
に
則
し
な
がら
も
格
調
の
高
い理
論
水
準
を
保持
k

保
険
.

の
一般
原
理
を
述
ぺ、
海
上
保
険
、火
災
保
険
、
生
命保
険
、
災

害
保
険
と
の
関
係や
、
そ
の
適
用
問題
を
説
朋
.
保
険総
論
と
保

険
各
験
の
融合
に
み
ご
と
に
成
功
し
た保
険
入
門
であ
る
。

シ
ベ
リ
ア
開

発

鑛
甑状

看
井

油署

六八
〇
円
・早
oo

シ
ペ
リ
ア
の
開発
は
ソ
連
のみ
なら
ず
全
世
界
に大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
ゆく
.
ま
し
て
隣国
の
日
本
に
は
.
本
1は
最
新
の
デ

ー
タ
ー
に
もと
つ
い
て
そ
の
シペ
リ
ア
の
資源
と
開
発
の
現
状
を

と
ら
え
、
霧来
を
展
謎
し
、
影1
を
考
え
、
判断
の
資
料
を
提
供

株
式
価
格
要
諭

懸
.循

建
ノ
江催
一朗
著

大
八
〇
円
早
00

証
券
侮
格は
擬
制
資
本
に対
す
る
評
価
で
ある
.
証
券
価
格
の
形

成
は
一般
商
品
と
異
な
り、
需
給
量
、
投
機的
麗
格
に
擬
制
的商

品
と
し
ての
特
質
が
あ
る.
本
畜
は
、
株
価形
成
の
本
箕
的
要
因

を
捉
え、
透
徹
し
た
理論
と
洞
察
に
よ
り
莇新
的
な
理
論
を諭
述

覇

証
券

市

場

組

織

諭

占
輪
正
響

社
会
党
と
政
権
濾
厳
勧

P
・ラ
マ
デ
ィ
エ

高橋
/
大
羽
共
訳

三
八
〇円
・吊
沁

社
会
王義
に
よ
る
政治
の
経
験
ゆ
児
か
な国
、
フ
ラ
ン
スの
兀首

絹
が語
る
社
会
党
内閣
鍮
。
当
面
す
る日
本
の
政
治
・経済
・社

会
・労
働
・交
化等
の
混
巡
に
曙
光を
見
幽
す
鍵
が
ドキ
畠メ
ン

タ
ルに
描
か
れ
て
いる
。
明
日
の
日
本の
道
搬
と
も
な
る労
作
。

　 }
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準
佳
作

げ

べ

も

ヂ

ノ

ぬ

ニ

も

ボ
ヂ

リ

リ
ャ

ら

を

の

げ
　
リ
ポ

『
礁
嘘
オ間

破
瑠
於

金
物
犀
で
フ
ォ
ー
ク
を
買
っ
た。
柄
の瞳
い
ど
っし
り
し
た
田
米
の
を買
い

カ
L

の
裾
か
ら
腿
が
少
し
見
え
、
腿
の
色
は
胚
よ
りも
一

た
か
った
が
金
が
足
り
な
か
っ
た
。
フ
ォー
ク
は
草
曲
の
包
装
紙
の
上
か
ら
触

〈い
い
脚
だ
。
こ
の
頃
の
女
の
ス
カ
仁

は
ま
るで
短
く
な
った
。
そ
の
う
ち

れ
て
みる
と
、
し
な
や
か
だ
っ
た
。
タ
暮
れ
の雑
沓
を
分
け
て
歩
き
な
が
ら
、

にス
カ
L

な
ん
て
も
の
は
な
く
な
って
女
は
パ
ンテ
ィだ
け
で
歩
く
時
代
が

そ
の
フ
ォー
ク
で
カ
ツ
の
切
身
を
ぐ
っ
と
刺し
て食
う
こ
と
や
野
葉
サ
ラ
ダ
を

来
るだ
ろ
う
。
だ
け
ど
そ
れ
じ
や
な
ん
だ
か
味
気
な
い
な。
スト
リ
ソプ
は
小

少
し
ず
つ皿
の端
に
分
け
て
食
う
こ
と
を
湾
え
た
。歩
い
て
行
く
女
た
ち
の
脚

厚
の中
で
ゃ
る
か
ら
い
い
ん
だ
、
町
中
に
裸
の
女
が
溢
れた
ら
色
気
ど
こ
ろ
し

が
ス
カー
ト
の下
で
豊
か
に
肉
づ
き
劾
い
た
。

や
な
い
〉前
から
も
女
が
歩
い
て
来
る
。

邦
子
に電
話
を
か
け
た
。
夏
赤
な
公
衆
催
納
の
受話
滑
の中
で
、
邦
ヂ
の
丸

「ひで
え大
根
だ
」
ぼ
そ
り
と
戸
に
出
し
て
・βっ
て
みた
。

み
を
も
った
声
が
平
坦
な
抑
揚
で
響
い
た
。
邦
子
は
築
い
なが
ら
や
って
釆
て

「な
ん
の
こと
な
の」
邦
寸が
聞
い
た
。
バ
ス
の
停
蟷所
の混
雑
で
し
ば
ら

彼
の
手
に
あ
る包
装
紙
を
見
る
と
、
指
さ
し
て
聞
い
た
。
二人
は
並
ん
で
歩
い

く
立
ち
ど
まら
なけ
れ
ば
な
ら
な
か
った
。
二
人
は
向
い
合
っ
て立
った
。

た
.
女
や
男
たち
と
す
れ
述
い
、
別
の
男
や
女
を
追
い
越し
た
り
追
い
越
さ
れ

「さ
っ
き通
り過
ぎ
た女
の
凹
が
太
か
った
って
口っ
た
ん
だ
」邦
チ
の耳

た
り
し
た
。

に
口
を
得
せ
てさ
さ
や
い
た。

「そ
れ
、
な
に
」邦
子
の戸
は
や
は
り
丸
か
った
。
「フ
ォ
ーク
」
前
を
見

「失
礼
ね
え
」

つ
め
た
ま
ま
で
答
えた
。
〈俺
は
ぶ
っき
ら
ば
う
な
ん
だ
〉
と
考
えた
が
、
そ

映
吻
朗
の
朗
で
や
っと
遡行
人
の数
が
減
った
。
二
人
は
省
板
を
見
て
し
ば

れ
は
嘘
だ
っ
た
。
〈俺
は
邦
チ
の
前
で
ぶ
っき
ら
ぼ
う
に
見
せ
か
け
てい
る
ん

ら
く
立
って
い
た
。
背
広
の
襟
に大
学
のバ
ソ
ヂ
を
つ
け
た
男
が
二
人
出
て
米

だ
〉

た。
彼
等
は
邦
チ
を
じ
う
し
ろ
見
た
。

「だ
ん
だ
ん
揃
っ
て
来
るわ
ね
。
こ
の
前
は
ス
ゾ
ー
ン
と
お
皿
を買
nた
で

「い
い
な
あ
、
俺
も
女
と
二
人で

し
ょう
」
邦
子
は
上
目使
い
に彼
を
見
た
。
顔
を
傾
け
て
ち
ょ
っ
と
振
った
。

映
澗
を
見
て
え
」
趨
り
過
ぎ
て
から

邦
子
は
歩
き
な
が
ら
、し
ばら
く
微
笑
を
続
け
た
。

背
の
低
い
方
が
話
った
。
邦
子
はう

「ま
だ
、
そ
れ
だ
け
し
かな
い
よ
.
こ
れ
で
お
終
い
さ
、
も
う
買
わ
な
い」

ふ
っと
小
さ
く
笑
った
。
〈
バ
カヤ

「で
も
、
そ
れ
だ
け
あ
れ
ば
いろ
い
ろ
な
物
、
食
べ
ら
れ
る
し
ゃ
な
い。

ロー
。
あ
れ
で
試
験
に
な
る
と
答
案

何
、
食
べる
?
」
二
人
は
駅
前
の通
り
へ出
て
少
し
行
って
か
ら
、
踏切
のあ

にも
っと
も
ら
し
い
こ
と
轡
き
や
が

る方
へ曲
った
。
遮
断
機
が
降り
てい
て
、
踏
切
の
向
う
側
に
も
こ
ち
ら
側
に

る
〉切
符
売
場
の
女
の
チ
が
(え

も
車
が
畏
い
列
に
な
って
停
っ
て
い
る.
そ
の両
側
に
人
々
が
立
っ
て
い
た
。

え、
混
ん
で
い
ま
す
)
と
答
え
て
釣

買
物
靴
の中
か
ら
人
参
が
細
い
尻
尾
を出
し
てい
て
、
そ
れ
を
持
っ
て
い
る
の

銭
を渡
し
た
。
師
を
開
け
て
邦
子
を

は
、
赤
いカ
ラ
ー
・ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
は
いた
鞍
い女
だ
った
。
黒
っ
ほ
い
ス

先
に入
れ
よ
う
と
し
た
ら
う
ま
く
い

カ
ート
に小
さ
な
軽
そ
う
な
下
駄
ぽ
きだ
った
。
下駄
は
外
側
へ斜
め
に
擦
り

か
な
く
て邦
子
に押
さ
れ
る
よ
う
に

減
っ
て
いる
。
〈紬
婚
し
て
聞
も
な
い
女
だ
な
。糺
姻
は
人
竺
の
藻
場
な
り
V

し
て
先
に入
って
し
ま
った
。
〈
こ

「何
に
も食
べな
い
ん
だ
」
前
の
女
の
赤
い
スト
ノキ
ン
グ
を
見
つ
め
な
が
ら

う
い
う
こ
とは
日
本
人
し
ゃ
う
ま
く

答
え
た
。

行
か
ね
え
もん
だ
な
あ
。
何
度
や
っ

「じ
ゃ
、
どう
す
る
の
.
齪
上
げ
て
い
な
さ
い
」邦
ナが
彼
の
税
線
に
気
づ

て
み
て
も
ぎ
こち
なく
な
って
し
ま

い
て
脇
か
ら
小突
い
た
.
〈
俺
煎
は
絹
婚
し
て
な
い
んだ
も
の、
そ
ん
な
風
に

う
〉
前
の
男
の
71と
む
の闘
か
ら
や

い
わ
れ
る
こ
と
ない
ぜ
。
だ
け
ど
、
紬
婚
し
て
い
て
も
い
なく
て
も
岡
し
こ
と

っ
と
醐
面
が
兇
え
るく
ら
い
の湿
み

か
な
〉

よ
う
だ
っ
た
の
で
、
邦子
が
見
え
る

「机
の
上
に
飾
っ
て織
く
ん
た
」
遣
断
慨
が
上
っ
た
の
で
、周
囲
が
、
エ
ン

場
川
を
扶
す
の
に
少
し
手
間
ど
マ

ジ
ン
の
吝
や
下駄
や靴
の菖
や
詰
し
戸
を
y
て
て
、
動
き出
し
た
・
踏
切
の
頁
、
た
。
後
か
ら
押
され
て
、
や
っと
隙
闘
を
兄
つ
け
て
邦
ゴ
が
又
っ
た
.
彼
は邦

ん
中
ま
で
き
た
ころ
には
も
う
遮
断
機
が
降ザ
て
き
た
。
前と
後
で
笛
が
ピ
ー

子
の
肩
に
h
手
を
鰍
い
て邦
ナ
の
頭
の上
か
ら
見
た
。
ス
ク
リ
ー
ン
が
明
るく

ピ
ー
鳴
っ
て
、
皆
が走
った
。
電
璽
の
瞥
笛
が
遠
く
か
ら
闇
え
てく
る
。
渡
り

輝
い
て
男
と
女
が
同
き
合
っ
て静
か
に謁
し
て
い
る
。
二
人
が
又
っ
て
い
る
川

終
え
た
時
に
は
、遅
断
機
が
す
っか
り
降
り
切
っ
て
い
た
。
鎖で
吊
り
下
げ
ら

は
座
崩
と
映
写
罫
の
小
綜
が
あ
る籔
と
の闘
の
場
川で
、
席
の
な
い
観
各
が
立

れ
た
黒
と
黄
の斜
め
縞
の板
を
上
げ
て
邦
.+
を
通
し
て
や
っ
た
。

って
見
て
い
た
。
一人
の
男
が
邦.ゴ
の横
にy
つて
邦
、+の
加
そ
覗
い
た
。
彼

「あ
な
た
、
お
かし
な
趣
甑
ね
。
机
の
上
に
お
皿
と
スプ
ー
ン
と
フ
ォー
ク

が
見
る
と
、
男
の
裸
の
腕
が
《
伯
い
レイ
ン
コー
ト
か
ら
伸
び
て
邦
ゴの
腰
の

を
嵯
い
て
眺
め
て
る
なん
て
面
日
そ
う
だ
わ
」
二
人
は
人
滉
み
の歩
遍
を
歩
い

辺
に
触
れ
て
い
た
。
男
の
腕
を
掴ん
で引
張
った
。
男
は
身
.¢,汀せ
る
よ
う
に

た
.

し
て
口った
。

「趣
昧
と
契
益
を
兼ね
て
い
る
ん
だ
。
何
か
食
物
が
手
に
入
った
ら
す
ぐ
聞

「何
す
る
ん
兀
」
低
い
戸
だ
っ
た
。
眠そ
つ
な眠
セ
し
て
ど
こ
か
力
の
狡
け

に
合
う
よ
う
に
ね
」
邦子
は
く
す
く
す
笑
った
。
右
腕
に
触
れ
て
い
る邦
チ
の

て
し
ま
った
よ
う
な
蜘
を
し
て
い
る
。

属
が
小
刻
み
に
揺
れ
て
、邦
チ
の体
か
ら
口
紅
と
化
粧
水
の
匂
い
が
微
か
に立

「こ
っち
へ米
い
よ
」
彼
の
μ
、鳳少
し
震
え
た
。
〈興
伯
し
て
い
る
ん
だ
。

りた
.

こ
の野
郎
、
た
だ
じ
ゃお
か
ね
え
ぞ
〉
男
の
脱
を
総
り
上
げ
な
が
ら
くロ
へ
蔑

「映
圃
見
よ
う
」
邦
子
の腕
を
そ
っと
掴
ん
で
h
った
。

れ
て行
って
扉
の
何
で
叫
ん
κ
。

「う
ん
。
見
た
い
」
二
人
は
映
幽

館
の
あ
る
方
へ
車
迫
を
横
ぎ
っ
た
。

こ
ち
側
の
歩
道
に
も
人
が
ら
大
勢
歩

いて
い
た
。
皆
は
擦
れ
違
っ
た
り
追

越
し
た
り
す
る
時
に
、
肩
を
ぶ
つ
け

合
っ
た
。す
ぐ
前
を
タ
イ
ト
・ス
カ

ー
ト
の女
が
歩
い
て
い
る
.
薄
い
シ

ー
ムレ
ス
・ス
ト
ソキ
ン
グ
を
は
い

た
脛
がす
っき
り
と
伸
び
て
、
膝
の

裏
側
の柔
か
そ
う
な
肉
が
脚
を
駒
か

す
度
に弾
むよ
う
に
伸
縮
す
る
。
ス

廟
白
か
った
。

1

「さ
わ
り
を
捕
え
た
ん
で
ず
.開
け
て下
さ
い
」
彼
の
声
は
ま
た
震
え
た
.

眼
鏡
を
か
け
た
背
の
高
い
男
が扉
を開
いた
.

「警
官
を
呼
べ
。
警
官
呼
べ
」
低
い
声
と細
い
声
が
同
し
こ
と
を
ぱ
そ
ぼ
そ

と
』
った
が
、
誰
も
動
か
な
か
っ
た
.邦
子
は
び
っく
り
し
て
見
つ
め
た
ま
ま

だ
った
。
片
手
に
持
って
い
る
フ
ォ
ー
ク
が邪
魔
だ
った
.
邦
子
に
渡
そ
う
と

思
った
が
、
二
人
の
間
は
大
分
離
れ
て
い
た
。躍
を
閉
め
て
か
ら
、
フ
ォ
ー
ク

を
ズ
ボ
ン
の
ボ
ケ
ソ
ト
に
入
れ
た
。
そ
の
時、
男
が
振
り
向
き
ざ
ま
彼
の
頬
を

平
手
で
殴
った
。

「あ
いて
/
」
思
わ
ず
男
の
腕
を
離
し
た
。
男は
切
箱
売
易
の前
を
走
り
抜

け
て
歩道
の人
混
み
へ入
って
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

「あ
の野
郎」
切
符
亮
場
か
ら
女
が
出
て
来
た
。
彼
は頬
を
押
え
た
.
口
の

中
が
熱
い
。振
り
同い
た
ら
邦
子
が
立
っ
て
い
た
。邦
子
は
大
き
な
眼
で
彼
を

見
つ
めた
。

「ど
う
し
たん
で
す
か
」
女
が
聞
い
た
。
膏
い
事
務
服
を
着
て
広
い白
襟
を

つ
け
て
い
る
。

「い
や
、ち
ょ
っと
こ
の人
が
触
ら
れ
た
ん
で
す
」
彼
が
邦
子
を指
し
た
.

邦
子
は
こ
ま
か
く瞬
き
し
た
。

「ま
あ
、
警
祭
へ連
絡
し
て
…
…
…
」

「い
い
で
す
.
も
う判
ら
な
い
で
し
ょう
。
逃
げ
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
」

「申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」
女が
低
く
頭
を
下
げ
た
。

「出
よ
う
」
邦
子
に
言
っ
た
。邦
子
は
肯
い
た
。
「す
み
ま
せ
ん
で
し
た
』

歩
き
出
し
た
時
も
う
一度
女
が
言
った
.
〈入
場
料
、
損
し
ち
ゃ
っ
た
。
邦
子

は
気
づ
か
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
俺
が早
く
見
つけ
て
よ
か
った
。
あ
の
野
郎

見
つ
け
た
ら
ど
う
し
て
く
れ
よ
う
か
。
だけ
ど、
俺
よ
り
少
し
強
そ
う
だ
っ
た

な
V「驚

い
た
だ
ろ
う
」
静
か
な
横
避
へ
入
っ
て
から
聞
いた
。

「え
え
。
で
も
、
私
、
全
然
気
づ
か
な
か
っ
た
の。
あ
な
た
が
肩
に
触
って

い
た
か
ら
、
安
心
し
て
た
の
ね
」
公
園
へ
行
く
坂
道を
並
ん
で
下
り
た
。
す
っ

かり
日
が
暮
れ
て
、
池
の
周
り
の
水
銀
灯
が
所
々
に輝
いて
い
た
.
こ
こ
も
人

の姿
が
目
に
つ
い
た
。

「も
つ
、、あ
ん
な
こ
と
話
さ
な
い
で
お
こ
う
。
考
え
る
のも
つま
ら
な
い

よ
」
邦
子
の
肩
を
抱
いて
ゆ
っく
り

歩
き
な
が
ら
宮
っ
た.

「う
ん
」
邦
子
がち
ょ
っと
頭
を

傾
け
て
答
え
た
。
雑
木
林
の中
を
か

さ
か
さ
と
草
の
葉
や
小枝
を踏
ん
で

歩
い
た
。
樹
々
の
閻
に
、
池
の水
面

が
水
銀
色
に
輝
い
て
い
る
の
が
見
え

る
。「昨

日
ね
、
と
っ
て
も
面
白
い本

=
読
ん
だ
の
よ
。
一人
で
げ
ら
げ
ら笑

っち
ゃ
った
わ
巨
邦
子
が
言
っ
た
。

彼
は
立
ち
止
ま
って
木
に
も
,た
れ

た
。丁
度
真
上
に
枯
れ
初
め
た
木
の

葉
の聞
に、
一つ
だ
け
星
が
見
え

た
。赤
っぽ
い
大
き
な
星
だ
っ
た
.

〈
こ
うし
て
い
れ
ば
心
が
安
ま
る
だ

ろ
う
〉誰
も
近
く
に
い
な
か
っ
た
。

「笑う
時
は
一人
で
笑
う
さ
。
誰

も
他
人
の
口で
笑
う
奴
は
い
な
い

よ
」
彼
の
肩
に
円腕
を
窓
張
っ
て
兄
つ
め
て
い
る邦
子
の眼
の
中
で
、
ど
こ
か

逮
い
川の
閃
が
き
ら
り
と
光
っ
て消
乳た
。

「う
ふ
.
し
ゃ
、
あ
な
た
の
口
で
笑
っ
て
み
せよ
つか
」
謬
う
な
り
邦
芋
は

飛
び
つく
よ
う
に
Uに
両
腕
を
回
し
て
接
吻
し
た
、邦
子
の舌
が
口
の
中
を
転

げ
る
よ
つ
に
疋
り
ま
わ
り
、
彼
は
邦
チ
に
口
を
麗
がれ
て、
う
ふ
、
う
ふ
と
戸

に
な
鞍

契

いを
起
し
た
.

「お
い
。
いた
、
い
た
。
あ
あ
、
や
って
る
ぜ
」
雑
沐
林
の
中で
大
き
な
戸

が
し
に
。邦
†
から
顧
を
離
し
て
圏
を
見
ま
わ
す
と
、
三
人
の男
が
見
えた
。

ジ
ャ
ン
パー
を
踏
て
い
る
右そ
う
な
男
が
正
面
に
い
た
.
顔
は
よ
く
見
え
な

い
。「ち

港
し
ょ
つ
」
彼
が低
く
叫
ん
た
。
邦
ナが
腕
を
強
く
掘
っ
た
.

「
御さ
ま
し
ょ
う
よ
。ね
、
行
き
ま
し
ょう
」
邦
ナが
闇
の
甲
で
彼
を
眈
ら

よ
う
に
し
て
匹っ
た
。

●

「俺
は
頭
へ来
て
る
ん
だ
.
あ
い
つ
ら
…
」

「だ
め
よ
、
喧
嘩
し
ち
ゃ
.
勝
て
な
い
わ
、
三
人も
いる
の
に。
行
き
ま
し

ょ
。ね
、
行
き
ま
し
ょ
う
」
邦
子
が
引
張
う
た
。
邦子
の行
く
方
同に
二
人
の

舅
の影
が
立
って
い
る
。

「ば
か、
そ
っち
し
ゃ
な
い
よ
」
邦
子
を
抱
く
よ
う
に
し
て池
の方
へ歩
か

せ
た
。雑
木
林
の
申
、
二
人
の
後
で
、
大
き
い
下
卑
た
笑
い
声
が響
い
た
。
邦

子
は
カ
い
っぱ
い
腕
を
掴
ん
で
い
た
.
〈
邦
子
の
言
う
よ
う
にあ
い
つら
と
瞳

嘩
す
れ
ば今
頃
は
負
け
て
い
た
だ
ろ
う
.
こ
れ
は
負
け
惜し
みし
ゃな
い
〉
三

人
の
高
い話
)声
は
雑
木
林
の
中
を
、
二
人
が
歩
い
て
来
た
の
と別
の
方
向
へ

去
っ
て
行
っ
た
。池
の周
囲
の小
道
に
は
散
歩
を
し
て
い
る
人
影が
見
え
た
.

ベ
ン
チ
に
坐
っ
て
い
る者
も
あ
った
。
池
は
波
立
ち
も
せ
ず
水
銀灯
の光
を
鈍

く
反
射
し
て
い
る
。
岸
の
樹
の
影
が黒
く
水
際
へ伸
び
て
い
る
近
く
か
ら
道
が

分
れ
た
。
ま
だ
鼓
動
が
は
っ
き
り
聞
き
取れ
るほ
ど
激
し
く
動
悸
し
て
い
た
.

〈興
奮
し
て
い
る
ん
だ
〉

「帰
ろ
う
か
。
今
日
は
緑
な
こ
と
な
い
な
。も
う
大
分
遅
い
よ
」

「い
や
、
痛
そ
う
だよ
.
あ
の
歩
き
方
見
て
み
な
」

後
の
方
で
男
た
ち
の
声
が聞
え
な
く
な
った
。
〈
よ
う
し
、
あ
の
赤
いジ
ャ

ン
パ
ー
着
た
奴
を
憾
え
と
い
てや
る
〉邦
子
は
一心
に
腕
を
握
っ
て
歩
い
て
い

る
.
商
店
の
並
ぶ
通
り
を
二
度曲
って
、
模
柏
の
生
均
が
片
側
に
、
片
側
に繕

石
プ
ロ
ソ
ク
の
塀
が
続
い
て
いる
晴
い
静
か
な
通
り
へ
入
る
と
腕
を
離
し
て
い

き
な
り
抱
き
つ
い
た
。
彼
の
胸
の中
で
邦
子
の
細
い
体
が
隠
咽
で
が
た
が
た
震

え
た
。
邦
子
の
属
を
両
力
か
ら
漉れ
るく
ら
い
の力
を
こ
め
て
抱
き
し
め
て
や

る
よ
り外
に仕
方
な
か
っお
。
安
心
し
た
の
か邦
子
の喝
咽
が
次
第
に
弱
く
な

づて
き
た
.
小
さ
く
播
れ
て
い
る邦
子
の髪
に接
吻
し
て
や
る
と
、
邦
子
は
顔

を
上
げ
た
。

「涙
が
出
な
い
わ
。
私
き
っと
怒
っ
て
い
る
か
らだ
わ
」
邦
チ
の
μは
掠
れ

て
い
た
。
そ
し
て
彼
の
胸
に頬
を
当
て
た
.
そ
の
ま
ま
で邦
子
は
言
った
.

「あ
なた
の
心肱
、
も
のす
ご
く
早
く
打
って
る
。
と
て
も
大
き
な
琶
が
し
て

る
わ
。
あ
な
た
も
怒
っ
てる
のね
、
き
っと
.
す
ご
く
怒
ワ
て
るん
だ
わ
、
こ

ん
な
に
強
く
打
っ
て
る
から
」
邦
チ
は
大
き
く
息
を
吐
い
た
。
二人
だ
け
の時

gx●K■

作
品
選

考
過
程

第
四
回
懸
賞
小
説
の
選
考
は
野
問
宏
、
研
岡
艇
の
岡
氏
に
お
願

い
し

騨

て
い
た
が
、
さ

る
五
月
二
十
七
日
果

鼠
の
文
鼓
脊
秋
新
孤

の
〃
ラ
ブ

川

に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
選
後
の
誇
訂
を
お
脚
い
し

た
。
そ

こ
で
準

㎜

俺
作
に
き
ま

っ
た

「フ
ォ
ー
ク
」
を
中
心
と
し
て
、
庄
目
さ
れ
る

い

㎜

く
つ
か
の
作
品
に

つ
い
て
そ
の
選
鷲
怒
過
や
川
醸
を
述

べ
て
い
た
だ

川

い
た
。

(
編
輿
部
)

㎜
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だ
。

「
H
暇
日
」
は
着
想
は
よ
か

っ

い
だ
.

た
の
だ
が
ま
と
ま
り
が
な
く
わ
か
り

野
間

こ
の
凸
品

ほ
セ

ソ
ク
ス
と

冥

に
く
い
。

の
矛
16
の
よ
う

な
も

の
戸
*
し
て
い

野
間

「
サ
ナ

く
て
集
中
性
に
か
け
て
い
る
。
ち
ょ

っと
篭

公
鍔
の
感
し
に
似
て
い
る

野
間

疎
外
が
目
白
に
で
す
ざ
て
い

る
と
顛
し
た
.
皆、栖
公
房
の
41
吊
に

似
て
い
る
と
い
え
ば
「鯉
馳
」
も
そ

う
だ
。
こ
の
れ
,田は
前
回
の
懸
↓1小

門
の
入
選
拍
「雷
」
と
同
じ舞
、hの

も
の
だ
が
、
川
だ
し
の
句、に対
す
る

人
間
の
屡
し
は
い
い
が
、
粉、Y
でそ

ころ
ま
で
膚
か
な
く
て
も
い
い
と
慰

った
。そ
れ
に
女
の
力
に
統
一が
な

い。
一即
弊
」
と
岡
桿
展
の
で
きだ

が
、
手
仏の
巧
さ
で
私
は
こ
れ
を
か

いま
す
ね。

「

全
体
的

な
印
象

野間

こ

の
腎
員小

脱
も
四
茂

目
だ
が
、

今
ま
で
で
も
っ

と
も
低
調
だ
っ

た
。
奈
体
の
作

品
を
雌
し
て
い

え
る
こ
と
は
作

凸
の
申
に
目
d

の
囚
出
に
挺
き

、仏
が
欠
け
て
い

いも
のも
ある
が
と
に
か
く
ス
ラ
ス

ラ
書
いた
と
い
う
感
し
で
着
し
ん
で

い
な
い。
そ
れ
だ
け
に
力
が
不
足
し

て
いる
し
新
鮮
駄
も
な
い
。
も
っ
と

打
ち
込
ん
で
一人
の
作
家
を
読
カ
べ

き
では
な
いか
。

野間

堪
ま
った
作
品
を
よ
ん
で
い

る
と
"文
学
は
か
わ
った
ん
だ
4
と

い
う感
し
が
強
い
。
リ
ア
リ
ズ
ム
を

バ
カ
にし
て
文
学
は
移
った
と
い
う

点
に
凪
尽を
お
い
て
い
る
。
リ
ア
リ

ズ
ム
の
壁は
りれ
わ
れ
が
、ヲ
λて
い

る
よ
り
も
厚
いも
のだ
.

伊
藤

り
気ア
義で
は
か
け
な
い
と

い
う
』
同
は
みえ
る
が
、
そ
れ
は
そ

れ
な
り
に
ワ反
り実
の
与実
好
を
逼

求
写
れ
ば
よ
い
。
マチ
エー
ル
が
不

充
分
と
い
う
こ
と
b
いえ
る
。

野
間

ム・舷
同
に
い
っ
て
、
目己
の

呵
に
あ
O人
圃
世
墾
と
勧
夫
と
いう

形
で
な
く
]]己
の
囚
鄙
の
団
ー
に
歪

少
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
と
に
か

く
次
h
乃
焼
起
.磐期
待
し
た
い
。

(写
筑
は
左
伊
藤
氏
、
右
野
間
氏
)

●●・●

【
や
周
固
の
人
に
聞
か
れ
た
く
な
い時

に
は
、
例
え
ば
映
画
館
で
映
團
のタ

イ
ト
ル
が
出
て
い
る
時
に
ち
ょ
っと

話
を
す
る
時
な
ど
は
、
二
入
と
も
声

に
なら
な
い戸
で
話
す
。
声
帯
が
護

動
せ
ず
に息
だ
け
が
通
っ
て
行
く
声

だ
。そ
う
い
う
が
時
に
は
お
互
い
の

声
の
悪昧
が
わ
か
ら
な
く
て
「な
に

9
」
と
聞き
盛し
合
う
.
し
か
し
、

今
夜
の邦
子
の声
は
よ
く
通
った
.

彼
は
邦
子
の肩
を
抱
い
た
ま
ま
、
男

た
ち
の
こ
と
を
考
え
た
。
映
画
館
で

邦
子
を
撫
で
よう
と
し
プ
男
や
公
園

の
男
、
ア
ー
ケー
ド
の下
で
会
った

男
た
ち
の
顔
が
浮ん
てき
た
。
表
情

ま
で
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
顔
、

O

・

o

耀

9

藷
.盟

伊
藤

野
間

「乳
房
と
幾
何
」

「アル
フ
ェ、
夙
と
鶏

と
」
「焚
火
」
は
ま
ず

小
説
と
し
て
は
無
弾
で

し
ょう
。
「オ
ルフ
ェ

…」
は
少
し
抽
優
的
に

す
ぎ
る
。
し
か
し
オ
能

は
あ
る
.

「エ
ッセ
ン
へ
の
道
程
」

「砂
が舞
う
」
も
順
濯

ト
ス
の
ゆ
るし

」
だ
が
小
謡
の

形
と
し
て
は
い

い
の
だ
が
、
あ

ま
り
に
も
説
尻

が
山
く
さ
す

内
部
観
念
の
欠
如

ぎ
る
。
そ
れ
に
"死は
'ずて
を
ゆ
る

す
訂
と
い
う
考
え
カ
にも
疑
醐
が
あ

る
。

伊
藤

裂
現
力
が
足
り
づ
ラi
署負

け
し
て
い
る
が
"解剖
よ
り医
省
に

な
り
た
い
∬
と
い
う
肖、が
面
日
いと

ノ恕
った
.
「夜
・ま
さ
ぐ
り
」は
性

的
危
険
ゼお
か
し
て
い
る
ん
だ
が、

そ
れ
だ
け
謡

想
酌
蹄
分
が
あ
い
ま

婆

手
怯
の
う
ま
さ
目
立
つ

る
と
11心つの
だ
が
"
、取
し
さ
れ
て
い

な
い
。
二
人
の
団
を
目
九
さ
せ
てし

ま
う
よ
り
も
っと
ト
ノ
ピ
ゴ
ー
ソも

な
い
こ
と
が
入
って
い
た
ら
囲
口
か

った
だ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
は
男
女

門
の
衝
次
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
だ
。

伊
藤

「壁
」
だ
が
、
こ
の
粋
昂
は

前
半
と
後
半
が
う
ま
く
糺
ぴ
つ
か
な

れ
を
放
飛
し
た
回
し
た
。
オ
↑
は
の

る
の
だ
か
b、
弼
-5す
れ
ば
の
ひ
る

可
か
哲
の
あ
る
人
た
。

伊
藤

鍔
復
に
「ノ
ォ
…
ク
」
だ
が

初
め
に
フ
ォー
ク
.苫
山し
、
辻
甲
で

慰
いだ
さ
せ
る
丁
訟
は
う
ま
い

野間

何
か
一
怯し
た
アー
マ
を
,U

求
し
たと
いう
嵐
には
兄
え
な
い
。

私は
主
人
公
が警
智
に
つか
ま
る
と

ヒ
」ブ

♪
し
こ
り
累

`
賭

プ

一番

稲

〆'"

る
と
い
う
こ
と

κ
。
小

己
の
か
た
ち

と
い
う
口
、で
は
か
な
り

い
い
御
品

も

あ
る
の
バ
が
、
テ
ー

マ
を

P
*
し
て

い
く
坦
氷
し
て
い
く
坦
力
と

い
う
も

の
に
.
じ

い
。

伊
藤

確
か
に
右
晶
の
水
航
、幅
汽
ち

て
い
る
。
弓
細
像
と
い
う
も
の
が
疋

勲
し
て
い
な
塾
。
蔚
剋
の
お
も
し
ろ

蹄
・

「で
も
、
私
建
は
な
ん
にも
悠
く
な
い
の
よ
。
み
ん
な
相
手
の
人遠
が悪
か

暗
く
て
よ
く
見
え
な
か
った
顔
も
一緒
に
並
べ
て
お
い
て
一
つ
一つ
踏
み
潰
し

った
の
に
」

たか
った
.
鼻
の
中
を
つ
ー
ん
と
何
か
突
き
上
げ
て、
く
し
ゃ
み
が
出
そ
う
に

「気
分
が
悪
く
な
る
の
は
両方
とも
同
し
さ
。
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
と気

な
っ
た.
歯
を
喰
い
し
は
って
耐
え
た
.
ぐ
し
ゃ
ん
と惨
め
な
背
が
し
て
胸
が

が
立
って
来
る
ん
だ
」

痛
ん
だ
.邦
子
が
び
っく
り
し
て
顔
を
上
げ
た
.

「知
って
る
わ
」
邦
子
が
に
っ
こ
り笑
って
し
っと
彼
を
見
つ
め
た
。
ボ
ケ

「ど
うし
た
の」

ッ
ト
へ入
れ
た
手
が
紙
包
み
に
触
れ
た
.
〈
フ
ォー
ク
が
あ
った
ん
だ
〉
紙
包

「くし
ゃみ
だ
よ
」
邦
子
が
微
笑
し
た
.
笑
う
と
邦
チ
の
眼
がと
ても
.天し

み
を
ぐ
っと
握
り
締
め
た
ら
フ
ォ
ー
ク
の金
屑
性
の
冷
た
さ
が
掌
に
伝
わ
っ
て

く
な
る
.晴
い中
で
も
は
っき
り
と
そ
れ
が
わ
か
っ
た.

来
た.
先
の
部
分
の
四
本
の
股
が
は
っ
き
りと
紙
の
上
か
ら
区
別
で
き
た
.
〈

「い
つ
も
は大
き
な
角
だ
し
ち
ゃ
う
の
に
、
今
日
は
噛
み潰
す
のね
.
そ
れ

フ
ォー
ク
が
あ
った
ん
だ
〉
新
鮮
な
感
情
がそ
の小
さ
な
金
属
の
フ
ォ
ー
ク
か

も
怒
う
て
い
る
か
ら?
」
邦
子
が
彼
の
肩
に
両
手
を
か
け
て
笑
っ
た。
〈俺
を

ら
湧
き
上
って
来
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
思
わず
身
震
い
し
た
。

明
る
く
さ
せ
よ
う
と
し
て
いる
ん
だ
.
一生
懸
命
に
な
る
と
、
き
れ
い
な
顔
た

「どう
し
た
の
?
」
邦
子
が
い
た
わ
る
よ
う
に
聞
いた
.

な
階
い
か
ら
細
い
と
こ
ろ
のあ
ら
が
出
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
〉
靴
菅
が
聞
λ

「フ
ォー
クが
あ
った
ん
だ
」
邦
子
を
見
つ
め
て弾
む声
で
言
った
.
二
人

た
キ
ャ
バ
レ
ー
の
峯
灯
の光
の輪
の中
に
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
着
た
男
の
姿
が
見

は
公
園
を出
る
坂
道
の
赤
茶
色
の
街
灯
の
下
で
立
ち止
った
.

え
た
.
〈
ま
た
人
が
来
る
.歩
き
出
さ
な
け
れ
ば
〉
邦
子
の
肩
を
抱
い
て
前
へ

「そ
うだ
った
わ
.
忘
れ
て
い
た
わ
ね
」
邦
子
が
言
った
。

向
け
た
。

「ほら
」紙
包
み
の
ま
ま
ボ
ケ
ソ
ト
か
ら
出
し
て
二人
の顔
の嵐
中
へ
上
げ

「今
夜
は
帰
ろ
う
。
阜
く
眠
った
方
が
い
い
よ
」
邦
子
は
彼
の
心
臓
の
上
に

た
.邦
子
が手
を
添
え
た
.
二
八は
手
を
霞
ね
て
フ
ォー
ク
の包
み
を
握
った

片
手
を
胤
い
た
.

そ
し
て
腕
を下
げ
、
フ
ォー
ク
を
握
り
合
った
ま
ま
で
歩
いた
。映
幽
館
の
通

「ま
だ
強
く
打
っ
て
る
わ
.ね
、
ま
だ
怒
って
る
ん
で
し
ょ
」

り
へ
出
る
と、
人
通
の
が
な
か
った
。
遠
く
の
映
画
朗
の前
だ
け
が
明
る
く
照

「う
ん
.
で
も
、
あ
な
た
のこ
と
し
ゃな
い
よ
.
わ
か
って
る
だ
ろ
」

ら
さ
れ
て
い
左
。踏
切
のカ
へ歩
い
て
行
く
財
、
自
動
軍
のラ
イ
ト
が
幾
つ
も

「知
って
る
わ
」
邦
子
の
眉
を抱
き寄
せ
て
歩
き
は
じ
め
た
.
塀
の
中
か
ら

幾
つ
も
二
人
を追
い
抜
い
て
行
った
。
近
断
機
は
ま
た天
っ
て
いた
。
ラ
イ
ト

高
い
木
が
二
本
、
道
の
上
へ茂
っ
てい
る
ア
パ
ー
ト
の
下
を
通
る
時
、
二
階
の

を
消
し
た
乗
用卓
が
幅
広
い
踏
切
り
の
向
う
側
と
こ
ちら
側
に
停
って
い
て
、

窓
か
ら
歌
が
聞
え
た
.
窓
に
花
模様
のカ
ー
テ
ン
が
下
が
って
、
中
か
ら
亦
澄

二
人
の
前
に
は厚
いレ
イ
ン
コ匙

を
着
た
右
い
男
が
運
断
機
へく
っ
つく
よ

色
の
冨
灯
の
光
が
窓
血
く
ま
で
伸
び
て
いる
枝
に届
い
て
細
か
い
丸
い
桑
を
幾

う
に
立
っ
て
い
た
。
〈邦
ギ
・に触
った
の
は
こ
い
つ
か
な
.
い
や
、
そう
じ
ゃ

層
にも
映
し
出
し
て
い
た
。

な
い
な
.
あ
い
つ
は
こ
ん
な
に丸
い大
き
な
眼
し
ゃ
な
か
っ
た
。
あ
の野
郎、

『こ
こ
の人
、
い
つ
も
歌
って
る
わ
ね
。
こ
の
削通
った
時
も
聞
え
た
で
し

今
頃
ど
こ
に
い
る
だ
ろ
う
〉
逮断
櫨が
上
っ元
.
一天
は
手
を
握
り
あ
っ
て
ゆ

よ
。
憶
え
て
い
る?
」

っく
り
歩
い
た
。
レ
イ
ン
コ
ー
ト
の
尻
を
捲る
よ
う
に
し
て
両
手
を
ズ
ボ
ン
の

「い
る
よ
。ち
ょ
っと
い
い
声
だ
な
」
自
動
車
の
通
る
直路
へ出
た
。続
い

ボ
ケ
ソ
ト
に
入
れ
、
男
は
駆
足
で
疲
っ
て行
った
。自
動
卑が
何
台
も
行
き
交

て
走
っ
て
米
る
目
動.単を
や
り
過
す
た
め
に
歩
遭
に
立
っ
た
。
邦子
が
手
を
握

い
、
二
人
が
ゆ
っ
く
り
渡
り
部
え
て
も
ま
だ
遮
断
機は
上
って
い
た
。
駅
に
入

っ
た
。
細
い
暖
か
い指
がぎ
ゅ
っと
掌
に
食
い
こ
む
よ
う
に
強
く握
っ
て釆
た

っ
てい
る
馳
早の
ナ
イ
ル

ラ゚
ン
プ
が
二
つ
赤
く光
って
い
た
。
シ
グ
ナ
ル
は

そ
っ
と
握
り
返
し
て
、そ
のま
ま
で
卑
遣
へ
下
り
た
。
セ
ンタ
ー
.ラ
イ
ン
に

赤
と
撹
が
つい
て
、
遠
く
に
肖
い
光
が
見
え
た
。ホ
ー
ム
の明
る
み
の
中
に
揺

戸
々
と
続
い
て
い
る
金
属
の標
戯
が
塚
翰
に
磨
か
れ
て
ぴ
か
ぴ
か
光
っ
て
い

れ
るよ
う
に
人
影
が
動
い
て
い
る
・
〈
こ
ん
な
に
近
く
な
の
に、
ど
こ
か
滋
い

る
。
足
に
し
っ
く
り
と
感
しら
れ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
踏
ん
で
歩
いた
。
ま
た

国
の駅
の鳳
景
の
よ
う
だ
〉
銀
行
の
角
に
酔
っ
払
い
が
躍
っ
て臼
い
っぱ
い
物

狭
い
遣
に
く
っ
た
。
邦
チ
の菖
を
抱
い
て
接
吻
し
た
。
体
を
横
向
き
に
し
て
接

を
吐
い
てい
た
。
角
を
曲
る
と
き
、
酔
っ
払
い
を
避
け
て
大
回り
し
た
.
歩
道

吻
し
た
ま
ま
ず
っ
と
歩
い
た。
邦
子
は
眼
を
閉
し
て
彼
の
腰
へ
そ
っ
と
手
を
か

の
ア
ー
ケー
ド
の
蛍
光
灯
が
消
え
て
い
る
の
に
、
通
り
には
ど
こ
か
か
ら
白
っ

け
て
い
る
。
〈
あ
の
角
へ
行く
ま
で
歩
こ
う
。
あ
そ
こ
ま
で
。
で
も
大
分
あ
る

ぽ
い光
が射
し
て
水
族
臨
の
よ
う
だ
っ
た
。

な
、
あ
あ
、
眼
が
回
り
そ
うだ
〉

「今
日
は
こ
の
ま
ま
帰
ろ
う
。
あ
ま
り
面
白
く
な
い日
だ
った
ね
」

「こ
ん
な
に
歩
い
た
の
初
めて
だ
わ
」
邦
子
が
は
あ
と
恩
を
し
て
首
肯
い
た

「私
は
何
と
も
思
って
な
い
の
よ
」
邦
ナ
が
ぎ
ゅ
っ
と力
を
入
れ
て
丁
を
掘

彼
の
胸
に
手
を
当
て
て
小
学
生が
休
むよ
う
に
子
供
っぼ
く
立
って
い
る
。
邦

っ
た。

子
の
家
の
門
が
見
え
る
。
〈
あ
そ
こで
ど
う
冨
って
別
れ
よ
う
か
。
邦
子
は
き

「うん
」
邦
丁の
与
を
掘
り
込
亨
と
、
紙
包
が
微
か
な
溢
を
Mて
た
。

っと
俺
を
女心
さ
せ
て
く
れ
る
だろ
う
〉

「フ
ォー
ク
し
ま
う
よ
」
く
し
や
ぐ
し
ゃ
に
な
っ
た
草
色
の
包装
紙
を
ボ
ケ

「も
う
怒
って
い
な
い
?
」
門
の
前で
邦
子
が
聞
いた
。

ット
へ入
れ
に。
ま
兀
一人
酢
っ払
い
が
通
っ
た
。
通
り
過
ぎ
て
から
二人
の

「う
ん
。
怒
って
い
な
い
よ
」
門
の
石
に
器り
かか
って
そ
の
冷
い
ざ
ら
ざ

方
へ
振
り返
って
力
才
を
し
た
が
、
川は
む
に
ゃ
む
に
ゃ
し
て
聞
き分
け
ら
れ

ら
し
た
右
の表
血を
静
か
に
撫
で
て
邦
.f
を
見
つ
め
た.

な
か
っ
た
。邦
チ
は
荻
い
同い
で
微
笑
し
た
。

「静
か
に眠
れ
そ
う
?
」
邦
子
が
上
衣
の
襟
の
裏
へ指
を入
れ
て
そ
っと
彼

「'てれ
、洗
っ
て
から
帳
わ
な
い
と
た
め
よ
」

の
開
を掃
した
。
そ
れ
か
ら
そ
の
指
を
静
か
に下
ろ
し
て米
て
ワ
牙
シ
ャツ
に

「勿
論
さ
」

触
れ
上
抵
の中
へ入
れ
た
.
邦
子
の
細
い
手
を
上
衣
の上
か
ら
胸
へ押
し
つけ

「不
当
は
お
湯で
さ
ワ
と洗
つと
い
い
ん
だ
け
ど
」

て
や
O
と、
邦
.マは
そ
の
手
の
上
へ
頬
を
つ
け
た
。
二
人は
しば
ら
く
そ
の
ま

「水
で
い
いよ
」
駅
の手
房
から
執
廻
へ入
った
。
ア
ー
ケ
ー
ド
が
而
い
縄

ま
に
し
て
い
た.
明
る
い
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
タ
ク
シ
ー
が通
り廼
ぎ
た
。
邦
.士

り
で
伺
側
の
間
』は
シ
ャ
ノタ
ー
を
下
し
て
い
た
。
静
か
な
通
り
の
途
中
ま
で

は
眼
を閉
し
た。

来
る
と
、
汀昂
』
の壇
肩
11
の
削
に四
人
の男
が
立
って
い
た
。
赤
い
ジ
ャ
ン

「さ
よ
な
ら
」邦
F
が
灘
を
上
げ
、
彼
の
口
を
し
っ
と
見
た
。
い
ま出
て米

た
鳴
った
。
踏
切
の
同
う
に
父
番
の
亦い
灯
が見
λた
。交
番
の前
に
バ
ト
ロ

バ
ー
を
麿
に
宵
の
小
さ
な
男
か
二
人
を
見た
。四
人
と
も
少
年
ら
し
い
体
つ
き

た
口葉
を
も
う
一皮
択
し
て
い
る
よ
う
な
眼
た
っ
た
。

ー
ル
カ
ー
が
二
台
侵
って
い
て
そ
の
周
り
に
も人
だ
かり
が
し
てい
た
。
〈あ

だ
った
。
四
人
は
臼-り
捺
っ
て
鯉
用
口
のぞ
k
のシ
ャソ
タ
ー
に
背
湘
押
し
つ

「さ
よ
な
り
」邦
チ
が
び
った
.
門
の
小
さ
な
灘
の
ノ
ノ
ブ
を
回し
て
や
っ

れ
に
果せ
ら
れ
て
と
こ
か
へ
行
く
の
か
な
。あ
の
二人
は
ど
う
し
た
だ
ろ
う
。,

け
て
又
った
。
邦
了が
足
を
い
め
た
.

た
。
振
り
雌ら
な
いで
邦
子
が
入
って
行
った
。
二
、
三
歩
前
へ
出
た
睡
、
後

ど
こ
か
の病
眠
に寝
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
これ
か
ら今
口
の男
戸
につ
い

「よ
、
ど
こ
射
く
の
」
亦
い
シ
ャ
ン
パ
ー
の男
が
ロった
。
邦
」に
腕
を
握

で
カ
チ
ノ
と
小
さ
な
凸
がし
た
。
邦
チ
が
扉
を
団
め
んの
だ
。
〈
あ
の
ま
ま
呈

て何
かを
凸さ
な
け
れ
は
な
ら
な
い
ん
だ
。
邦
子
の
こ
とも
い
っし
ょ
に
〉郷

り
し
め
た
。
邦
rは
見
を
14
め
る
。
彼
は
ゆ
っ
く
り
歩い
た
。

っ
て
俺
の
足
,目
催聞
い
て
いる
。
い
つ
か
そ
う
目った
こ
と
が
あ
っ
た
。
今
夜

17
江
は
相
〔ダら
ず
無
目だ
った
。
薩
り
折
ろ
う
とす
る時
、
一人
の警
官
の

「脈
川
団う
だ
よ
。
力
旧
込
い
だ
ぜ
」
別
の
舅
か
叫ん
だ
。
"o
ジ
ざ
る
時

も
聞
い
て
い
る
に
う
つ
か
V
し
かし
、
も
う
怒
り
が
畷
さ
上
る
よ
う
に
体
の
中

靴
底
の
鋲
がレ
ル

に
「
って
が
ち
っと
喝
っ
た
。

に
巳
る
と
、
四
人
と
も
に
や
に
や
'ノ
って
い
た
。

慈
上
って
.ハて
い
た
。
あ
の
男
た
ち
へ
の怒
り
が.
戸
る
よ
う
に
し
て
角
を
曲

「お
っ
」
と
"
い
、ーセ上
げ
て
そ
の
簿
鴇
が
姻り
立
っ
た。
遠く
で
汽
笛
が

「も・っ行
って
米
た
ん
だ
よ
」
亦
い
ジ
ャ
ン
パ
ー
の男
が
-った
.

り
目
」
臆
U昌
そ
按
切
って
ア
パ
ート
の
酎
を
勉ぎ
た.
シ
ャノ
4
ー
を
下
し

門
え
、
逆
断
糎が
掃び
'トり
は
し
め
た
。

(
一構
大
・社
会学
・三)

「な
あん
だ
州り
か
」
別
の
男
が
-った
。
太
い
戸
だ
っ
た.

て
し
ま
。曜、
手
/た
け
が
ま
る
で
n
夜
乃
く
うに
輝
い
て
い
.⇔
莫
出
κ

画
・
光
武
秀
樹
(京
大
文
二
・美
術
郁
)

一ね
、
掴
か
っ
た?
」
ま
た別
の男
が
口った
.

蒔
、
6
ト
が
し
っか
り
と
何
か
を
埠
っ
て
い
る
の
」へ
つ
い
た。
〈,・オー
ノ

、
・,…

,
,

,

,
…
・
,
…
:

.""

轍・蓑

讐

馨

蘇
超
塞

董

畢

ご
L
噂。

騨"奪

奮

糞
お
響
曇

寿

葺
謝

縛勤
染
袈

釜

蒙

婁

執

ひ隔は.瀦
墾

義

箋
髪

警

・

の
破
れ
目
か
ら
四
本
の
細
い
鋭
い
先
を
の
ぞ
かせ
て
、
遠
い
ず
っと
昔
の
記
憶

のよ
ろ
に
な
つ
か
し
い
秘
や
か
な
光
を
反
射
して
い
た。
自
動
躍
が
通
った
.
.

,フ
ォー
ク
を
ボ
ケ
ソ
ト
に
入
職
た
。
街
路
灯
の鉄
柱
に佑
れ
て
呼
吸
を
鋳
め
た

道
路
が
頁
直
ぐ
に
伸
び
て
い
た
.
〈
不
思
議
た
。覆
だ、
と
い
う
こ
と
を
こ
ん

な
にし
み
じ
み
と
簸
し
た
の
は
初
め
て
だ
。
洗
り
れ
る
よ
う
に
純粋
な夜
だ
〉

女
が通
った
。
魚
の
よ
う
に
光
沢
の
あ
る
胚
が
シ;
ム
レ
ス
・ス
ト
ッキ
ン
グ

に
旬
まれ
て
いた
。
細
い
腰
が
や
が
て
視
界
か
ら
遠
の
い
て
行
っ
た
.ア
ー
ケ

T
ド
の
あ
る
カ
へ喫
柴
店
の角
を
石
に
折
れ
た
。
バ
ー
の
箱
形
の
看
板
が幾
つ

も
色
づ
い
て
婁
通
り
には
人
通
り
が
あ
った
。
そ
の
通
り
を
抜
け
て
暗
い
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
道路
を突
っ切
ると
ア
ー
ケ
ー
ド
の
あ
る
商
店
街
に
出
た
。
向う

か
ら
歩
い
て
来
る
男
の
足
膏
がが
ん
が
ん
と
道
い
っ
は
い
に
こ
だ
ま
し
た
。
陶

器
店
の
シ
ャ
ソ
タ
ー
の
前
ま
で
米
ると
、
さ
っき
と
岡
じ
場
所
に
ま
だ
赤
いジ

ャ
ン
パ
ー
の
男
が
立
う
て
い
る
の
が
見
えた
.そ
の
横
に
背
の
高
い
男
が
立
っ

て
い
る
.
〈
あ
い
つ
も
さ
っ
き
確
か
にあ
そ
こ
に
い
た
男
だ
〉
足
を
早
め
た
.

足
膏
が
尚
い
ア
ー
ケ
ー
ド
へ
小
刻
みに
反
響
し
て
は
消
え
て
行
っ
た
。
そ
の
響

に
遺
い
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
二
人
の
男
の
方
へ真
直
に
近
づ
い
た
.
背
の
高
い

男
が
先
に
気
づ
い
た
。
赤
い
ジ
ャ
ン
パー
の男
は
に
や
に
や
し
た
.

「あ
、
さ
っき
の
お
兄
さ
ん
だ
ぜ
.
急
い
でる
ね
」
闘
の
高
い
男
が
書
っ

た
。さ
っき
ち
ら
と
見
て
思
った
よ
り
年
が
多そ
う
だ
った
.
〈
二
人
と
も
俺

と
同
し
く
ら
い
じ
ゃ
ね
え
か
.
二
人
い
っ
し
ょ
に叩
き
漬
せ
る
か
な
V
二
人
の

男
が
体
を
半
身
に
開
い
て
彼
と
向
き
合
っ
た
。

「怒
って
る
の
。
ち
ょ
っと
ふ
ざ
け
た
だ
け
だ
ぜ
。気
に
す
る
な
よ
」
赤
い

ジ
ャ
ンパ
ー
の
男
が
笑
い
を
作
り
な
が
ら
話
し
か
け
た
.

「も
う
一度
君
って
み
ろ
」
彼
が
宮
った
.
二
人は
黙
っ
た
。背
の
高
い
男

が
振
り
向
うと
し
た
.そ
の肩
を
掴
ん
で
引
き
戻
しで
叫
ん
だ
。

哨お
い、
も
う
一度
言
って
み
ろ
。
痛
か
っ
た
か
っ
て
聞
い
て
みろ
、お
い
」

心
臓
が
ど
き
ど
きと
高
い音
を
た
て
て
打
って
い
る
の
が
聞
え
る
よ
う
な気
が

し
た
.
彼
の
轡は
ざ
ら
ざ
らし
て張
り
を
失
って
し
ま
っ
て
い
た
.ポ
ケ
ット

の
中
で
柄
が
曲
る
く
ら
い
に
強く
フ
ォー
ク
を
握
り
し
め
て
い
る
石
手
は硬
直

し
て
し
ま
【.た
よ
う
だ
っ
た
.赤
いジ
ャン
パ
ー
の
男
が
ま
た
作
り
笑
い
をし

た
.
顎
の
横
に
大
き
な
黒子
があ
っ
た.
〈あ
の
黒
子
か
ら
さ
っき
の
霊
粟
が

出
て
釆
た
ん
だ
.
あ
の
黒子
だ
〉
一歩
踊
み
出
レ
た
時
石
手
が
す
る
り
と
ボ
ケ

ソ
ト
か
ら
出
た
.
彼
は
そ
の腕
をさ
っと
前
に
伸
ぱ
し
た
.
赤
い
ジ
ャ
ンパ
ー

の
男
の
腹
が
眼
の
前
に
あ
っ
た
.
石手
に体
獄
を
か
け
て
ぐ
っと
押
し
た
.
赤

い
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
男
が
叫
ん
だ
.
フ
ォー
ク
は
男
の
腹
を
斜
め
に
擦
って
シ
ャ

ツ
を
引
裂
い
た
。

「よ
せ
よ
.
何
す
る
ん
だ
」
背
の
蘭
い
男
が殴
り
か
か
ろ
う
と
し
た
.

「な
に
」
低
い
声
で
麟
ん
で
フ
ォ
ー
ク
を前
に構
え
て
ど
ん
と
ぶ
つ
か
った

習
の尚
い
男
が
彼
の
両
膚
を
か
い
っ
ぽ
い
突
き
放し
た
.
そ
の男
の
腹
部
に
包

装紙
から
抜
け
出
た
フ
ォ
ー
ク
が
刺
さ
っ
て
、蛍
光
灯
と
水
銀
灯
の
光
に
き
ら

り
と光
った
.
フ
ォ;
ク
は
柄
の
中
程
か
ら
く
に
やり
と
曲
って
男
の
着
て
い

る
胃
っ
ぽ
いシ
ャツ
を
貫
い
て
い
た
。
背
の
箇
い
男は
フ
ォー
ク
を
握
って
屈

み
こ
ん
だ
.赤
いジ
ャン
パ
ー
の
男
が
眼
を
見
開
い
て
彼を
見
つめ
て
い
た
.

彼
は
肩
が
思を
し
な
が
ら
そ
の
眼
を
見
返
し
た
。
〈
俺
の
考
えて
い
た
の
は
こ

ん
な
こ
と
な
の
か
。こ
う
や
って
刺
し
て
み
る
と
つ
ま
ら
な
いも
ん
だ
な
あ
〉

足
音
が
し
た
。
「人
殺
し
だ
あ
」
赤
い
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
男
が
そ
の方
へ向
って

叫
ん
だ
。
そ
の
戸は
アー
ケ
ー
ド
の中
に
わ
あ
ー
ん
と
響
き渡
っ
て行
った
.

い
ま
聞
え
て
い
た足
膏
が磁
く
へ走
り
去
って
行
く
の
が
わ
か
った
.
〈
俺は

傷
憲
の
罪
に
な
る
の
か
。
こい
つら
が
邦
子
と
俺
を
脳
つ
け
た
の
は
ど
ん
な
罪

だ
ろ
う
.
こ
い
つ
ら
は死
んで
も
いい
ん
だ
〉彼
の
中
に
ま
た
怒
り
が
湧
き
起

っ
た
.
赤
い
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
男
の片
手
が
血
で
黒
つ
ぼ
く
染
っ
て
い
た
。
背
の

高
い
男
の
前
に
曲
っ
た
フ
ォー
ク
が落
ち
て
い
た
.
フ
ォ
ー
ク
の
柄
は
や
は
り

　きら
き
ら
と
央
し
く
光
っ
て
いた
が、
先
の股
の
部
分
に
は
べ
っと
り
し
た
物

が
付
い
て
い
た
。
彼
は
そ
の
フ
ォ
ー
ク
を思
いき
り
蹴
った
。
背
の
高
い
男
が

顔
を
上
げ
た
。

「殺
す
な
よ
。
あ
や
ま
る
か
ら
殺
す
な
よ
」亦
いジ
ャン
パ
ー
の
男
が
脇
腹

を
押
え
て
横
か
ら
彼
を
見
つ
め
て
悲
し
そ
う
な
剤で
口った
。
大
勢
の
人
問
の

疋
る
石
が
ア
ー
ケ
ー
ド
の
中
に
響
き
渡
っ
た
。ど
こ
か
遠
い
方
か
ら
近
づ
い

て
来
る
サ
イ
レ
ン
が
二
つ
聞
え
た
。
彼
は
冷
い
コン
ク
U
ー
ト
の
上
に
坐
り
こ

ん
で
両
手
で
腹
を
抱
え
る
よ
う
に
し
て
見
上
げ
て
い
る背
の鰯
い
男
の
眼
を
見

つめ
て
動
か
な
か
った
。
長
い
髪
が
一束
に
な
っ
てそ
の男
の額
に
垂
れ
懸
っ

て
い
た
。
警
冨
迷
の
魂
い
靴
自
が
三
入
を
取
り
固
んで
止
ま
った
。
白
衣
を
着

た
男
僅
が
傷
つ
い
た
二
人
を
抱
え
上
げ
る
よ
う
に
し
て連
れ
て行
った
.
彼
は

二人
の選
し
い
警
冨
に
陶
側
か
ら
腕
を
取
ら
れ
た
。
警
冒
達は
は
じ
め
急
き
足

に
歩
いた
が
次
第
にゆ
っく
り
し
た
足
取
り
に
な
っ
た
。
ア
ー
ケー
ド
の出
口

に
人
が群
が
って
い
て
、
懐
中
瑠
灯
を
肩
に
掛
け
た
警
』
が横
に並
ん
で
群
集

を
分
け
て
いた
。顔
を
上
げ
る
と
、
大
き
な
眼
で
し
っ
と
彼
を
見
つめ
て
いる

若
い女
と眼
が合
った
。彼
女
は
黒
い
ス
ト
ソ
キ
ン
グ
を
は
い
て
い
た
。
〈邦

子
は
も
う
眠
った
た
ろ
う
か
〉踏
切
の
方
へ
曲
っ
た
.
〈
踏
切
の
向
う
の
あ
の

交
番
へ
連
れ
て
行
か
れ
るん
だ
な
。
そ
れ
か
ら
ど
う
す
る
ん
だ
ろ
う
。
あ
の
フ

ォ
ー
ク
は
ど
う
し
た
か
な
〉後
から
人
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
退
っ
て
釆
た
。

「ど
う
し
た
ん
で
す
か
」男
の大
き
な
声
が
し
た
。

「な
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
なん
で
も
な
い
ん
で
す
」
三
人
の
後
を
歩
い
て

い
た
中
無
の
警
面
が
復
の
人
々
に
向
っ
て
乱
った
。
遭
断
機
は
下
り
て
い
た
。

踏
切
の
手
前
で
皆
は
長
い
間
待た
さ
れ
た
。長
い
貨
物
列
単
が
ご
と
ご
と
ご
と

ご
と
と
単
調
な
低
い
菅
を
立
て
て
走
っ
て行
った
.
し
ば
ら
く
す
る
と
反
対
の

方
向
か
ら
誰
も
梁
っ
て
い
な
い
上
り
の
蹴
蝉が
ゆ
っく
り
と
駅
へ
入
,て
行
っ

た
。や
が
て
遣断
機が
上
った
。彼
の両
側
の
瞥
冨
は
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
た
。横

を
自
甥
眼が
几
って
行
った
。
レ
ー
ル
に
沿
って
並
べら
れ
た
枕
ホ
が
が
た
が

甲

聖
F

'

ワ

'

東
京
都
新
宿
区
矢
来
町
。
振
替
東
京
八
〇
八
番
・

着
物
の
似
倉う
古
典
趣
味の
令
嬢
栄
子

の
心
を
動
かせ
た
も
の
は?

富
か
、

地
位
か
へ
誠実
さ
か
.
いや
愛
の
世
界

は
、
も
っと微
妙
な
も
のの
よ
う
で
あ
.

る
。
鮮
烈
な
官能
美
た
だよ
う
長
編
恋
.

愛
小
説
。

瀦
売
申
.価
五〇
〇
田

開.

こ
こ
ろ
変
り

舟

橋

聖

』

著

F噌

台

上
の
月

中

山

義

秀

著
東北
の
田
舎
から
上
京
、
皐稲
田
に
入

.った
著
省
は
、同
怒
の
横
光
利
一に
ょ

って
文
学
に
眼
を開
か
れ
る。
夢
多
い

膏春
時
代
か
ら、
著
闘
の
日
を藍
ね
て

晩
年
ま
で
ー
自
己
の
半
生
を
追駐

・.

る長
編
。

奨
売
申
。価
三
四〇
湘

密

 

1

.

F邑
層

.」

航

 

石
原

慎
太
郎
著

オ
アフ
島
海
彫
線
に並
行
し
て
、
一路

輿
珠湾
へ向
う
ウ
ィル
ソ
ン
号
か
ら、・

島
影目
指
し
て
夜
の擁
に
飛
ぴ
こん
だ

.

二
人の
轡
年
ー
万
が
一つ
の
可能
注

に
自己
の
す
べ
て
を賭
け
る
響
年
の行

動
を
描く
力
作
。発
売
申
●価
三
三
〇
円

贅
沢
貧
乏

森

ド
茉

莉

・奔
放自
在
な
語
り
眉で
く
り
ひ
ろ
げ
る

独
自
の
世野
ー

見
かけ
蟹
沢
じ
つ
は

鏑
乏
の現
代
に
敢
然
と悔
醗
を
な
けつ

け
、
生活
の珍
妙
と
夢の
豪
葦
を
、
豊

か
な
イ
メ
ージ
に
織
りな
し
た
芳
騨
な

献百

作
品
で
ある
。
発
売
申
・価
二七
〇
円

苦
、こ

お
茶

木

山

捷

r平

.著

ど
ん
底
に
住
みな
が
ら
も
、か
ら
り
と

哨
れ
上
っ
た
朋る
さ
、
跨
張の
な
い
股

の
阪
の
願
い
……
「大
陞
の細
道
」
で

簑
術
避
奨
を
受賞
し
た
著
者が
、
各
も

な
き
庶
民
の
姿と
心
を
円
熟の
筆
に
描

く
近
作
九
編
。
発売
申
。価
四〇
〇
円

榎

物

証
に「口r

 

山
本

周
五
郎
著

代
庄々
尾
を
勤
め
る河
見
家
の
長女
と

下男
の
許
さ
れ
ぬ
恋-

苛
酷
な運
命

に
う
ちひ
し
が
れ
なが
ら
も
、
愛
だけ

を
支え
に
生
き
る
美し
い
心
憎
を
描く

箆
品。
他
に
「改
訂
御
定法
」
「源
蔵ケ

原」
等
五
編
。
発
売中
.価
二
九
◎
円

肇
小
説
の
効
用

山
本

周
五
郎
・著

「歴
史
と
文
学」
」「小
説の
芸
術
窪
」「趣

向
と
演技
」
「も
っと
も
恐
れ
る酬
」
「

某
月
茶日
」
…
…
庶
民の
喜
び
と
悲
し

み
を
、格
調
高
い
文
箪
に描
い
て
人
気

を
集
め
る籔
者
が
、
折
に
ふれ
鞭
つ
た

エ
ッ
セイ
集
。
発
売
申
・価
三
三
〇
円

●
ボ
ケ
ッ
ト
・
ラ
イ
.7

7
リ

密
航
定
期
便

中

薗

英

助

著
朝
鮮
海
峡
に浮
か
ぶ
醤
航
の中
継
拠
点

"対
島
"
。
その
紺
青
の
海底
に
ゅ
ら

ぐ
奇
妙
な
女
の水
罪
死
体
と
、
一枚
の
゜

暗
号
じ
マ
:…意
外
な
馴
件
を発
端
に

国
除
ス
パイ
の
金
貌
を
探
る
轡下
ろ
し

長
編
推
埋
。
発
売
申
・価
ニ
ニO
円

　
ポ
ケ

ッ
ト

　
ラ
イ
ブ
ラ
リ

算
圭
番好養

細

谷

文
.
子

著

"最
後
ま
で
雛の
手
を
煩
わ
し
πね
先

それ
が
夫
の最
後
の
菖
葉
だ
った
。
星

のな
い
夜
空

一す
じ
召
さ
れ
た生
命

の煙
が
静
か
に
昇
って
い
っ
た
…
…。
r

結
核
で
倒
れ
た火
と
の
涙
ぐ
ま
し
い焚

の配
録
。

発
売
申
・価
脚八〇
円

白

夜

の
旅

東

山

魁

夷

著
私の
心
の
中
に
あ
る磁
針
、
そ
の
指し

示
す北
方
の
風
漿は
、
私
の
世
界
の
象
・.

徴
で
ある
ー

デ
ン
マー
ク
、
ノ
ルヴ

ェー
、
スウ
ェーデ
ン
、
フ
ィ
ン
ラン

ド
の
誉か
ら
風
へ
かけ
て
の
旅
行
記
。

(サ
シ
エ
入
り)発
売中
・価
大
O
O
円

娑
イ
=ミ
ー門一嘱嫡繭隔

高Ri
.の

轡 冒
前イ匿庚
川到方展

訳1そヨF
イ
ン
デ
ィ多

や
悪
人と
戦
い
な
が
ら

お
父
さん
と
一績
に
由部
開
拓
の
回
阪

旅
行
に加
わ
った
、
勇気
あ
る
ジ
ェ
イ

ミ
ー少
年
の
痛
快
な物
語
。
1

新
潮

社
が
少年
少
女
に
贈る
榮
し
い
碗
物
。

(サ
シ
エ
入
り)発
売
申
。価
四
八
〇
円

岩
盟塩

岩護
田壕 町
豊言平
雄言命P
著集

蟹
名
獅
子
文六
で
去
術
踊韻
を
聚
賞
し

た
著
者
は
、
一方
で
日
本の
緋
劇
の
晶

礎
を
き
つ
いた
功
労
者
であ
る
。
ペ
ン

と
爽
際
渚
勤の
四
十
年1

そ
の
偉
囚

な
業
績
を初
め
て
集
大
成し
て
演
劇
フ

ァン
に
贈る
σ発
売申
・価
幽四
〇
〇
円

、

88
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牌論
伽

川評
㎜

川園
川

六

・

柵学
㎜…

一…

全
関
西
の
雌生
総決
韓
梁会
と
し
て

提
起
さ
れ
て
い
る
六
・
}五
統
一行
動

日
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
三年
前
一

九
六
〇
年
の
同
日
、
空
前
の大
衆
行
動

の盟
り
上
が
り
が
、
き
わ
め
て漕
い
不

透
明
のヴ
ェル

に
火
を
つ
け
るこ
と

なく
、
自
己
燃
焼
を
繰
り
返
し
つ
つ敗

退
して
ゆ
き
、
そ
の
申
で
一人
の
女子

学
生
が殺
さ
れ
た
日
だ
。

こ
の巨
大
な
敗
北
の
螺
昧
は
?

我

々
に
と
っ
て、
こ
の
三
年
、
深
く
絶
劉

に
沈
む
には
あ
ま
り
に
時
の
流
れ
は
早

く
、
権
力
者の
布
石
は
狡
狢
で
あ
っ

た
.
わ
れ
われ
の運
動
が
こ
の
不
幸
な

単
振
動
か
ら脱
脚
す
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
艮
い
か
.そ
の解
答
は
お
そ
ら
く
未

だ
ど
こ
に
も与
え
ら
れ
て
い
な
い
し
、

"抵
抗
闘
争
"
の
意
義
の
把
握
を

隅
五
統

一
行
動
を
前
に
し
て

そ
れ
を
つ
か
む
ま
でに
は
、
い
よ
い
よ

苫
い
経
験
せ
稠
み璽
ね
る
必
要
が
あ
ろ

う
。六

・
一五
統
一行
蜘は
、
四
月
以
降

積
み
重
ね
て
き
た
米
際子
力
潜
艦
憲
浩

反
対
の
カ
ン
パ
ニ
ア
活
劉
の帰
癌
で
あ

り
、
さ
ら
に
反
椎
刀
闘
争と
し
て
展
朋

を
み
る
た
め
の
炎
破
口と
し
な
け
れ
ば

なら
な
い
。
こ
の
聞
の
問題
は
、
英
国

百
人
委
員
会
が
核
冥
験
反対
の単
な
る

カ
ンパ
ニア
か
ら
脱
出
し
、自
国
の
一

方
的核
武
装
阻
止
と
い
う
反権
力闘
争

へと
発
展
さ
せ
て
い
った
過
程
に
学ぶ

こと
が
で
き
る
。

米原
子
力
潜
水
艦
器
港
反
対
の遇
動

が
、政
府
に対
す
る
単
な
る
お
拗
、
か

ら
、
政
府
に対
決
し
反
権
力
闘
麟
へ
と

進
展し
てゆ
く
こ
と
は
不
可
選
であ

る
。
何
故
な
ら
、
大衆
は
、
五
・一一=

の
闘
伯
を
見
て
もわ
かる
よ
う
に
、
現

在
の
情
勢
が
世
界的
に
は帝
国
主
義
の

再
編
成
で
あ
り
、
な
かん
ず
く
、
日

本
帝
国
上
識
は海
外
進
出
の
野
望
を
現

実
に
果
す
た
め
に
、そ
の背
景
と
し
て

電
嶺
力
の
払
大
独化
を
蔚
々
と
押
し

進
め
て
お
り
、
それ
は
そ
のま
よ
日
本

の
核
武
装
化
を
恵昧
し
て
いる
と
い
う

事
災
を
白
観
的
に
感
しと
り
、
行
動
に

立
上
り
つ
つ
あ
る
か
ら
であ
る
。

…

二

・・

六
。
一五
は
貝
体
剛
に
は
駅大
の全

日
授
棄
放
棄
の
上
に
た
っ
て
府
学連
で

は
三
千
人
の
学
生
が
バ
ス
を
浬ね
て神

戸
米
総
韻事
館
に
糺
集
、
大
阪府
学
連

神
戸県
学
運
も
同
様
の
行
動
をと
る
。

さ
ら
に
九
州
、
四
国
の
各
大
学に
も
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
な
お
菓
京都

学
運
で
は
都
囚
各
大
学
で
の
スト
ライ

キ
闘
争
、
四
千
人
の
外
務
省
前
座
り込

み
を
計
画
し
て
い
る
.

こ
の
榔
戸
総
領
聯
鋸
包
囲デ
モ
は
ど

の
よ
う
な
慧
脈
を
も
つ
の
か
。
こ
こで

注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
は
一般
削

な
「反
ア
メ
帝
」
闘
争
で
は
な
い
、と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
、日

本
の
核
武
装
の
共
犯
省
と
し
て
の
アメ

リ
カ
に
対
す
る
攻
撃
で
あ
る
。
こ
の闘

争
を
反
米
基
地
闘
顛
に
楽
中さ
せよ
う

と
す
る
日
本
共
産
冤
ー
民
,向
11
統
一派

の
略
線
は
現
実
的
に
破
産
せ
ざ
る
を得

な
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
米
原
子
力
潜水

艦
得
港
阻
止
闘
争
の
側
面
か
ら
五
ニニ

一闘
争
を
総
括
す
る
時
、
「す
べ
て
の

闘
争
を
日
韓
会
談
粉
粋
へ
」
と
い
う
い

わ
ゆ
る
"日
韓
会
訣
反
対
へ
の
モ
メ
ン

ト
"
論
の
破
産
と
表
裏
を
な
す
と
い
え

るだ
ろ
う
。

と
に
か
く
こ
う
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の

闘
争
は
「米
原
子
力
潜
氷
艦
寄
港
阻

庁
」を
中
心
に
、
し
だ
い
に
よ
り
「政

治
的
」
な
方
向
を
と
り
つ
つ
あ
る
と
い

って
よ
い
で
あ
ろ
う
.

…
三
…

そ
れ
で
は
、
六
二
五
に
我
々
は
何

を
期
待
で
き
る
か
。
政
肘
は
五
日
衆
議

院
外
務
委
員
会
で
中
聞
報
告
を
行
な

い
、
原
子
炉
の
安
全
性
を
前
面
に
強
調

す
る
こ
と
に
よ
って
、
こ
れ
ま
で
学
術

会
議
を
中
心と
し
た
需
港
反
対
の
気
運

を
粉
粋
す
る
た
め
反
対
勢
力
と
対
決
し

てい
く
姿
勢
を
圏
め
た
。
二
十
五
日
に

は
需
港
の
閣
議
承
認
が
予
足
さ
れ
て

いる
。
こ
の
よ
う
な
大
々
的
な
キ
ャ
ン

ペー
ン
の前
に
は
反
対
の
声
明
や
請
願

はし
だ
いし
だ
い
に
意
駄
を
失
って
い

く
。
強力
な
権
力
が
あ
か
ら
さ
ま
に
活

動
を開
始
し
た
ので
あ
る
。
こ
れ
に
対

決
し
てゆ
くわ
れ
わ
れ
に
は
六
二
五

の
抵
抗
闘争
が
ど
こ
ま
で
大
衆
の
中
に

深
く
浸透
し
てゆ
く
か
が
今
後
の
大
規

樺
な
大
衆
行
動
の
カギ
を
握
る
も
の
と

な
る
だ
ろ
う
.
一つ
に
は九
月
以
野
に

予
定
さ
れ
る
嵜
港
に対
し
て当
然
予
想

さ
れ
る
現
地
闘
争
ま
で継
承
さ
れ
る
べ

き
運
動
の
嵐と
質
の問
題
で
あ
り
、
さ

ら
に
こ
の
運
動
が決
定的
に反
権
力
闘

争
に
転
化す
る時
点
を
明
ら
か
に
ホ
す

も
の
と
な
るで
あ
ろ
う
。

現在
の運
動
の
尽
調は
平
和
運
動
で

あ
る
。わ
れ
わ
れ
の運
勤
を
広
く
訴
え

る
た
め
には
、
八月
に開
か
れ
る
原
水

禁
大
会
を利
用す
る
こと
が
必
製
で
あ

る
。ま

た
それ
以
前
、七
月
に開
か
れ
る

全
学
連
大
会
は
、
是
非と
も
わ
れ
わ
れ

の
闘
争
の
組
織
的
保障
と
し
て成
功
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だろ
う
。

以
上
の
大
き
な
課
題
を
蓮成
す
る
方

向
を
と
る
べ
く
六
・
一五
を成
功
さ
せ

る
た
め
に
、
ク
ラ
ス
討
議
を深
化
さ
せ

六
・
一五
全
員
参
加
を
目指
そう
.

齢 航「f亡ぐ

灘一灘
1
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 総長
避
挙
権
拡
大
運
動
は
、
十
二
月
に平
沢
現
総
長
が
任
期
切
れ
に
な
る機
会

を
前
に
よ
う
や
く
活
発
化
し
よ
う
とし
て
い
る
。
し
か
し
現
在
の
と
こ
ろ
、暫
休

み前
に運
動
の
基
本
郎
線
を
犠
備
す
ると
い
う
段
階
で
あ
り
、
運
動
推進
のた
め

の組
繊
の
整
備
、
学
内
の
最
繭を
まき
起
す
と
い
う
域
を
出
て
い
な
い
よう
で
あ

る.そ
し
て
、
も
っと
も
中
心
的
に
論
議さ
れ
て
い
る
の
は
"選
挙
橋
を
ど
こま
で

拡
大
す
べ
き
か
κ
と
い
うこ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
選
挙
権

拡
大
運
動
に
と
っ
て
いわ
ば
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
が

「選
挙
格
拡
大
の
要
な
し」
と
す
る
論
は
別
と
し
て
「現
在

可
能
な
範
囲
ま
で
」
と
い
う主
張
と
「今
学
的
に
」
と
い
う

峯
張
が
あ
り
、
運
動
の
全
学
的
な進
展
の
過
程
で
今
後
大
き

な
論
融を
ま
き
お
こ
す
で
あろ
う
と
予
想
さ
れ
る
。

だ
が
現
状
は
む
し
ろ
、
こ
の点
に関
す
る
討
議
す
ら
満
足

に行
なわ
れ
て
い
な
い
と
い
って
よ
い
。
し
た
が
って
、
こ
れ
ら
の
閉
鎖
状
況
を

打
破す
るた
め
には
、
わ
れ
わ
れ
目
身
が
積
極
的
に問
題
の
所
在
を
把
握
す
る
こ

と
が先
決
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
稿
は
、
ほ
ぼ前
者
の
立
場
に
た
つ
も
の
で

あ
り、
筆
者
の園
部
助
教
授
は
総
長
選
挙
権
対策
委
員
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一

人
であ
る。
(編
集
部
)

園

 

専
任
講
師
ま
で
が
現
実
的

学
畏
選
挙
椎
の
拡
大
を
求
め
る声
が

た
か
ま
って
か
ら
、
す
で
に十
年
以
上

経
つ
が
、
学
畏
の
改
選
の時
期
が
近
づ

き
つ
つあ
る
現
仕
、
こ
の
問
題
を
正式

にと
り
あ
げ
て
、
そ
の
蓬
非
を決
め
よ

う
と
す
る
気
配
が
あ
る
と
い
う
。大
学

部

 

同
時
に
講
座
制
の
再
検
討
も

法
制
や
公
職
の
選
挙
制
度
に
学
問
的
な

関
心
を
持
つ
者
の
一人
とし
て
、
こ
の

機
会
に
、
私
見
を
述
べ
てお
き
た
い
と

思
う
。

沢
柳
串
件
を
契
機
と
し
て
、
京大
は

学
畏
を
学
囚
で
公
選
す
る
と
い
う
ユ
ニ

京大
では
例

年
商校

の教
科

講
の範

開
囚で

出
題
さ

れ
持
別

量
襲
と
な
る
。
成
績
は
か
な
り
艮

か
った
。

罪
は
知
識
の
闘
題
だ
が
中
途半

端
な
知
識
や
当
て
ず
っ
ぽ
う
で
は

で
き
ず
、
正
雁
な
知
識
で
細
心
の

注
愈
を
は
ら
う
必
要
が
あ
る
。問

題
に
「入
れ
か
え
る
部
分
は
三
ヵ

所
で
あ
る
」
と
明
記
し
て
あ
る
の

に
四
ヵ
所
以
上
訂
正
し
て
いる
者

が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は減
点
対
象

に
な
る
か
ら
問
題
を
見購
さ
な
い

ー
ク
な
制
展
を、
他
の大
学
に
さ
き
が

け
て
確
皿
し
た
。大
正
四
年
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
か
ら今
日
ま
で
約
五
十
年

の
間
、
京
大は
一貫
し
て
教
授
に
よ
る

学
畏
の
選
挙を
維
持
し
て
来
た
の
で
あ

一会
が
、
識決
機
関
と
な
る
。
大
学
(及

び
学
部)
の自
畏
は
、
当
然
教
授
が
互

選す
る
。従
って
、
教
養
部
お
よ
び
付

置
研
究所
の場
合
は
、
講
座
制
に
よ
る

問
題
は
生し
な
い
。

こ
のよ
う
に、
教
授
に
よ
る
目
治
は

主
と
し
て講
座
制
と
結
び
つ
い
て
発
蓮

し
た
も
ので
あ
る
か
ら
、
教
授
の
選
挙

樵
を
助教
授
以
下
に
拡
大
す
る
に
つ
い

て
は
、
まず
講
座
制
の
現
代
的
愈
義
を

確
かめ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

戦後
、
新
し
い
大
学
で
は
、
学
科
目
制

を採
用
し
た
が
、
京
大
の
よ
う
な
古
い

大
学
で
は
調
座
制
を
維
持
し
て
来
て
い

る
。
講
座
制
の
計
価
は
、
い
ろ
い
ろ
あ

る
で
あ
ろ
う
が
、
大
ざ
っ
ぱ
に
い
え
は

先
ず
短
所
と
し
て
は
、新
し
い講
座
の

設
置
が
困
難
な
と
こ
ろ
で
は
、時
代
の

要
求
や
学
固
の
発
展
に即
応し
た
研
究

者
の
獲
成
と
講
義
の開
設を
阻
む
お
そ

れ
の
あ
る
ご
と
が挙
げ
ら
れ
る
。
他
方

長
萌
は
、
目
前
の笑
際
の用
と
な
ら
な

い
地
駄
な
学問
の
領域
で
も
、
講
座
制

1逸

.夫

予
算
に
よ
っ
て
維持
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、短
所
を
で
き
る
だ
け
取
り

除
く
た
め
に
、学
部
によ
って
は
、
研

究
の
発
展
に応
し
て
、
畢
実
上
講
座
制

の
体
制
を崩
し
、
も
っと
大
き
な
枠
の

中
で
、自
由な
砥
究
活
勤
を
行
な
って

い
る
と
ころ
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し

か
し
、罰
座
制
そ
の
も
の
の
誹
価
は
、

学
問
の性
質
によ
って
異
な
る
か
ら
、

一概
に論
ず
る
こ
と
は
て
き
な
い
。
た

だ
、
五十
年
の間
に
、
京
大
の
学
困
事

憐
にも
相
当
の
変
化
が
見
ら
れ
る
以
上

少
な
く
とも
大
学
行
政
と
の関
係
で
は

講
座
綱
を土
台
とす
る教
授
責
任
王
義

に
つ
い
て
検
討す
る必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

大
正
四
年
に比
べれ
ば
、
助
教
授
や

講
帥
が
研
究教
育
は
も
と
よ
り
、
学
生

補
嘱
そ
の
他
学
内行
政
上
負
わ
さ
れ
て

い
る
負
担
と
賞任
が、
い
ち
し
る
く
増

加
し
て
い
る
こ
と
は疑
いが
な
い
。
ま

た
、
助
教
授
以下
の
意思
を
、
講
座
の

担
任
者
で
あ
る
教
授
が
完
全
に把
握
し

代
表
し
、
す
べ
て
に責
任
を
角
って
い

る
学
部
も
ま
た
少
な
い
ので
は
な
い
か

こ
の
よ
う
に
、
研
究
教
育
およ
び
学
内

行
政
に
お
い
て
教
授
の
占
め
る地
位
は

実
質
的
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
が教
授
助

教
授
の
疋
員
の
割
台
も
、大
正四
年
に

は
、
教
授
一〇
二
名
に門対
し
て
助
教

授
四
五
名
で
あ
る
の
に、
現
在
で
は
、

教
授
四
九
九
名
に対
し
て助
教
授
五
〇

三
名
と
な
っ
て
お
り、
形
式
的
に
見
て

も
学
長選
挙
に
助教
授
の発
魯
権
を
全

く
認
め
な
い
こ
と
の可
由
が
間
わ
れ
て

も
よ
い
時
期
に
来て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思う
。
学
長
選
挙
榴
拡
大
の
要
求

は
学内
の行
政
に
つ
い
て
は
、
可
能
な

範
囲で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
教
言
が

そ
の地
位
や能
力
に
応
し
て
資
任
を
分

生 物

 

⑨

る
が
、
教
捜
が
、
聾
長
の
選
出
母
体
で

あ
る
こ
と
の
上
要
な
煙
由
は
、
従
米
、

大
学
の
目
猫が
、
そ
の
発
端
か
ら
講
座

剃
を
暴
盤
と
し
て
運
営
さ
れ
て
米た
こ

と
に
あ
る
。
講
座
制
の
下
で
は、
講
座

の
担
任
者
は
、
原
則
とし
て教
授
で
あ

り
、
教
授
は
、
助
教
授
、講
師お
よ
び

助
手
に
よ
っ
て
構
成
され
る
講座
の代

表
看
と
し
て
学
囚
行政
に参
画
す
る
。

学
部
勧
政
の
議
決
機関
は
教
授
会
(教

授
の
会
議
)
で
あ
り、
大
学
行
政
に
つ

い
て
は
、
教授
会を
暴
盤
と
す
る
計
議

に
入
試勉
強
と
い
った
こ
と
を
し

な
く
ても
よ
いが
、
教
科
謁
の
全

般
にわ
た
っ
て
の
仏い
正
確
な
知

識
が必
要
で
あ
る
。

今
年
の問
題
は
標
準

で
、他
の輝
科
科
目

と
の均
衡
は
と
れ
て

いた
よ
う
に
思
え
る

問
題
1
は
予
想
外

に
成
績
が
愚
か
っ

た
。
(B
)
(G
)

で
は
、
泊
接
に
は
生

物
と
関
係
が
な
い

が
、
四
捨
五
入
と
か

小
数
点
の
蝉
位
の
と

り
か
た
が
聞
違
が
っ

て
い
て
不
庄
慧
に
よ

る
ミ
ス
が
多
か
っ
た

か
ら
疵
意
す
る
こ

と
。

教科 書内 か ら出題
広範な基礎的知識を

 

H
は
恐
ら
く
む
つ
か
し
い
と
の

予
想
だ
った
が
戴
外
と
成
績
は
艮

か
った
。
こ
う
い
っ
た
問
題
では

図
と
か
名
祢
だ
け
を
知
っ
で
おく

の
で
は
な
く
、
そ
の
立体
的
な動

き
を
把
握
す
る
こ
と
。当
然
のこ

と
だ
が
一つ
の
わ
く
に
二
つ以
上

の
解
答
を
入
れ
て
は
い
け
な
い。

皿
は
蝋
大
特
有
の
問
題で
哀大

を
受
け
る
人
は
一応
こ
な
せ
なけ

れ
ぱ
な
ら
な
い
問
題
。
こ
こで
は

暗
記
的
な
知
識
よ
り
も思
考
力
が

よ
う
。
(A)
は
植

物
組
織
の問
題
で
艮

く
で
き
て
い
た
が

(B)
が
意
外
と
患

か
った
のは
ど
う
し

た
こと
だ
ろ
う
か
。

中
学
校
程
皮
で
で
き

るよ
う
な
問
題
が
案

外
見
落さ
れ
勝
ち
だ

か
ら
汗
訂
弓
る
こ
と

(G
)
で
は
職
球
の

だ
い
た
い
の
大
き
さ

ぐ
ら
い
は
知
識
と
し

て
持
って
お
く
こ
と

(D
)
は
意
外
に
好

成
績
。
遺
仏
も
そ
れ

ほ
ど
高
度
な
知
識
を

必
斐
と
し
な
い
が
、
取
本
的
な
こ

と
は
完
全
に
理
解
し
て
お
く
こ

と
。
(D
)
の
よ
う
に
寒
本
的
な

誤
り
が
あ
れ
ば
他
は
あ
っ
て
い
て

も
恵
が
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ

る
.今

後
の
勉
強
力
法
と
し
て最
初

に
も
き
った
よ
う
に
教
科
膚を
中

心
と
し
た
広
い
視
野
に
お
け
る正

確
な
知
識
を
養
?
て
ほ
し
い。

(生
物
操
点
教
官
の緊
O

担
し
ょう
と
い
う
考
え
力
に
蒸
つ
く
も

ので
あ
る
と
思
う
。

も
と
よ
り
、
権
利
や
自
由
に
は
責
任

が
伴
な
う
.
従
って
、
拡
大
の
範
囲
に

つ
いて
は
、
十
分
な
検
討
を
必
要
と
す

る
が
、
私
は
、
助教
授
お
よ
び
常
勤
の

講
師
(学
校
教
育法
第
五
八
条
に
よ
れ

ば
、
講
師
は
、
教授
ま
た
は
助
教
授
に

準
ず
る
職
務
に
従
事す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
)
ま
で
が妥
当
な
範
囲
と
考
え

る
。
研
究
教
脅
の
囚鴇
につ
い
て
は
、

助
教
授
・講
師
と
助手
と
の聞
に
画
一

的
な
区
別
が
あ
る
とは
思
わ
な
い
が
、

掌
内
行
政
と
の
関連
で
は
、
研
究
教
育

の
運
営
に
薩接
の貞
任
を
負
う
か
否
か

を
基
準
と
し
て
、
こ
こ
に線
を
ひい
て

よ
い
の
で
は
な
い
かと
思
う
.

こ
の
点
、
私
の
考
えは
、
国
立
大
学

協
会
の
「大
学
の
鷺
坤運
営
に
関
す
る

中
間
報
告
」
と
一致
す
る.
学
長
選
挙

権
拡
大
を
望
む
人
々
の問
に
、
一種
の

普
選
運
動
的
ム
ー
ド
のあ
る
こ
と
を
否

定
す
る
も
の
で
は
な
い
が、
た
だ
拡
大

す
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
であ
れ
ば
助
手

は
勿
論
、
学
生
、
同窓
生
、
亭
務
聰
員

は
て
は
地
域
社
会
の住
民
に
至
る
ま
で

際
限
が
な
い
.大
学
の自
治
は
、
こ
れ

ら
の
人
々
を無
視し
ては
、
成
り
立
つ

も
の
で
は
な
い
が、
学
畏
選
挙
挿
を
そ

う
ま
で
拡
大す
るこ
と
が
、
京
都
大
学

の
自
治
に
と
っ
てプ
ラ
ス
に
な
る
か
ど

う
か
は
疑
問に
思
う
。

伝
統
の
固
守
よ
り
発
展
を

選
挙
樫
の
拡
大
が
旧
来
の
大
学白
治

一体
制
と
矛
盾
す
る
と
い
う
反
対
論
も
有

力
で
あ
る
が
、
日
本
の
大
学
目
治
の
歴

史
は
ま
た
百
年
に
も
み
た
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
伝
統
の
固
守
よ
り
も
、
よ
り

よ
き
自
治
の
発
展
の
た
め
に
創
憩
工
夫

し
つ
つ
、
進
む
べ
き
で
は
な
い
で
あろ

う
か
。
学
長
選
挙
権
を
拡
大
す
れ
ば、

教
冒
の
人
数
の
多
い
学
鄙
の
選
挙権
者

が
ま
す
ま
す
増
え
て
、
人
数
の少
な
い

学
部
が
不
利
に
な
る
と
い
う
恵
見
があ

る
。
学
部
の
教
冒
数
の
ア
ン
バラ
ン
ス

は
確
か
に
一つ
の
問
題
で
は
あ
るが
、

学部
の利
益
代
表
と
し
て
学
長
を
選
出

す
る
ので
は
な
い
こ
と
を
よ
く
わ
き
ま

え
ても
ら
う
よ
り
以
方
が
な
い
。
現
在

で
も
聯
情
は
同
し
こ
と
な
の
で
あ
っ
て

拡
大
反
対
の
た
め
の
論
拠
に
は
な
ら

な
いと
思
う
。
学
畏
選
挙
権
者
は
、
で

き
る
だ
け
広
い
視
野
で
「人
格
が衝
潔

で
、
学
識
が
す
ぐ
れ
、
且
つ
教
育
行
政

に関
し
識
見
を
有
す
る
者
」
(教育
公

務
員
特
例
法
第
四
条
)
を
選
出す
べく

努
力
す
る
蜜
任
が
あ
る
.
学
長
とし
て

の
適
任
者
を
選
出
す
る
責
任
を
果す
能

力
に
お
い
て
、
教
授
と
助
教
授
・講
師

り

ち
ょ
っ
と
さ
が
り
気
臥
の
眼鏡
の

奥
に
や
さ
し
い
ほ
ほ
え
みを
う
か
べ

て
い
る
と
こ
ろ
は
、
「大
学
教
授
」

と
い
う
よ
り
「物
わ
かり
のよ
い
お

じ
さ
ん
」
と
い
っ
た
感じ
が
親
し
み

や
す
い
。
穏
や
か
な物
腰
で
、
に
こ

に
こ
し
な
が
ら
の話
は
、
人
を
引
き

と
を
区
別す
る根
拠
は
、
良
い
意
昧
で

も
、
悪
い
意昧
で
も
乏
し
い
と
思
う
.

選
挙権
の拡
大
に
と
も
な
って
、
一

般
の公
職
選
挙
に準
ず
る
選
挙
制
度
を

移
添す
る
こと
には
反
対
で
あ
る
.
例

え
は立
候
補
制
で
あ
る
が
、
教
授
が
み

ず
から
立
候
補
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん

ど
な
いと
思
わ
れ
る
の
で
、
畢
実
上
、

原
則
的
には
推
薦
に
よ
る
立
候
補
と
い

う
こ
と
にな
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合

学
内
の各
種
団
体
や
有
憲
に
よ
う
て

行
な
わ
れ
る
選
挙
運
動
が
、
勢
い
あ
ま

うて
無
用
の対
立
や
簾
際
を
も
た
ら
す

つけ
る
な
に
か
が

あ
る
。

江
戸
時
代
の
心

学
蕎
と
し
て
有
名

な
柴
田
鳩
翁
(き

ゅう
お
う
)
の
子

孫
で
四
代
目
と
い

う
〃血
統
∬
が
、

下
り
∬
的
な
選考
で
し
た
が
私
の
場

含
は
、
教
官
全
体
の意
志
によ
って

選
ば
れ
た
の
で
、今
後
は
教
官
の総

留
を
で
き
る
だ
け
反
映
し
て
い
く

よ
う
に
努
力
した
いと
思
いま
す
」

と
、
な
か
な
か
慎
申
な態
度
だ
。

軍
大
の
約半
数を
有
す
る
教
獲
部

を
ま
と
め
て
い
く
のは
並
大
抵
の
こ

生
粋

の
.京

都
ツ

る
だ
け
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
、
学
生
讃
君
と
よ
く話
し
合
って

い
く
積
り
で
す
」
ー
木
村
前部
長
と

は
異
な
る
二
謁ア
ン
ス
だ
。

教
廠
部
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

「マ
ス
プ
ロ教
禽
の
持
つ欠
陥
を

な
く
す
た
め
に
、
甲
ミ
な
とを
設
け

た
い
。
一般
教
薄
の
意
義
は
ます
ま

チ

新
し
く
教
養
部
長

に
選
ば
れ
た

こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
い
ま
て
も
月
二
回
自
宅
の

「明
輪
舎
」
で
付
近
の
人
々
を
相
手

に
心
学
の
道
話
を
開
い
て
い
る
と
い

う
。「こ

れ
ま
で
の
教
養
部
畏
は
"天

と
で
は
な
い。
特
に学
生
と
の
関
係

に
つ
い
ては
…
…
.

「私
た
ち
と
学
生
諸
君
と
は
考
え

力
の上
で
根
本
的
な
相
虚
は
な
い
と

思
うん
で
す
.た
だ
、
衰
現
の
形
式

や
運勤
の方
法
な
ど
で
食
違
い
が
あ

す
大
切
に
な
っ
て
い
る
ので
、主
に

理
工
系
学
生
の
た
め
の
総
台
コー
ス

ー
例
え
ば
枇
会
科
学概
論
1
など
も

設
け
て
、
鯨
な
る
扱
術
者で
は
なく

"考
え
る
4
入
間
を
胃
生
し
た
い」

と
、
な
か
な
か
曹
欲
的
な
構
想
を捕

喝

って
い
る
。

約
百
六
十
人
の
教
冨
を
有
す
る

ワ大
撹
帯
"
を
有
す
る
教
養
部
を
に

な
って
い
く
に
は
多
少
重
荷
で
は
な

いか
と
み
る
向
き
も
あ
る
が
学
生
時ノ

代
眼
病
で
二
圧
間
休
学
し
た
時
、
悟

った
と
い
う
o自ざ
奢
げ碁
㏄蔚o,

自
団
の
モ
ソ
ト
ー
を
今
後
も
生
か
し

て
大
い
に
が
ん
ば
って
も
ら
い
た
も

の
。東

都
で
生
ま
れ
、
颪
都
で
育
っ
た

と
いう
生
粋
の
京
都
ノ
子
で
、
「周

り
場
朋
に
五
十
年
以
上
も
侃
ん
で
い

る
と
、
家
屋
は
同
じ
で
も
、
申
に
住

ソ

む人
に
ず
い
ぶ
ん
と
変
って
い
ま
す

ぜ

え
」
と
い
う
あ
た
り
、
ま
さ
に
鴨
長

明
的
厭
境
に
達
し
た
、
と
い
う
と
こ

ろ
か
。
昭
利
五
年
京
大
文
学
都
国
史

学
料
卒
。
国
史
学
韓
攻
。
五
十
七

才

,

よ
う
な
こ
と
に
なら
な
い
と
も
限
ら
な

い
.
ま
た
如何
に
禁止
規
定
を
霞
け
て

も
、
選
挙
に
つき
も
の
の腐
敗
が
絶
対

に
生
じ
な
い
と
い
う保
障
は
な
い
.
従

って
、
私
は
、
今
後よ
ほ
ど
す
ぐ
れ
た

改
革
案
が
出
な
い
限
り、
選
挙
方
法
に

つ
い
て
は
現
行
の
字
畏選
挙
基
準
の定

め
る
方
法
を
維
持
した
い
と
思
う
.
選

挙
権
者
の
互
選
に
よ
って
、
最
初
十
人

次
に
三
人
、
最
後
に
一人
を
選
び
出

す
方
法
は
、
一押
の
蛸薦
立
候
楠
制
と

見
て
よ
い
。
選
挙
権を
払
大
し
て
も
扱

選
挙
榊
も
現
在
の
通り
で
あ
るか
ら
、

さ

当
た
り
、
候
補壱
一人
当
り
の推

薦
者
の
数
が
お
そ
らく
、
増
加
す
る
こ

と
に
な
る
わ
け
で
あ
る。

選
挙
椎
が
拡
大さ
れ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
拡
大
前
よ
り
も、
す
ぐ
れ
た
学
畏

が
選
出
さ
れ
る
と
いう
よ
う
な
こ
と
は

な
い
.
従
っ
て
、
裾
野
が拡
が
った
分

だ
け
、
学
畏
が
高
く
そ
びえ
るよ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
は
困
る.
学
長
の権
限

は
、
現
在
の
ま
ま
にと
どめ
てお
き
た

い
.要

ず
る
に
、
私
の提
昌は
、
選
挙
橿

の
範
囲
を
助
教
授
・講
師
に
まで
拡
大

す
る
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
.
そ
の他

の
こ
と
は
、
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
考
え
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
.
予想

さ
れ
る
反
対
論
は
、
大
別
し
て
三
つあ

る
.
第
一は
、
教
授
と
助
教
授
以
下
の

職
資
の厳
然
た
る
相
違
を
論
拠
と
す
る

現
状
維
持
論
(中
教
響
の
答
申
や
、
国

立
大
学
運
営
法
案
も
同
様
)
第
二
は
、

学
内
の民
主
化
を
標
榜
す
る
立
場
か
ら

の、
助
手
あ
る
い
は
学
生
、
事
務
職
員

ま
で
の拡
大
論
、
第
三
は
、
政
策
上
の

見
地
か
ら
す
る
選
挙
制
度
改
革
論
で
あ

る
。
間
題
は
ど
れ
が
正
し
い
か
で
は
な

く
、
京
大
の
自
治
の
現
在
の
発
展
段
階

で
、
ど
れ
が
も
っ
と
も
納
得
の
行
く
も

の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
であ
ろ
う
.

こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
こ
の
間
題

を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
十
分
に論
議

す
べ
き
時
期
で
あ
る
と
思
う
.
(法
学

部
助
教
授
・行
政
法
)

輕
匿
燵
催
り会

歴開
大
㎜

東
㎜

研

総

か

れ

る

歴
史
研
究
会
(委
員
長
11

遠
山
茂
樹
、横
浜
市
大
教
授
)

の
今
年
度
総
会
・大
会は
、

五
月
十
八
日
、
十
九
日
の両
日
明
治
大

学
で
開
か
れ
た
。
第
一B
の総
会で
は

昨
年
度
か
ら
始
ま
った
歴研
長
期
プ
ラ

ン
に
墓
つ
く
経
過
報告
と
、六
三
年
度

の
活
勤
方
針
と
し
て
①
学術
体
制
の再

検
酎
②
共
同
研
究
の組
織
化
③
歴
史
教

育
へ
の
と
り
く
み
、
の
三点
が
中
心
に

討
論
さ
れ
た
。
ま
た
、中
国
研
究
者
研

究
団
体
連
絡
会
議
から
は
、昨
年
か
ら

間
題
と
な
って
い
る
アジ
ア
・フ
ォー

ド
財
団
寅
金
に
よ
る
菓洋
文
濾
問
題
の

経
過
が
報
告
さ
れ
た
。分
散
会
は
、
各

会
と
も
前
年
の
漂
題
を継
続
し
、
今
年

は
と
く
に
「東
南
ア
ジ
ア歴
史
像
の検

紺
』
と
題
し
て
総
合
部
会
が
も
た
れ

た
。
委
員
長
に
は
榮
山茂
樹氏
が酌
選

さ
れ
た
。
(東
京
大
学
新
聞
五
月
二十

=日
号
)

体系的な歴史的叙述と精密な辞典構成を併せもつ独自の編集による2大 辞典

新
明
正
道
監
修

勢
醐嫉
稽
灘
癖
騒
㎜

躍
一哩

■■■■ ■■■
■■匿■■圓

L

蹴'≡
咽

是昌1
:轟 詔
■

聰 圏 口■
繭1■ 胴圏

 

19
世
紀よ
り
20
世
紀
に
か
け
て
め
ざま
し
い
展
開
を
示
し
た
諸
思想
を
中
心に
古
代
・中
世
・

近
世
の系
脚
と
流
動
す
る
現
代
の
薩
問題
を
も
含
め
て
こ
れ
を
43
の
大項
同に
ま
と
め
歴
史
的

に
配
列
し
各
々
の概
説
以
外
に
中
項
目
に
よる
事
項
・人
名
の
解
説
・著
作
参
考
文
献
を
掲
げ

別
に
六
〇
Q
Q
項目
に
及
ぶ
人
名
・
著
作
・事
項
の
索
引
に
よ
っ
て
精
密な
辞
典
と
な
る
。

と対決する世界社会思
興体と系贈を知るに便
信頼できる適切な奮典

蝋 山 政 道

清水幾 太郎

 

獄
黎

男
博

推薦

森戸辰

末 川
(大項口の編成)

・ル
ネ
サ
ン
ス
・宗
教
改
革
・ユ
ー
ト
ピ
ア思
想
・近
代
自
然

法
。
啓
蒙
思想
(英
。仏
・独
)
・功
利
主
義
・自
由
屯
義
・デ

モ
ク
ラ
シ
ー
・保
守
主
義
・伝
統
主
義
・社
会
進
化
思
想
・ド

イ
ツ
観
念
論
・空
想
派
社
会
主
義
・チ
ャ
ー
テ
ィズ
ム
・無
政

府
主蓑

・マ
ルク
ス
主
義
・社
会
民
主
主義
・社
会
改
良
主
義

・国
家
社会
主
義
。フ
呂ビ
ア
ニ
ズ
ム
・諺
壇
社
会
主
義
・サ

ン
デ
ィ
カ
リズ
ム
・ギ
ル
ド
社
会
主
義
・共
産
主
義
・全
体
主

義
・
理
想
主義
・プ
ラ
ダ
マ
テ
ィ
ズ
ム
・テク
ノ
ク
ラ
シ
ー
。

修
正
資
本
主義
・協
同
組
合
社
会
主
義
・キ
リ
スト
教
社
会
主

義
・
カ
ト
リシ
ズ
ム
・実
存
主
義
・婦人
解
放
思
想
・日
本
の

社
会
思
想
・新
中
国
の
社
会
ま
義
・ア
ジ
ァ
・ア
フ
リ
カ
の
民

族
主
義
・大衆
社
会
論
(そ
の他
古
代
中
世
、
概
説
を含
む)

論翻
匠

一二」
畠

■麟1■■■國■

、恰1Ψ

匹 ≡1

■■ ■臨
圃醒二鯛聰」

略 馨
¶ 」 ρ

1昌 開1囚

堀

経
夫
監
修

社
会
思
想
史
辞典
の
姉
妹
編
と

し
て
同
じ
方針
の
も
と
に
作
ら

れ
人
名
・著作
・事
項
別
に
三

〇
〇
〇
の
索
引項
目
を
も
つ

推

姦髪富
内誕伊

翼認
一(大 項目の編成)

勢
税
報
灘
諄
騒
醐

第
一部-
古
代
頃
世
経
済思
想
・翼商
主
義
・過
渡
期
の

経
済
思想
・童
農
学
派
・人
口
論
史
・古
典
学
派
・18
世

紀
末英
国
土
地
公
有
論
・イ
ギ
リ
ス社
会
主
銭
・フ
ラ
ン

ス
社会
主
義
・古
典
学
派
学
説
の仏
独
米
への
流
入
・米

国
の
国民
主
義
経
済
学
・ド
イ
ツ
の国
民
主
義
経
済
学
・

マ
ル
キシ
ズ
ム
・新
歴
史
学
派
・限界
効
用
学
派

第
二
部
ー方
法
論
史
・賀
幣
理
論
の
問題
・雇
用
問
題
・

景
気
循
環理
論
・経
済
変
動
理
論
の発
展
・経
済
計
画
の

問
題
・国際
経
済
理
論
の
展
開

あ
ら
ゆ
る
考
え
方
が
同
時
に可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
現代
、
この
よ
う
な
形
で

思
想
学
説
の
展
望
を
も
つ
こと
は
賊
に
震
要
で
あ
る
(中
山
)。
こ
の
一冊
は
普
通
の

経
済
学
書
の
数
十冊
に
値し
、そ
の
記
述
は
極
め
て
正
確
か
つ組
織
的
で
あ
る
(岸

本
).私
な
ど
皿生
こ
の
書
を
座
右
に
量
い
て離
し
た
こ
と
が
な
い
(大
河
内
).

詳
細
内
容
見
本
進
呈

蟄
難

創

元

社

新1鮮な風味

や工場 のゼヤ だるにジカに口 を
つけて飲む うまさ脚・

7サ 監匿→匹
〈ひん維〉

技術を生か して45年
技術で伸びる明日をあなたと

躁製要姓 億億5千 万円正7年6肋 旧/盗 本金

 

血一 般産 業馬 電気 機器

各種交直銅働機ASモ ーター
各穫 斐 電機 各種配電簸
自纏腰雌闘 眠画 機纏変速機
油 圧 績 器 醐'一 ラー

本祉 東一3の4
採胡鵬鰍 本釜勧労部勤勇課

TEL281-3231《 代〉●4731(代)
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入社を希望される学生のための

会社説 明 ・見学会

■希望者は見学日を明記の上、見学希望日の
5臼 前までに、本社人事部人事課までお申
し出下さい。詳細をお知らせします。

㊧

日 時 ■6月18日(火)■6月22日(土)■7月1日(月)

の中いずれか都合のよい日

場 所 トヨタ自動車販売株式会社 本社
資 格 法 ・経 ・商 ・教養学部 在籍の4年 生

見 学 本社及び春日工揚、関連会社
交通費、滞在費用は全額当社が負担します。

トヨ4自 動車販売株式会社
名古屋市中村区泥江町2の2TEL(55)9111(大 代表)

トヨ タ 自販 は

こ ん な

会社です

資 本 金120億 円

年間売上1,500億 円
従 業 員L550名

(職員男子770名)

トヨタ自工
＼_■ ■一 ノ

ー一 冨一

販発 店一
中央官庁協 カエ 場

〉…1E550

一〆 『
、 海外代理店

当社は国内外に230有 余店の販売店を擁
し、各販売店の経営、販売、技術指導をお
こなう自動享の総合卸売販売会杜です(セ
ールスマンは1人 もおりません)。

◎トヨタ臼動車工巣の生産する各糧自動寧、
補給部晶と約200社 の協力メーカー生産の
自動車部品およびESSO石 油からの碗油
の販売店への卸売。

◎臼動車の月賦販売金融(現 在の調遼資金額
は520億 円)。

◎損害保険代理巣務。
◎海外自動車販売会社の設立、米国 トヨタ販

売(株)、タイ国 トヨタ自動車(株)。
◎海外組立工場の投立、技術指導

ブラジル、メキシコ、オー ストラ サア、
フィリッピン、南アフリカ遠邦。

o

臼r

`

{
輻

皇

高
分
子
化
学
に
独
自
の
分
野
叢

ξ
、

合
成
ゴ
ム
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
き

し
て
,

躍
進
す
言

奎
晟

ゴ
ム
は
新
導
気
聯

,

◎

シ墨

曜

鳴

の
鰭
君
の
入
馨

待
っ
て
お
雀

烹
碧

,

ム

ー

△
選

考

要

領

v

【

ρ

-

侮

鷲

・

ρ

し
憂

■
選
考
種
目

面
接
及
ひ
健
康
診
粥
型
r
、

"

■
選
考
期
日

確
定
次
第
鞠
め
て
御

、

通
知
致
し
ま
弓

'

■
選
考
場
所

弊
社
東
京
本
社

・.

東
京
都
中
央
区
京
橋
,一
丁
月
一
番

ー

ア

の

ゆ

地

ブ

リ

ヂ

ス

ト

ン

ビ

ル

4
階

、・

電

話

二
七

一
、

八

三
・
六

、慧

、

邸

り

る

も

ー

籍

与
そ
の
他
、

、腿

影

・

.冒r

も

タ

圏
初
任
給

大
学
新
卒
)二
二
邑
Q
O
騨
雪

～

与
月
給
)以
上
の
他
、会
社
施
設
(寮
、・

.
詞

・̀

乳社
宅
㌔
に
入
居
し
て
い
な
い
者
に

。

対
し
、
住
宅
手
当
'月
額
独
身
者
、

-
八
〇
Q
円
、
既
婚
者

一、八
〇
〇
円
)
.

及
σ
通
勤
交
通
費
全
額
支
給
の
制

度
が
あ
り
ま
す
.

.

■
独
身
寮
、
社
宅
完
備
、
東
京
、
四

日
市
に
は
独
身
寮
、
社
宅
か
あ
り

、

ま
す

・
,

,δ
ひ

レ

デ

お

■
採
用
選
考
の
た
め
の
弊
社
〔ま
で
の
・

.

覆

旅
費
萎

を
支
給
愁

ま
す
・
脈

会
社
の
内
容
を
知
り
た
い
方
峰
繋
羅
謝
/
」

事
窺
、
,

`

灘
繕
難
菱

、

苓

民

・、・
ノ

へ

謡

婆

懸

v職

賦

く

姻

'

、繰

'

.

▼難

'運

ぶ
r'
↑

ー

ー

持
イ

・

・

～

ξ

7
弘
畢

人
事
課
べ
お
問
合
せ
下
さ
講

」蕉

鍔

雛
.、、麟

鍵
籔

癒

鉱

エ、

'
㌻

・'

肱

'

ビ

"̀

'

れ
'漁

霧

て

鍾

庄

耐

州

、
懸
繋

難

、
ー
難

蕊

鍵

掘

誰

轟

懸

、

藍〉
態
瀧

ギ
、
釜

き

脳

蚤
乱
・・弩

・,を

州

、

,

馬

,2

」
「

票

～穿
」を

F

愛
' 鷺

灘

τ
覧
醸
照

鱒轡叢
蝋
.
欄

脚
脇輯 '

懲
ダ
…

コけ幽場工
の
沖神

カ

タ束

央
区

所究

市
研

珊

蜘
,

'

馴

津
麟
露
賜難

梱
こ

恥野

鯉

,据

、挿

,

ソ

モ
ト

ジ

那

・
'

鼠
h
t

ヰ
メ

爵
ん

齢

、

/

誌

繋

轟

♂

㌔

ヤ

弊

く

ハ

、

摂

`

ぎ

へ
2 實

鞭
顯

脚
.縷

真

妙講
織騰
慧

智

㌢ 一 課 驚雛翻
醜 戚 ゴム 株 式 .,

携 講 賦 驚 蠕 轍1殺1欝1の辮 鯛 ∵ ㍗

1失,

鱒謙≧空
ゐ

趨
鷲

ル

'
(

、藩

讐

.

」

繕
瓢轟鄭騒

・メ

輿 堤郵 凌b,鴫 、櫛 創 傷 覆

・簸 壌'麟 畿諜,毒

縷蟄麟 鑑 撫.
厳壕・監

世界をつなぐ総合商社・…一…

●伊藤忠商事は、資本金109億2,

羅藻懲鱗 鵜ド
出張所をもつ世界的な総合商社です^薫

現在、繊雑・鉄鋼・機械・航空機・

喋糠議繍 講ダ
わたって胴 取鵬720億 円のi舌 妻

躍を続けています。

o郵

揮 聴 醒

露
ゼ

髭'㎡

'

.灘
鱒

ぬ

雛

さあ

出発だ!

世界 を駆 ける《》(シ ー・7イ)マ ン

・凸瓢幸くく ヂ、

''
写、

夢 と希望に、胸をいっぱいふくらませ
て社員のひ とりが、きょうもまた、海 外

へ旅だつ…

彼は、あすから、世界を舞台にあらゆ
る商晶の輸出入に活躍す る海外駐在員の
1一員だ。

入社 して、三年 目…いま、彼に与 えら

れた任 務は、とても大きい

彼のエネルギーは、日本の貿易をのば

し、暮 しを豊かにする一っのカギになる。

日本経済発展のため、その健闘を祈 ろ
う。

〈奪〉伊藤恵商事株式禽社
C.πOH&COりLτD.

本 社 ・大 阪 市 東 区 本 町2

東 京 支 社 ・東 京 都 中央 区 日本 橋 本町2
名 古屋支 社 ・名 古屋市 中区伝馬 町6丁 目1

一一'麟 購灘 灘 灘 蘂1纏雛 灘 翫.
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映
像
が
人
の
中
に
触
発
す
る
も
の
が
唯
の
幻
影に
す
ぎ
ず
、
裸
形
の
真
実
は
別
に
存
在す

例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
映
画
「戦
士
の
休

忍
」
を
み
る
と
し
ょ
う
。
成
程
こ
こ
に

は
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
が

お
り
、
プ
リ
ジ
ッ
ド
・バ
ル
ド
ー
の
裸

身
が
あ
り
、
ラ
ン
ボ
ー
の
詩
が
朗
踊さ

れ
は
す
る
.
激
烈
な
反
措
定
を
期
待
し

て
い
る
う
ち
に
ス
ク
リ
ー
ン
は
い
つ
の
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問
に
かイ
タ
リ
ア
半
島
を
通
じ
て
地
中

海
的
な
永
遠
調
和
の世
界
へと
観
る
も

のを
導
い
てい
って
し
ま
う
.
こ
の
映

も

画
の
鷲督
は
ロジ
ェ
・ヴ
ァ
デ
ィ
ム
で

あ
り、
原
作
が
}九
五
八
年
度
の
フ
ェ

ミ
ナ
賞
候
補
作
品
に
推
さ
れ
た
ク
リ
ス

チ
ア
ー
ス
・ロ
ッシ
ュフ
ォ
ー
ル
の
同

名
作
品
-
因
み
に
こ
の
作
品
は
フ
ラ
ン

ス
の
ベー
パ
ー
バ
ッ
ク
ス
・り
ー
ヴ
ル

・ド
・ポ
ッシ
ェ叢
書
に
収
め
られ
て

い
る
ー
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
観

るも
のを
し
て
合
点
せ
し
め
る
何
者
か

が
あ
る
。
と
い
う
の
は
4
ジ
ェ
・ヴ
ァ

デ
ィム
は
「人
は
ど
の
程
度
ま
で
社
会

の規
範
を
す
べ
て
拒
絶
し
、
そ
の
上
で

生
き
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
私
は
確

定
で
き
る
。
社
会
の
規
範
と
の
妥
協
を

拒
絶
す
る
者
は
、
自
分
の
ま
わ
り
にあ

る
も
の
を
全
部
た
た
き
こ
わ
す
か、
自

分
自
身
を
だ
め
に
す
る
し
か
道
がな

い
」
…
…
「組
織
だ
っ
た
社
会で
は
結

局
、
異
端
者
が
葬
り
去
ら
れ
る」
な
ど

る
と
は
映
圃ず
れ
した
通
人
の
セ
リ
フ
に
す
ぎ
ぬ
だ
ろ
う
.
人
間
の
単
純な
知
覚
像
が
一次

的
に
確
た
る存
在で
あ
り
、
契
的
イ
デ
ー
な
い
し
は
想
像
力
の
つ
か
ん
だも
のが
イ
リ
ュー

ジ
ョ
ン
で
ある
にす
ぎ
な
い
と
い
う
大
前
提
の
上
に
立
つ
映
像
弾論
は
教
擬
で
あ
り
娯
楽
で

あ
る
にす
ぎ
な
い作
品
を
生
み
だ
す
の
み
で
あ
る
。

も
、
大
学
生
活を
四
年
と
み
て
も
、
こ

の
奇怪
なタ
ソ
タ
ロス
的
生
活
の
申
に

二
年
も
の問
、
教
養
と
い
う
雑
炊
を
す

す
ら
ね
ばな
ら
な
い
と
し
た
ら
、
腹
工

合
が
変に
な
っ
ても
不
思
議
で
は
な
い

映
像
と
い
えど
も
腹
の
調
子
と
は
無

関係
にあ
る
ので
は
な
い
の
だ
か
ら
。

講
蕪
輪
號
鰯
猿

り
、
それ
故
にこ
そ
創
造
的
で
あ
り
得

る
のだ
。
イ
ン
グ
マル
・ベ
ル
イ
マ
ン

が
「処
女
の泉
」
の
申
で
黙
示
録
風
に

わ
ず
か
にこ
のこ
と
を
暗
示
し
た
。
さ

る女
性
が
こ
の映
画
は
不
潔
で
あ
る
と

評
し
た
。
カ
ト
リ
ソ
ク
新
闘
も
こ
れ
を

不
道
徳
映
画
に指
足
し
て
い
る
と
か
聞

く
。
不
潔
-
清
潔
と
い
う
判
断
軸
で
映

タ

像
を
裁
断
す
る
こ
と
は
い
さ
さ
か
心
速
一

学
的
興
味
を
呼
び
得
る
が
、
そ
れ
に
し

て
も
こ
の
映
國
は
不
潔
感
を
呼
び
お
こ

し
た
点
に
お
い
て
成
功
し
た
と
い
う
べ

き
だ
ろ
う
。
ベ
ル
イ
マ
ン
の
凝
視
は
定

る
い
は
大
伽
藍
に
似
せた
ダ
イ
ダ
ロス

の
迷
掌
で
「出
口
無
し
」の状
況
に
直
面

す
る
か
も
しれ
な
い
から
で
あ
る
。
緊

縛
さ
れ
た
状
況
の
中で
如
何
に情
念
が

奔
流
と
な
っ
て
突破
口を
探
し
求
め
そ

し
て
又
自
己壊
滅
的
な
行
動
へと
主
体

を
駆
り
立
て
る
のか
と
い
う
こ
と
を
カ

ワ
レ
ロ
ウイ
ソチ
監
督
の
「尼
僧
ヨ
ア

ン
ナ
」に
お
い
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
、
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る
「さ
す
ら
い
」
を
越
え
る
こ
と
が
で

き
ず
に
ま
た
ま
た
「夜
」
に
の
め
り
込

ん
で
同
し
と
こ
ろ
で
回
転
運
動
を
し
て

い
る
の
は
悲
劇
と
い
う
べ
き
か
。
アン

ト
ン
オ
ー
二
が
損
絶
を
貫
く
こと
を
せ

ず
安
易
な
形
で
政
治
を持
ち
こん
だ
の

　
N
・
ア
ン
ト
ニ
オ
ー
二
監
督

㎜

「夜
」
か
ら

一}

管
管

杭
簗

燗溜
認

管
構

響

管

水
水
鋼
鋼◆

蓉籍ラ酉#盒 舞工顔断
取締役社長 酒 井 芳 申

 

静
的
な
視
覚
を
拒
否

ロ
大 阪市 西 成区 律守 町 西6の21
噌 話`661)4031(代)(551)6991(代)
閑京都千代田区丸ノ内3の10(貰士製鉄ビル)
和歌 山 県和 歌 山市 松江550番 地
千案 県 市川市高谷 地先第二 埋立地

 

他
者
性
の
中
に
変
革
を
見
る

と
い
う
き
い
た
嵐
な
セ
リ
フを
いう
男

　

で
あ
り
、
「男
は
抽
象
であ
り
、
女
は

員
象
で
あ
る
」
と
い
う
格
撰ら
し
き
も

の
ま
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
ので
あ
る
。

こ
う
い
った
俗
流
存
在論
を
も
って
し

て
映
像
を
作
り
だ
す
こ
とそ
の
も
の
が

教
餐
的
な
娯
楽
で
あ
る
にす
ぎ
な
い
。

最
近
、
教
獲
部
の
入
口
に
「サ
ル
ト
ル

・カ
ミ
ュ論
争
」
な
る
いさ
さ
か
季
節

は
ず
れ
の
感
が
す
る
皆
板が
立
って
い

た
よ
う
に
記
憶
す
る
が
、大
学
の
教
嚢

コ
ー
ス
・ジ
ェ
ニ
ア
に
はロ
ジ
ェ
・ヴ

ァ
デ
ィ
ム
裡
度
で
結構
榮し
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
いか
と
思
って

み
た
り
も
し
た
。

映
像
が
娯
楽
にす
ぎな
い
と
い
う
こ

と
は
見
る
人
目
身
が娯
楽
的
存
在
で
あ

る
と
い
う
証
に
し
かす
ぎ
な
い
。
娯
楽

か
ら
二
、
三
歩前
迄
し
た
教
楼
と
か
い

う
も
の
に
し
ても
嫁
入
前
の
小
娘
の
厚

化
粧
以
上
で
はな
い
だ
ろ
う
.
も
っ
と
一 在

の
璽
革
さ
れ
る瞬
闘
を
微
妙
にと
ら

え
よ
う
と
し
た
の
だが
、
そ
の
よ
う
な

対
立
的
図
絵
が
キリ
ス
ト
教
と
い
う
風

土
に
災
さ
れ
た
ので
あ
ろ
う
が
、
超
越

的
存
在
の
手
に
よ
る状
況
の
解
消
へ
と

逃
げ
込
ん
でし
ま
って
い
る
。

教
養
か
ら
一歩
出
て
み
て
も
わ
ず
か

こ
ん
な
程
度で
あ
る
し
、
せ
い
ぜ
い
者

い
二
人
の
密
月ぐ
ら
い
の
甘
突
さ
が
映

}像
の
触
発す
るも
の
で
あ
る
.
映
像

が
何

か
憩
脈づ
け
を
も
った
ス
ト
ー
り

ー
で
あ
り
、人
は
そ
の
後
を
廻
う
こ
と

に
よ
っ
て
芸
伽的
感
動
を
感
ず
る
の
だ

.、
な
ど
と
教科
霞
風
に
悟
し
て
し
ま
う

教
食
時
代
を次
第
々々
に
離
れ
て
ゆ
く

と
す
れ
は
、荒
涼
た
る
情
念
の
砂
漠
に

さ
迷
い
田
るだ
け
の
準
備
が
な
け
れ
は

な
ら
ぬ
。あ
る
い
は
映
憾
作
累
の
P
大

な
流動
困視
覚
が
あ
た
か
も
メ
エ
ル
シ

ュト
レ
ー
ムの
大
渦
の
如
く
彷
観
す
る

も
のを
脊
み
hく
す
か
も
し
れ
ず
、あ

な
ど
と
ピ
ン
ボ
ケ
なこ
と
を
爵
って

は
な
ら
な
い
。ポ
ー
ラ
ン
ド
の
戦
後
と

は
「灰
と
ダイ
ヤ
モ
ンド
」
で
あ
り
、

こ
れ
以上
でも
以
上
で
も
以
下
で
も
な

い
の
だ
と知
った
嵐
に
芦う
人
も
あ
る

が
、
それ
は
と
も
か
く
「尼
徹
ヨ
ア
ン

ナ
」
と
は
ソヴ
ェト
来
産
冥
二
十
回
大

会
の
フル
シ
チ
ョフ
演
説
の
さ
中
に
、

春
臨
を
二、
三
枚
並
べ
て
み
た
と
い
う

こ
と
らし
い
のだ
。
砂
漢
に
オ
ア
シ
ス

の
あ
る
ごと
く
こ
こ
ら
あ
た
り
で
は
思

い
が
け
ない
拾
い
も
の
を
す
る
こ
と
が

あ
る
が、
至
って
泳
累
な
批
評
が
依
然

とし
て巾
を
き
か
す
か
ら
教
食
を
卒
架

し
ても
油
断
で
き
な
い
の
だ
.
ル
ネ
・

クレ
マン
が
「太
吻
が
い
っ
ぱ
い
」
と

夏
回き
の
映
蝕
を
提
倶
し
て
く
れ
て
一

年
ほ
ど
し
て
「太
陽
は
ひと
り
ぼ
っち
」

と
い
う
ミ
グラ
ン
ジ
ェ
ロ
・ア
ント

ニオ
ー
こ
の
答
が
届
い
た
が
、
ア
ント

ニオ
ー
二
が
彼
の
処
女
控
と
み
なさ
れ

聾

は
映
岡
「夜
」
の最
大
の欠
点
で
あ
ろ

ず

プ
ル
ジ
・ア
盟

寝

を
緩

し
・

プ
ロ
レ
タリ
ア
ー
ト
の目
出
権
力
を

樹
M
せ
よ、
と
さ
け
ぷ
に
は
ス
ク
リ
ー

ン
は
せ
ま
すぎ
た
よ
う
で
あ
る
。
イ
タ

リ
ア
共
臥
箆
の構
造
改
革
綱
領
に
秋
波

を込
っ
た
のが
運
の
つき
だ
。

映像
は
分
断
さ
れ
、
拡
散
し
て
し
ま

っ
て、
そ
の残
骸
す
ら
残
って
い
な
い

よう
で
あ
る
.
ア
ン
ト
ニ
オ
ー
二
が
己

れ
の
姿を
見よ
う
と
し
た
鏡
が
こ
わ
れ

た
の
は
ど
う
いう
理
由
によ
る
か
、
明

白
で
あ
ろ
う
。彼
が
対
象
の
中
に
自
我

以
外
の何
者
を
も
見
よ
う
と
し
な
か
っ

た
点
は基
本的
に正
し
か
った
し
「情

事
」
はそ
の意
味
で
は
佳
作
と
い
う
べ

き
だ
が、
不
当
にも
彼
が
自
我
そ
の
も

の
を
純
粋他
者
性
た
る
映
像
と
す
り
か

え
よ
うと
し
た
と
こ
ろ
に
陥
攣
が
あ
っ

た
ので
あ
る
。
映
画
的
視
覚
が
静
的で

あ
る
こ
と
を
拒
否
し
、
進
ん
で
自
己
否

定
的
に
対
象
の
周
囲
を
め
ぐ
り
、
あ
る

い
は
対
象
そ
の
も
の
の
中
へ
と
浸入
し

て
ゆ
く
あ
る
種
の
と
ら
え
難
い
相互
浸

透
性
を
呉
有
す
る
も
の
で
あ
る
から
に

は
仮
構
的
な
位
戯
の
ずれ
が
生し
る
こ

と
は
ド
ヰ
ユ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
によ
って

示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の手
法
・技
法

が
今
な
お
隠
然
た
る勢
力
を
も
つ
と
こ

ろ
の
ジ
ア
リ
ズ
ム手
法
と
ど
う
い
う
関

与
の
仕
方
を
し
て
ゆく
か
は
微
妙
な
問

題
で
あ
る
に違
い
ない
。
そ
れ
は
決
し

て
映
囮
芸術
と
し
て政
治
を
ど
う
画
く

か
な
ど
と
いう
形
で
提
起
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、映
像
の
一次
的な
孤
立
と
、

逆
に
映
像
の
存
在
包
摂
性
の
中
に
そ

の
永唆
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
こ

こ
に
初
め
て
定
住
を
超越
し
得
る
映
圏

的
手
法
が
模
索
さ
れ
てく
る
ので
あ
る

ジ
ュー
ル
・
ダ
ッ
シ
ン
が
エウ
リ
ビ

デ
ー
ス
の
「ヒ
ュ
ッポ
η
下
ス
」
を
も

と
に
し
て
作
りあ
げ
た
映
画
「死
ん
で

も
い
い
」
1
こ
の邦
題
は
ヰ
ワ
モ
ノ
趣

味
で
い
た
だ
けな
い
が
ー
は
定
在
超
越

的
な
イ
デr
を
鮮
烈
に
示
す
も
の
と
い

え
よ
う
。処
女
神
ア
ル
テ
ミ
ス
に
報
約

し
て摘
浄
の生
活
を
送
る
胃
年
ヒ
ュッ

ポ
リ
ト
ス
の継
母
パ
イ
ド
ラ
に
対
す
る

苦
悩
に満
ち
た
欲
情
を
圃
い
た
エ
ゥ
リ

ノ

ビ
デ
ー
ス
の
作
品
が
、
い
さ
さ
か
不
振

のダ
ソシ
ン
に
突
破
口
を
与
えた
と
す

れ
は
、
そ
れ
は
テ
ー
マ
の
古典
的
均
一

性
と
か
ス
タ
ー
の
演
技
と
か
によ
るも

の
で
は
な
く
、
大
胆
な流
動
的
視
覚
に

よ
る
映
像
の
孤
立
化と
、
そ
の極
限
か

ら
す
る
逆
転
し
た
存
在包
摂
性
にょ
る

と
し
か
い
い
よ
う
が
な
いだ
ろ
う
.
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
映
画
に往
々
にし
て
み
ら
れ

る
地
申
海
的
世
界
へ
の還
月
と
そ
こ
へ

の
安
住
、
ア
ル
カデ
ィア
で
の寡
想
と

い
う
通
弊
が
、地
申
海
的
世
界
を
極
北

に
ま
で
問
い
つ
め
る
と
い
う
こ
と
に

よ
っ
て
打
破さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の

だ
。

自
我
の
物

へ
の
凝
固

自
己
否
定
が
映
像

}暗
示

三
年
削
、
状
況
へ
の
μ
烈
な
問
いか

け
を
囚
丘
と
し
て
、
映
像
そ
の
も
のを

孤
y
せ
し
め
、
無
限
の
対
諾
の
中
に足

在
を
圧
縮
し
た
大
島
渚
の
モ
ニ
ュメ
ン

タ
ル
な
作
品
「日
本
の
侵
と
霧
」は
上

映
訳
日
に
し
て
オ
ク
ラ
入
りと
な
った

「そ
し
て
決
し
て
陽
の
目
を
み
る
こ
と
が

な
い
で
あ
ろ
う
と
噂
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
.
し
か
し
な
が
ら
、
孤
立
と
いう
こ

と
が
映
像
の
本
質
で
あ
る
以
上、
か
え

うて
上
映
申
止
が
一つ
の契
機
と
な
っ

て
以
後
の
大
島
の
搾
品
を支
え
て
き
た

⊆

協

罫ザ

ク
レ

声

藷

藩

禦
纏
方饗
欝
鍼

 籍、
購
売
中
へ
の
体
質改
《が
必
要
で
あ
る

こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の点
につ
い
て
の
巷

干
の
提
案
を
試
み
た
が、
今
回
は
補
足
的

に、
人
拳
、
施
設
の
閻題
な
ど
を
中
心
に
考

え
て
み
た
い
と
思
う
。京
大
生
協
が
い
ま
つ

き
当
って
い
る
壁
を
のり
こ
え
で
い
く
た
め

には
、
一方
で
運
醤方
針
の
根
太
的
な
改
酋

が
必
嬰
であ
る
と同
時
に
他
力
で
、
これ
ら

の
間
題
に
つ
い
て検
討
し
て
お
か
ね
ば
なら

な
い
か
ら
だ
。

ひ
と
つ
の
例を
あ
げ
よ
う
。

外
売
部
が新
設
さ
れ
た
の
は
三十
五
年
、

ぼ
つ
ぼ
つ
巨大
化
し
き
って
実
漬も
頭打
ち

状
態
に
な
りか
け
た
時
期
で
あ
った
。
ね
ら

い
は
、
む
ろん
、
組
合
甜
合
の
家庭
に
商
酷

を
配
埋す
る
こ
と
に
よ
っ
て爽
績
を
の
ぱ
す

こ
と
に
あ
った
。
し
た
が
っ
て、
新
設
が
沢

っ
たと
き
に
は
、他
の部
円
か
ら
外

売
へ人
員
を
出
し合
って
、
補
允
は

し
な
い
こ
と
に
な
って
い
た
の
だ

が
、
実
際
には
そ
の
後
、
外
亮
へ
放

け
た
人
貝
は各
部
門
と
も
補
発
し
て

し
ま
っ
た。
し
か
も
外
亮
鄙は
現
在

ま
て和
丑
日力
円
の
赤
宇を
出
し
て

書
錨、印
刷
椰と
と
も
に
、赤
字
部
門

の
甲心
に
な
って
い
る
。
昨
年
には
、
冊
籍

の原
囚
不
明
の
ロ
ス
が
騒
がれ
てい
る
お
り

か
ら、
白
桃
か
ん
づ
め
三百
コが
知
ら
ぬ
聞

に消
え
て
な
く
な
る
と
いう
串
件
ま
で
湿
こ

し
て
い
る
。

切
の

し
た
婁

から
、
途

、醐
の

ぐ
⊂

混
乱
、労
務
管
蝉
の
ル
ー
ズ
さ

が
多
い
た
め
、
中駆
幹
協
が
京
大
生
協
に
は

不
足
し
て
い
る
。

「一人
の
主
任
を
見
削
す
にも
苦労
す
る
」

と
福
島
押
串長
は
な
げ
い
て
い
る
が
、
現場

で
商
品
が
よく
なく
な
った
り
す
る
の
も
、

有
能
な
中堅
幹
邦
の
不
足
を
一面
で
青
昧し

て
い
ると
いえ
よ
う
。

こう
し
た
人
た
ち
が
配
め
て
いく
康
囚
と

し
て、
山
本
氏
は
低
蟹
金
と
、政
治
主
義
に
.

対
す
る
不
満
を
指
摘
す
る
。後
者
に関
し
て

は
、
生
協
運
動
が
単
に
〃簿利
多
売
κ
を
目

的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、あ
く
ま
で
独
山

人
事
・管
理

が
ル

つま
り
、
現
在
の
体
系
は
托令
、
勤
続
年
数

に
よ
る
一律
制
だ
が
、
これ
を
隙
貿
、
能
力

ロ

に
応
し
た
も
の
に
変
え
る
べき
だ
と
い
う
慧

見
で
あ
る
。

躍
鴇
薦
譲
雛

タ
ガ
タ
の
備
品
、
せま
い
売
場
篭
…
。
嶺業

所
の
ど
こ
を
と
っ
ても
、
た
い
て
い
こ
れ
ら

の
ひ
と
つ
に
は
あて
は
ま
る
。
お
ま
け
に
硝

爽
所
は
あち
こち
に
ち
ら
ば
っ
て
い
る
.
購

売
憶
欲
が落
ち
る
の
も
こ
れ
で
は
う
な
ず
け

よ
う
し
、物
件
、
人
外
質
の
か
さ
む
の
も
は

1
ズ

 

長
期
的
視
点
か
ら
対
処
を

が
指摘
さ
れ
る
し
、
さ
ら
には
、
南品
管
躍

の
あ
いま
い
さ
と
梱
寅
任さ
を
も
指
摘
で
き

る
。人

亭
詩
間
に
つ
い
て、
山
兀専
務
甲
拳
は

「た
し
か
に
、
こ
れま
で
「賞
し
た
も
の
が

な
か
った
」
と
の
べて
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
に
、
人
員
配
置
の酉
礫
で
な
い
こ
と
は
む

ろ
ん
批
判
さ
れ
る
べき
た
が
今
ひ
と
つ
へ興
ム

な
の
は
、
長
期
園な
幹
部
一
画
1
つ
ま
り
有

能
な
人
を
確保
し
教
臼
す
る
計
呵
1
が
欠け

て
い
る
こと
だ
ろ
う
。
数
年
呆
、
有
能
な人

材
がわ
ず
か
の
期
間
で
辞
め
て
い
く
ケー
ス

資
不
の
利
益取
愈
か
ら
穴
搬
が
自
己
防
指す

る
も
ので
あ
る
か
ぎ
り
、
政
治
勢
力
とし
て

の
勤員
を
囚包
し
て
お
り
、
即
時
的
にう
な

ずけ
る
よ
つな
も
の
で
は
な
い
。
(も
っと

も
"政
治
'義
κ
で
は
な
く
"政
治
約
な
ひ

き
ま
わ
し
"
な
ら
別
岡
題だ
が
)
し
か
し
、

費
金
の
両
偶
は
、
現
実
に
祉
沽イ
と
し
て
の

彼
等
が
、
刑
論
と
は
別
個
のと
こ
ろ
で
、
生

協
に
腰
を
す
え
る
か
どう
かを
決
め
る
由
茨

な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る。
山
不氏
は
、
創
記
の

長
期
的
な
人
畢詐
両
を
雁
立
し
て
い
く
た
め

の
一端
と
し
て貨
金
体
兼
の
改
卓
を
況
く
。

か
に
な
ら
な
い
。
施
設
の払
允は
す
で
に
早

爵
に
な
ん
と
か
し
なけ
れ
は
な
ら
な
い
問
題

に
な
っ
て
い
る
と
いえ
る
。
琿
亭
会
は
こ
れ

に
つ
い
て
り
休
案と
し
て
、
占
田
食
瞥
東
側

に
教
.猛鄙
の
珊㍉
場
を
す
べ
て
縦
中さ
せ
る

汁
問
を
持
っ
て
いる
と
い
う
。
そ
の
他
、労

縦
か
ら
は
、水
近、
耀
気
使
川
料
の
生
協負

担撒
廃製
求
が
出
さ
れ
て
い
る
。
これ
らは

いず
れ
にし
て
も
大
学
側
と
の
折
衝
が成
功

し
なけ
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
か
なり
困
難

な状
況
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
も
う
一度
、
さ

ら
に
根
本
的
な問
題
に
た
ち
か
え
っ
て
考
え

陶

て
み
る
必慶
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

㎜

㈲㈲
趨
蘇
簗
灘
臨

た
が、
そ
れ
は
ひ
と
り
外
売
に
か
ぎ
ら
ず
、
腿

驚
蝋
擁

な野
靭難

剛

儲報

難

聾

計
簾

炉稀

よ藷

向があ.たのではない窪
,
圃

組
織
的
に
発
展
を
た
ど
っ
て
いた
時
には
、

㎜

そ
れ
に
の
っか
っ
た
ま
ま
であ
る程
展
の
ル

㎜

ー
ズ
さ
は
見
過
さ
れ
え
たし
それ
が
そ
の
ま

州

ま
現
在
に
ま
で
残
っ
て
い
ると
いえ
る
。
そ

恥

し
て
こ
の
間
題
は
、
単に
械
商
管
翔
に
注
慧

㎜

を
要
一不し
た
り
、
労
努管
理
の強
化
な
ど
で

咽

は
解
馨

れ
え
な
いだ
ろ
う
・
つき
つ
め
れ

川

軽
難
講
難
禰

糊
瀬難
繍
露
藍

㎜

ゑ

.そ
の
き
わ
め
て
鎚

の
こ
と
を
、
現

蝋

在
のよ
う
な
時
に
こ
そ
、
今
一度
溝
えて
い

㎞

く
な
か
か
ら
、
束
大
生
搦
が
現
在
か
かえ
て

腿

いる
同
題
を
貝
休
的
に
な
がめ
、
取
組
ん
で

㎝

い
く
姿
勢
が
必
要
な
の
で
はあ
るま
い
か
、

咽

雛
灘
藪
雛

タ
ソ
チ
す
る
押
串
会
、労
狙
な
ど
に
か
ぎ
ら

伽

ず
、
組
合
員
全
体
に指
摘
し
う
る
こ
と
な
の

脚

だ
が
。

(雅
)

矧

よ
う
に
も
思
う
。最
近
そ
の
「日
本
の

夜
と
排
」
が藁
京
池
袋
の
人
置
座
で
一

ケ
月
の
ロン
グ
・ラ
ン
を
う
つ
予
定
だ

とき
いた
が
、
こ
の
作
品
が
三
駕
と
い

　

う
時
聞
の経
過
を
ど
の
よ
う
に
投
影
す

る
か
大
い
に
興
味
が
あ
る
。

日
本
映
画
が
所
謂
ヌ
ー
ヴ
ェル
・ツ

ァ
ー
グ
に
よ
って
一つ
の
別
の存
在た

[る
可
能
慧

示
し
た
こ
と
は
覆

の
孤

立
と
純
砕
他
着
性
へ
の
志
向
の起
点
と

し
て
正
当
に
評
価さ
れ
なけ
れ
はな
ら

な
い
が
、
定
有
の
閲
足化
の進
行
によ

って
衰
65
ぷ
り
を
暴露
し
てき
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。最
近
の
「残
酷

物
」
の
中
で
映
像
の
目体
存
在
性
を
格

式
は
っ
て
追求
し
てい
る
の
は
む
し
ろ

中
堅
・長
老
ク
ラス
の
監
督
で
あ
る
と

一い
う
こ
と
が
・ま
す
ま
薯

い
映
像
の

冒
険
を
困難
にし
て
い
る
よ
う
だ
。
映

像
と自
我
のア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
に
耐

えぬ
いた
も
のが
何
処
に
ゆ
き
つ
く
べ

き
か、
ま
た
そ
れ
は
傾
に
晒
示
さ
れ
る

か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
一つ
の
答
え
は

物
と
し
て
の
存
在
が
映
像
の
極
ね
で
は

な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
絵
画
は
デ
ュ
1
ラ
ー
以
米
そ

の
目
岡像
に
お
い
て
独
目
の
椥
域
を
も

って
い
た
が
、
近
代
の
自
闘
像
は北
ド

イ
ツ
郷
土
黄
術
の
一分
派
定
るヴ
ォル

プ
ス
ヴ
ェー
デ
圃
派
に
属す
るバ
ウ
フ

・モ
ン
ダ
ー
ゾ
」
ン
"
ベ
ッカ
ー
を
そ

の
先
駆
と
す
る
と
いわ
れ
、
彼
女
は
女

性
と
し
て
空
前
の半
身
裸
体
の
門
閥像

を
画
い
て
い
る
。こ
の大
胆
な
凝
硯
を

歎
賞
レ
た
詩
人
Uル
ケ
は

ひ
たす
ら
な凝
税
が
鏡
の
.謂に
た
ち

は
だ
か
り

そし
て告
げ
た

こ
れ
が
私
1

い
や
こ
れ
が
在
る
と

と
う
た
う
。こ
の
凝
視
に
よ
る
孤
立

と
目己
白
足
が
映
像
に
何
ら
か
の
邸
、小

を
与
え
る
も
の
と
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は自

我
と
し
て
の
私
が
「こ
れ
」
とし
て
凝

固
す
る
瞬
聞
を
み
る
こ
と
に
微
底
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
こい
う
こ
と
で
はな

い
だ
ろ
う
か
。
(京
大
文
卒
「弩
」同
人
)

'
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・● 採 用 関 係 連 絡 先

・本店人事部 ゜rEL
,大阪(別)腰2れ 大代表)

地下鉄本町又は市電本町2丁 目下掌

・当行を志望される方には人事部員又ほ先輩がいうでも

ご相談に応じますから気軽におこし下さい

又は

●先輩 との懇談会開催

日時6月13日(木)午 後1時
6月17日(月)午 後1時

場所 大和銀行 本店

多数のご出席をお待ち申しております

」

'

層

信託を併 営するユ ニー クな都 市銀 行

・創業 大正7年8月1日 ・資本金88億 円

・本店 大阪市東区備後町2丁 目21(堺 筋)

TEL・ 大阪(271)1221(大 代表)
。支店数 全国各主要都市に110力 店

海外事務所 二昌一ヨーク・ロンドン

本長期桔 用銀行

 

日

当行を志望 される方は、ご遠慮な く

大阪支店へお こし下さい。

産業設備資金の供給を通じて

日本経済の成長発展に直結する長銀
■

なお、就職脱明会は、7月3日(水)
∠丁後4時 ～5時 に大学内で行ないます。

多数のご出席をお待ちいたしております。

至神戸 至京都i
国 鉄 大 阪 駅 一 ■■
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長 銀夫 阪支店
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垂 ・

垂 ・

1形
萎.・

、

歪

垂垂

≡
§

歪瀧
=

§

蓬

「

'7叩 「ou

:番
;新

葭ヨ
嚢 ≡ ≡

肇
r"

墾 覧 繍 日§
ビル

」

霞 餓

昭和27年12月

100億円

浜口巌根

東京都千代田区大手町1の1

劃 立

資本金

取

店

頭

本

ノ

大 阪支 店

大阪市北区

堂 島浜 通

1の25

(新大ビル)

TEL代 表

(361)6831

む

 

富
一
、

 

イア

 

リタイバ

 

とさ若

か

 

銀海東秣式会社㊤
従業員数

店 舗数

9,300名

海外を含め

170余店

創 立

資本金

業 容

昭和16年

88億円

預金6,251億 円

貸出5,669億 円
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'

★卒業生を囲む懇親会

東海銀行京都支店

京都市中京区鳥丸通四条上ル箏町

(市電四条鳥丸)

 

於

6月15日(土)

午後1時 より

 

時日

(202)2361

 

電

★連絡先

東海銀行関西総務部

明日への発展を期 して
躍進をつづける三井銀行は

、若い人々の
フレッシュな知性と
バイタリティに期待 します

伝統を通三井銀行は長

じ進取積極的な社風をも

って常に意欲あふれる近

てお ります留墨営を行

そして今や自由化と扱術

転機をう新 し草新と

歩みを進めて迎えブ

ます

行

 

艮井
"一
貞

本店 乗京都丁代田区有楽町
1丁 目(肝比谷公園前、

大 阪 大 取rb東 区
事務所TEL(203)2131
京都支店'鼠 都市ド京区四条

通巳丸東入艮刀鋒地
TEL(22)7】16

塵

91
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碧
詫
..蓑唱.ミ
..頓舞
§

書
ξ
言

訟」
"

琴
ヨ;

'

璽

の
仕
方
は
そ
の端
的
な
翼

の

ρ

明
快
な
作
品
の
位
置
づ
け

}
ミ

"
つナ

わ

,
ー

1

濡卜一マス 。マン論

ト
ー
マ
ス
・

マン
は
現
在
の

ド
イ
ツ
や
日
本

で
ど
の
よ
う
に

読
ま
れ
て
い
る

のだ
ろ
う
か
。

クル
ル
が
ク

リ
ス
マス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て大
い
に

利
用さ
れ
た
冬
も
あ
っ
た
と
いう
し
、

最
近
のフ
ィッ
シ
ャ
ー
欝
店
か
ら
の豪

摯
な
全集
刊
行
も
、
商
品
価
値
が十
分

あれ
ばこ
そ
だ
ろ
う
。
日
本
で
も他
の

ド
イ
ツ
作家
にく
ら
べ
て
マ
ン
の
愛好

者
は少
く
な
い
ら
し
い
.
現
に
こん
な

「ト
ー
マス
・
マン
論
」
さ
へ
出
版さ

れ
て
い
るで
は
な
い
か
。
し
か
レ
ドイ

ツ
(日
本)
で
あ
ら
わ
れ
る
マ
ン
批

評
、
と
りわ
け
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
の
側
か

ら
の
マ
ン評
価
は
か
な
り
冷
淡
で
あ
る

こ
の
奇
妙
な現
象
は
、
一方
に
マ
ン
文

学
の
間
題
性
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る

と
思
わ
れ
るし
、
ま
た
一方
今
日
の
ド

イ
ツ
並
び
に
日
本
の社
会
的
歴
史
的
問

題
性
か
ら
く
るも
ので
あ
る
と
思
わ
れ

る
.と

こ
ろ
で
こ
う
いう
箪
情
の
な
か
か

ら
次
々
と
あら
われ
てい
る
ト
ー
マ
ス

・マ
ン
研
究
欝
には
実
に退
屈
な
も
の

が
多
く
、
こ
のル
カー
チ
の
「㌃

マ

ス
・マ
ン
諭
」
に較
べら
れ
る
も
の
は

余
り
な
い
.
ろ
く
ろ
く問
題
意
織
さ
へ

持
って
い
な
い
よ
う
な
多
く
の研
究
論

文
と
こ
の
マ
ン
諭
を
く
ら
べ
る
こと
は

は
じ
め
か
ら
で
き
な
い
の
は
勿論
だ

が
、
俸
者
の
知
る
限
り
で
は
、
隙な
る

作
品
齢
的
競
点
か
ら
み
て
も
、
マ
ン
の

「麗
の
山
」
以
後
の
鷺
作
品
の
相互
的

連
関
性
、
そ
の
位
置
づ
け
だ
け
で
も、

こ
の
ル
カ
ー
チ
の
三
つ
の
マ
ン
論
ほど

明
快
に
説
明
で
き
て
い
る
マ
ン
論
は他

に
は
な
い
よ
う
だ
。

マン
は
ル
カ
ー
チ
に
よ
れ
ば
、
ハー

ゲ
ン
シ
ュト
レ
ー
ム
の
本
質
を
拒絶
す

る
と
こ
ろ
か
ら
創
作
を
は
じ
め
、
資本

コ

主
義
的
生
活
の
非
人
問
性
を
「魔
の
山

」
と
い
う
「閉
鎖
性
」
に
芸
術
的
にと

ら
え
た
作
家
で
あ
り
、
帝
薗
主
義
的現

冥
、
そ
の
社
会
的
基
盤
に
お
い
ては
労

リ

ア
リ

ズ
ム
論
に
無
理
も

働
者
階
級
と
革
命
と
い
う
ア
ルキ
メ
デ

ス
の点
を
欠
く
現
代
の
フ
ァウ
スト
は

必
然
的
に
「醤
斉
の
中
の
フ
ァウ
スト

」
「小
世
界
のフ
ァ
ウ
ス
ト
」
た
らざ

一る
を
得
な
い
のが
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
芸術

と
そ
の精
神
性
の悲
劇
で
あ
る
こ
と
を

リ
ア
ル
に
描
き出
し
た
作
家
で
あ
る
。

ま
た
そ
う
い
う
現代
の悲
劇
の
滑
糟
さ

を
絶
え
ず
示
し
て
きた
マン
の
イ
ロ
ニ

ー
自
体
は
そ
れ
が
時
代
の社
会
的
存
在

か
ら
有
機
的
に
生
し
て
いる
か
ら
こ
そ

ヨ
ゼ
フ
小
説
の
神
話世
界
を
語
る
あ

の
驚
く
べ
き
説
詣
方法
が
あ
り
、
マ
ン

は
こ
の
四
部
作
の
テー
マ
に人
格
の
自

己
充
足
の
間
題
を
と
り
上げ
て
陰
惨
な

帝
国
主
義
期
の
ド
イ
ツ入
のヒ
ュプ
リ

ス
を
示
し
た
と
ル
カ
ー
チは
いう
。
更

にこ
の
作
品
を
禰
足
す
る
クル
ル
で
マ

ン
は
現
在
に
対
し
て
直
接
リア
リ
ス
テ

ィ
ック
に立
向
い
。
た
だ詐
欺
師
だ
け

が
今
日
の
没
落
し
つ
つ
あ
る市
民
社
会

にあ
って
は
人
格
の
自
己
充足
を
員
象

化
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を描
出
し

てみ
せ
た
と
い
う
.

林

ル
カ
ー
チ
に
よれ
ば
ト
ー
マ
ス
・マ

ン
こ
そ
ブ
ル
ジ
ョ
ア社
会
への
批
判
的

ノリア
リ
ズ
ム
の
最
大
のブ
ル
ジ
ョア
作

家
で
あ
り
、
の
み
な
ら
ず社
会
主
義
へ

の麗
識
を
持
っ
た
作
家で
あ
る
と
い

う
.そ
う
い
う
作
家
と
し
て
の
マン
を

こ
のル
カ
ー
チ
の
マ
ン
論
は
こ
の上
な

く
明確
に捉
え
て
い
る
.

む
しろ
明
確
す
ぎ
る
ー
1
と
い
う
べ

き
か
も知
れ
な
い
.、理
論
が
鋭
く
な
り

明
析
に
なれ
ばな
る
ほ
ど
何
か
説
得
力

の
足
り
なさ
を
感
ず
る
の
は
筆
者
だ
け

で
あ
ろ
う
か
。

現
実
・生
が不
完
結
性
で
あ
る
の
に

対
し
て
こ
れ
を
形象
化
す
る
小
説
・芸

　

術
作
品
は
完
結
性を
持
つ
と
い
う
の
が

ル
カ
ー
チ
の
リ
アリ
ズ
ム
論
の
前
提
で

あ
ろ
う
。
作
家
が
現実
社
会
の
さ
ま
ざ

ま
な
モ
メ
ン
ト
をと
り
上
げ
て
或
い
は

包
括
し
て
形
象化
し
よ
う
と
す
る
と

き
、
或
る
種
の
完結
性
が生
ま
れ
て
く

る
の
は
確
か
だ
.
し
か
し笑
際
には
芸

術
作
品
と
現
実
社
会
と
の関
係
は
ル
カ

ー
チ
の
い
う
の
よ
り
も
も
っと
複
雑
な

功

一一一

関
係
にあ
る
も
の
で
あ
る
ま
い
か
.
作

晶
の創
造
過
程
と
そ
の
作
品
の
読
者
へ

の
働
き
かけ
と
いう
も
の
は
、
何
ら
主

観
的
側
面
など
で
は
な
い
.
例
え
ぱ
カ

フ
カ
は
リ
アリ
ズ
ム
作
家
で
な
く
て
そ

の
作
品
は
帝
国主
義
期
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ

ル
デ
ィ
ズ
ム
の
典型
的
な
ア
レ
ゴ
リ
ー

の
作
品
だ
と
い
っ
て拒
絶
す
る
のは
誤

り
で
あ
ろ
う
.
また
「思
想
的
に
は
十

分
に
検
討
さ
れ
て
異論
のな
い前
提
か

ら
の結
論
で
は
決
し
て
な
い
」
(ル
カ

ー
チ
)
サ
ル
ト
ル
の
発
醤
が今
日
の読

者
に
よ
り
多
く
の
説
得
力
を
持
つ
こと

があ
って
も
、
不
思
顔
で
は
な
い。
ル

万

チ
の・
ア
・
ズ
ム
舗
は
彼
の
馨

 強
力
な武
器
で
あ
る
と
問
時
に
彼
を
縛

る
鎖で
は
あ
る
ま
い
か
.

彼
の
マ
ン論
には
、
自
ら
の
理
簾
構

成
に
不適
当
な
マン
の
一面
を
見
串
に

切
り
捨
て
てい
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ

る
.
シ
ョー
ペン
ハウ
ア
ー
、
ニ
イ
チ

ェに
対
す
る
マ
ン
の関
係
、
第
一次
大

戦
中
か
ら
戦
後
へ
の
マン
の
「転
向
」

(ル
カ
ー
チ
)
と
いう
よ
う
な
問
題
の

例
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
マン
の
死

後
、
今
度
の
画期
的
な全
集
や
響
簡
が

次
々
と
出
て
、
マ
ン研
究
が
新
し
い
段

階
に
入
っ
で
き
て
い
る今
日
、
ル
カ
ー

チ
の
マ
ン
論
は
そ
の
余
り
に観
念
的
な

性
格
を
刻
々
露
呈
し
つ
つあ
ると
い
ワ

い
い。

本
雷
の
翻
訳
は
柳
か
粗
雑す
ぎ
る
と

いわ
ざ
る
を
得
な
い
。
読
者
は
意味
の

よく
と
れ
な
い
と
こ
ろ
は
悉
く駅
のせ

いだ
と
思
って
い
い
.
註
の
つ
け
方も　

無意
味
な
も
の
が
多
く
て
粗
雑
であ

る
.機
会
が
あ
れ
ば
改
め
て
欲
し
い
も

の
であ
る
。
(現
代
思
潮
社
刊
。四
六

版
三
一四
ペー
ジ
・五
〇
〇
円
)
(教

養
部
助教
授
)

.

.
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"゚

東

映

映

回

「真

田

風

巽

録
」

か

ら

ふ

や
け
ノた

ア
ナ

ロ
ジ
ー

ー

加
藤
泰
監
督
「真

田

風

雲

録
」

す

っ
ぽ

か

さ

れ

た

ノ
ド

ラ

図
画
囲

A

モ
ン
ダ
イ
作
だ
/

B

幹
部
と
か
政
権
と
か世
論
と
か

コト
バ
が
や
た
ら
飛
出
し
てき
た
り
し

て
覚
え
の
あ
る
よ
う
な
な
いよ
う
な
図

柄
を
展
開
し
て
い
く
の
だ
けれ
ど
.

A

真
田
十
勇
+ε
い
う
のを
一
つ

のア
プ
レ
、
つま
り
関
ケ
原合
戦
の戦

後
世
代
に
見
立
て
る
と
い
う
辺ま
で
は

も
う
使
い
古
し
の
感
に
はし
ろ
、
つい

て
い
く
気
に
な
る
が
、
出
て
く
る
のが

ど
れ
も
こ
れ
も
「現
代
状
況
」
から
荒

目
の
ザ
ル
で
す
く
い
上
げ
た
雑
魚
み
た

い
に
置
き
並
べ
られ
て
た
ん
じ
ゃ
あ

ね
.
ダ
ブ
ル
イメ
ー
ジ
と
し
て
も
高
校

の
学
芸
会
並
の水
準
だ
し
、
そ
れ
に
こ

ん
な
い
い
方
は
嫌
いだ
け
れ
ど
現
代
の

状
況
把
握
が
少
し妙
ち
き
り
ん
じ
や
な

い
の
。

B

講
談
的
時
事解
説
を
講
談
に
し

た
感
じ
だ
.
こ
う
いう
作
り
方
だ
け
に

そ
の
点
の
甘
さ
がす
ぐ
に露
呈
し
ち
ゃ

う
.A

手
と
し
て
は
いろ
い
ろ
新
し
い

の
を
出
し
て
き
て
く
るん
だ
が
。
I

B

最
近
の
ハ
ヤ
リ
を総
動
員
し
て

る
み
た
い
だ
。
淀
君
や千
姫
な
ん
か
は

黒
沢
の
「椿
三
十
郎
」
の異
方
や
姫
君

を
ち
ょ
っと角
展
を
ずら
し
た
だ
け
だ

ア

し
、
家
老連
中
そ
の
他
大
阪
城
内
の
描

き
方
に
は池
広
一夫
の
「影
を
切
る
」

と
い
う
の
にサ
ン
プ
ル
が
あ
る
と
い
う

風
に
大
て
い
二番
せ
ん
じ
な
ん
だ
.

A
し
かも
そ
う
い
う
着
想
が
着
想

だ
け
で
空
回り
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の

例
え
ば
十
勇士
や干
姫
に
ナ
ン
バ
ン
渡

釆
風
な
服
装を
さ
せ
て
、
は
い
、
こ
れ

が
ア
ブ
レ
で
ござ
い
、
と
い
った
浅
薄

さ
、
ね
、

B

全
体
を
喜劇
に仕
立
て
上
げ
た

こ
と
自
体
に
ぼ
くは
いわ
ば
「空
転
せ

る
喜
劇
」
を
感
じ
る
のだ
け
れ
ど
。
ま

さ
か
喜
劃
は
悲
劇
だ
と
いう
最
大
限
ア

イ
ロ
ニ
ー
を
貫
通さ
せ
て
いる
と
も
見

れ
な
い
.

A

そ
れ
な
ら
そ
れ
で、
こん
な
に

ふ
や
け
ち
ゃ
う
は
ず
は
な
いし
.ー
企

渠
作
品
だ
と
い
う
大
義
名
分
があ
る
わ

け
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
以
上
に作
者
の内

面
にわ
だ
か
ま
った
面
は
ゆ
さ
、
それ

のテ
レ
隠
し
だ
と
い
う
一つ
の
逃
げ
の

テ
(思
想
と
か
分
析
と
か
の
)
的
な側

面
を
感
じ
ち
ゃ
う
。

B

ボ
カ
シ
だ
.
不
ガ
テ
ィ
ヴ
な
姿

勢
し
か感
じ
ら
れ
な
い
.
本
釆
、
喜
劇

ウ
て
のは
ず
は
っと
ド
ス
が
利
い
て
な

くち
ゃう
そ
だ
。

A
大
野
修
理
と
い
う
大
阪
城
の
執

サ

権
と
幸
田幸
村
あ
た
り
に
作
者
の
内
的

姿
勢を
一応
お
い
て
い
る
と
思
う
の
だ

けれ
ど
。

B

ま
あね
。
殊
に
大
野
修
理
は
か

な
り
明
確
な
ア
クセ
ン
ト
を
持
って
い

る
と
思
う
.
スー
パー
マン
佐
助
の
読

心
術
を
以
っ
て
し
ても
彼
の心
が
続
め

な
い
と
い
う
.
和
議を
ぶ
ち
壊
し
て
討

って
出
た
真
田
隊
に
対し
昧
方
の鉄
園

隊
に
「排
除
」
を
命
じ
ると
こ
ろ
は
一

圏
人
誌
〈れ
と
る
〉

は
す
で
に
五
号を
出
し

て
、
こ
の
1休
みま
で

に
第
六
号
の
発行
も
予

定
し
て
い
る
.
コ
昌冊

目
は
少
し
分
箪
い
の
を
、
と
思
っ
て
ます
.小

説
が
三
本
入
る
し
ー
」

ど
う
も
号
数
が
合
わ
な
い
よ
う
だ
が、
実
は

(れ
と
る
〉の
創
刊
暑
と
い
う
の
が第
四号
な

のだ
か
ら
勘
窟
ち
が
い
で
は
な
い
.
「よ
く

夢三
屠
雑
誌
4
と
か
い
う
ケ
チ
の
つ
け方
が
あ

る
で
し
ょ
う
.
そ
ん
な
こ
と
を
気
に
かけ
る
の

は
め
ん
ど
う
だ
し
、
で
は
い
っ
そ
の
こと
」
と

いう
次
第
で
こ
う
な
っ
た
。
こ
れ
を始
め
る
す

ぐ前
に
も
くぼ
V
と
い
う
一号
雑誌
を創
って

(つぶ
し
て
)
き
た
彼
だ
が
、
「今
度
は
つづ

き
そ
う
だ
し
、
つ
づ
け
な
く
て
は
」と
思
って

いる
由
.

れ
と
る
と
い
う
名
前
の
こ
と
を
聞
いた
ら
、

「フ
ラ
ン
ス
甑
に
直
す
と
何
か
意昧
が
あ
る
ら

し
いけ
ど
、
き
め
る
と
き
に
は
そん
な
含
み
が

あ
った
わ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
た
だ
三文
字
く
ら

い
で融
呂
の
い
い
や
つ
を
、
と
い
う
の
でむ
や

み口
走
って
た
ら
こ
う
な
っ
た
」
そ
う
だ
.

あ
と
に
な
って
大
阪
に
も
同
名
の
があ
り
、
そ

ち
ら
は
す
で
に
五
十
号
越
え
て
い
と
のに
気

ッ
いた
.
「で
は
、
こ
っ
ち
は
百
五
十何
号
に

し
ち
ゃえ
」
と
い
う
の
が
、
コ
ン
ビ
で編
集
に

当
って
い
る
岸
優
君
(文
四
)
の
意
見
ら
し

い
.

ー

第
四
号
す
な
わ
ち創
刊号
の編
集
援
記
を
み

る
と
"れ
と
る
青
い
仮
託
.く
ら
い凌
.
あ
し

た
な
に
が
あ
る
の
.
空
転
す
るレ
コー
ド
盤
。

湿
った
鼻
頭
に
星
をさ
げた
一匹
の犬
.
3♂

と
い
った
調
手
の
間
に
"か
かげ
る
べき
マ
ニ

フ
革ス
ト
は
な
い
σ
の
一句
が
ぽ
つ
ん
と
は
さ

み
込
ん
で
あ
る
.
語
る
と
ころ
に
よ
れ
ぱ
「遊

び
-
実
験
と
い
う
方
が
い
い
か
なー
が
半
分
、

発
衰
の
場
と
し
て
、
が半
分
」
と
いう
性
格
規

だ
」
と
評
す
る
友達
も
多
いと
.
自
分
で
い

う
。
ず
い
分変
った
夢
を
み
る
ん
だ
そ
う
で
、

そ
れ
ら
の
脚色
が
目下
の
作
品
の
モ
チ
ー
フ
.

だ
が
「フ
ロイ
デ
ィズ
ム
は
い
た
だ
け
な
い
」

な
ぜ
な
ら
、
「自
分
の夢
に
現
れ
る
と
て
つ
も

な
い
連想
の
飛
躍
を
全部
性
欲
・コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
に
灘
兀す
る
のは
む
り
だ
」
か
ら
.

小
さ
い
時
、教
会
へ通
って
い
た
か
ら
聖
書

を
よ
く
読
ん
だ
し、
中
学
の頃
は
ギ
リ
シ
ャ
神

話
に
一時
脚
中し
た
とか
.
シ
ョッ
ク
を
受
け

た
本
と
い
え
は
、プ
ル
ー
ス
ト
の
「失
わ
れ
た

ど
が
と
び出
し
て
く
る
.
全
く
対
照
的
な
感
じ

で
、
だ
か
らた
と
え
ば
好
き
な
現
代
誌
人
に
つ

い
て
も
、
岸君
は
金
子
光
晴
・山
本
太
郎
だ
し

、
彼
は
大
岡悟
・谷
川
俊
太
郎
と
い
う
こ
と
に

な
る
が
、
そ
のく
せ
道
を
歩
い
て
い
る
と
ふ
い

に
ポ
カ
ン
とし
てし
ま
う
よ
う
な
発
作
的
放
心

状
態
に
し
ぱ
し
ぱ陥
いる
点
で
は
奇
妙
に
一致

す
る
ら
し
い
。

文
化
運
動
の
こと
を
聞
いた
ら
、
少
し
考
え

て
そ
れ
か
ら
、
やは
り
こ
う
だ
と
い
う
よ
う
に

「文
化
運
動
な
ん
てな
いん
じ
ゃな
い
か
」
と

ア

ン
チ

・
ロ

マ

ン
で

?

…

醐

〈
れ
と
る
v
の
郡
敏
昭
君
L

定
で
、
と
に
か
く
気
楽
に愉
快
に
や
ッて
い
る

感
じ
だ
.
毎
号
、
同人
の他
に
一人
、
知
人
連

中
か
ら
作
品
を
よ
せ
ても
ら
って
巻
頭
に
お
く

と
い
う
や
り
方
が、
こ
の雑
誌
に
独
自
の
ア
ク

セ
ン
ト
を
与
え
て
いる
。

「ア
ン
チ
・ロ
マン
と
いう
の
が
僕
自
身
の

テ
ー
マ
で
す
」
と
い
って
す
ぐ
あ
と
、
「構
成

力
が
な
い
か
ら
、
勝手
にこ
う
い
って
る
の
か

な
」レ

ト
リ
ッ
ク
の
あ
そ
び、
みた
いな
のが
好

き
ら
し
い
が
、
「彼
は
レト
リシ
ャン
で
だ
め

時
を
求
め
て」
で
「全那
読
み
通
し
た
わ
け
で

は
な
い
が
、そ
の時
は
ほ
ん
と
に
一週
聞
ほ
ど

ポ
カ
ン
とし
て
いた
」
ほ
ど
だ
と
い
う
。

「映
画
はよ
く
み
る
。音
楽
も
好
き
。
と
く

に
モ
ーツ
ァ
ル
ト
(と
少
し
テ
レ
て
)
それ
か

ら
フ
ラ
ンク
.交
響
的
変
奏
曲
と
か
オ
ル
ガ
ン

曲
な
ど
」

モ
ネ
、
ドビ
ュ
ッシ
ー
、
そ
れ
に
ブ
ル
ー
ス

ト
の
も
っ
て
る
感
じ
、と
いう
の
が
、
彼
の
心

情
的
自
醐
像
だ
が
、同
人
の岸
君
に
つ
い
て
語

る
と
、
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ、
ニグ
ロ、
G
パ
ン
な

}

い
っ
た
.情
況
分
析
に
つ
い
て
も

置き
ら
いぼ
と
〃で
き
な
い
μ
が

ぐ
る
ぐ
るめ
ぐ
り
し
て
い
る
ら
し

く
て、
岸
君
同
様

「気
分
で
や

る
」
の線
だ
が
くま
ず
雷
い
て
、

そ
の
のち
に
失
敗
す
る
こ
と
を
お

つ
の
ヤ
マ
だ
。

A

と
こ
ろ
が
そ
の
あ
と
に何
と
も

安
っぽ
い
解
決
編
が
く
っ
つ
く
.舞
い

戻
って
き
た
佐
助
が
修
理
に
対し
「き

さ
ま
は
人
聞
の
心
が
ね
え
んだ
/
」
と

ゼ
ソキ
ョ
ウ
し
て
始
ま
る
心
理
対話
で

ね
.
そ
も
そ
も
謡
る
に
落
ち
た
と
いう

感
じ
だ
し
、
そ
れ
を
セ
リ
フ
だ
け
で
片

づ
け
ち
ま
う
か
ら
全
然
面
白
く
な
い
.

雪

B

全
体
に
セ
リ
フ過
重
で
、
r
フ

マ
が
希
薄
な
ん
だ.
むし
ろ
ド
ラ
マ
な

ん
か
放
り
出
し
ち
ゃ
,
てま
る
で
魅
入

ら
れ
だ
よ
う
に
「状
況
」
の移
し
か
え

焼
き
直
ル
だ
け
に
忙
殺
され
て
い
る感

じ
だ
。

A

霧
隠
才
蔵
が
女
だ
と
い
う
設

定
、
そ
し
て
彼
女
が
佐
助
の
子
を
宿す

が戦
い
の中
で
流
産
し
ち
ゃ
う
と
い
う

の
には
ド
ラ
マ
の綴
が
通
っ
て
い
る
わ

け
だ
けれ
どそ
い
つ
も
中
途
半
端
だ
.

せ
う
か
く
霧隠
に渡
辺
美
佐
子
を
起
用

し
て
る
の
に
。
(戦
闘
場
面
で
の
タ
イ

ヅ姿
、
し
か
も後
にス
ラ
リ
と
シ
ー
ム

が
通
っ
て
い
る
セン
ス
は
泣
か
せ
る
)

B

徳
川
方
の服
部
半
蔵
に
し
ろ
、

や
け
に
人
情
豊
か
な
忍者
ば
か
り
出
て

く
る
.
最
近
の
メ
カ
ニ
ック
な
忍
者
と

較
べて
昔
な
つ
か
し
か
っ
た.

^

服
部
半
蔵
って
のは
少
し
面
白

か
った
.
佐
助
と
大
阪
城
の
屋根
で
渡

り
合
う
と
こ
ろ
ね
.
そ
の
時
、下
では

「活
舞
大
会
」
な
る
ド
ン
チ
ャ
ン騒
ぎ

や淀
君
指
定
の
「上
品
き
し
て
健
康な

る
コー
ラ
ス
」
を
や
って
る
わ
け
だ

が、
あ
の
シ
ー
ン
は
映
画
の
中
でも
一

番
面
白
い
し
、
ア
イ
ロ
ニ
ー
と
し
て
の

深
み
も
あ
る
.

(騰
・矢
)
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▽
サ
ナ
ト
ス
の
ゆ
る
し
。加

藤
斉
之
(北
海
道
大
・医
四

)
▽
乳
房
と
幾
何
・志
麻
武

(京
都
大
・法
一)
▽
エ
ッ

セ
ン
へ
の遵
程
・本
多
俊
一

郎
(中
央大
・法
三
)
▽
オ

ル
フ
ェ、
風
と
雷
と
・田
中

博
明
(京
都
大
・文
三
)
▽

砂
が
舞
う
。三
田村
博
史
(不
明

)
▽
日
隠
日
・藤沢
雅
左
夫
ρ京

都
大
・文
三
)
▽
焚火
・坂
条
昌

彦
(立
命
館
大
・文)
▽埋
葬
・

田
中
光
二
(新
潟
大
・工
三)
▽

壁
・大
木
英
男
(京
都大
・文
三

)
▽
覆
。ま
さ
ぐ
り
・矢
島
輝夫

(早
稲
田
大
・文
)
▽
フ
ォ
ーク

・間
笈
珊
於
(
一橋
大
・社
会
三

)
▽
病
者
の
手
記
・江
ロ
丹
(京

都
大
・文
三
)
▽
く
も
の
神
・高

橋以
左
王
(京
都
美
術
大
。四
)

▽
夏
の頭
蓋
・築
田
光
雄
(駁
都

学大
・二)
▽
友
情
の
惨
劇
・長

谷
川
篁成
(不
明
)
▽
ガ
ガ
ー
り

ン
の
気掩
・大
銀
稔
彦
(京
都大

。
医進
二)
▽
月
曜
日
・久
保良

雄
(京都
大
・理
三
)
▽
夏
の
旅

・原
田降
雄
(電
通
大
)
▽
あ
る

報
酬
・閏
島尚
子
(京
都
府
大
・

英
文
四
)
▽
雲
の平
・描
藤
康
黒

(福
岡
大
・商
三)
▽
圏
外
・名

田
部
松
男
(不
明)
▽
癌
・浅
野

努
(京
都
大
・理
享
)▽
旅
の
途

中
で
。卸
東
邦
義
(京
都
大
・文

三
)
▽
通
玄
寺
物
語
・竹
野
蘇
一

(京
都
大
・法
一)
▽
療養
所
に

て
・古
塚
秀
穂
(京
都
学
大
・国

文
)
▽
軟
体
・林
東
洋
樹
(京都

大
・法
三
)
▽
春
の
嵐
・
桝
田秀

忠
(康
京
大
・教
養
一)
▽
生
き

た
苔
。勝
俣
愚
五
郎
(信
州
大
。

農
)
▽賜
の蝿
り
・永
穂
善
生
(

京都
大
・文
一)
▽
夢
と
現
笑
と

の
分析
・東
正
国
(中
央
大
・法

二
)
▽死
んだ
・藤
原
隆
司
(中

央
大
・法
三)

そ
れ
ず
に
や
っ
て
みよ
う
と
思
う
。
…
:
大
い

に
し
ゃ
べ
り
ま
くろ
う
〉と
雑
誌
「現
代
詩
」

に
欝
い
た
飯島
耕
一の
発
言
に
は
賛
成
だ
と
い

う
。
連
想
力
(自
分
で
は
こ
じ
つ
け
と
言
って

い
る
)
の
活
動
がき
わ
め
て
激
し
い
感
じ
、
そ

れ
も
も
や
も
やと
わ
い
て
で
る
み
た
い
だ
。
と

て
も
こ
ち
ら
で話
を
遣
っか
け
き
れ
な
い
が
、

例
え
は
、
最
近
見た
と
雪[う
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
感

溜
な
ど
、
ち
ょ
っと
パ
ラ
ノ
イ
ア
・ク
リ
テ
ィ

ッ
ク
風
で
ぎ
ょ
っと
さ
せ
ら
れ
た
.

(京
大
理
学
部四
回
生
)

(う
)
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藁
塗
馨

罰箋

コ
y
パ
、
ご
宴
会
に
、
気
軽
に

御
利
用
下
さ
い
。

.大

将

軍
`
自
僅
の
味
巴
殖
段

で
学
生
諸
君
の
お
い
で
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◇
コン
パ

お
一人
二
五
〇
円よ
り

◇献
立
の
一例

解
置騒
鰭

。゚朋
霧

炉。。四

◇お
座
敷
料
・サ
ービ
ス
料
・匪躍
斜
は
一切

不
要
で
す
.

覇 大將軍u
冥●囚口購 急謝『「Eし♂68の9も61.9162

*科 学 を製 品化 す る/島 津 の技術
科学機器 ・産業機器 ・放 射線機器 ・計測機器 ・航空機 器

現代は科学の時代です。島津の技術は,物 理 。光学 ・機械

電気 ・電子 ・原子 ・計測にわたってその総合性を発揮し,
つねに科学を製品化します。
ず

●次の島津を背負う若い人材をお待ちします。お問合わせは人事課へ。

寸㌻所 本社 京都市中京区河原町二条南 支社 東京 支店 大阪・福岡・名古屋・広島・札幌・拙台

島津製作所総務部人事課 京都市中京区西!京 桑原町18京 都81-1111

 

製津

 

島

青雲の志を現代に!
事務系一一法、経済 技衛系一電気、機械、物理、化学関係学科

若い先輩達が各分野で駿足を伸ば し、 フロンティアに挑ん

でい ます。 随時来訪歓迎

 

へ界世を化文の『音』

従業員 約2000名 大阪に4工 場全国各地に支店営業所

売上高 月闘8億 円以上 駁路は世界中に及んでいます

東芝関連会社中,屈 指の成長企粟として将来が期待されています・

スピーカーからラジオ、テレビ、 トランシーパ
ー、更に時代の先端をゆく医療用電子楓器と
人類の牽福に貢献する無限の可能性を遮って進
む若々しい目的集団 それが当社の姿です゚

大阪市旭区大宮西之町本社
大阪音響株式会社 総務部労務課賭(959劇 骸

叡智とファイティング・スピリットを求める

●産業の進歩と共に躍進する事務器業界の中で、当社は販売額、品質、技術、設備、

新製品開発などの分野でその トップ ・メーカー として着 進々んでいます。

●そしてあなたの若いエネルギーこそ、明日のイトーキを創り出 して竺 くのです。

謁剛…蝋醐蜘旧鱒●1醐■開鵬鱒醐醐鱒圏●一 欝齢鴎蝋脚齢醐●●醐關劇鱒醐揃醐●劇轍1

【資本金1

【上 場】

【狩 色コ

19,000万円
犬阪・東京2部

渠界初のJIS指 定工場、グツド・デザイ

ン賞受賞、晶質と占拠率は漿界のトツブを

誇る.

軌 憎欄鰍繭轍榊嗣儲棚脚襯go欄鱒崩轍襯 ■欄鱒蝋劇鰯醐醐蝋繍醐崩榊胤1鱒剛欄 謝●1謝欄1帽

● 採 用 関 係 連 絡 先

本社 役員室TEL大 阪(931)9436

一当社を志望される方には、人事部員・先輩がいつ

でも御相認こ応じます一

 

馬
'
、

夢β・鯵 ツ 炉 聴'・ 署ら一
、

株式鰍 伊藤喜工作所
大阪市 城東区今福中3の29

大阪・今福・守口・南方、東京
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